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令和４年第２回益城町議会定例会会議録 

 

１．令和４年６月６日午前10時00分招集 

２．令和４年６月６日午前10時00分開会 

３．令和４年６月６日午前11時42分散会 

４．会議の区別 定例会 

５．会議の場所 役場仮設庁舎別館２階本会議場 

６．議事日程 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

  日程第２ 会期決定の件 

  日程第３ 所信表明 

  日程第４ 報告第２号 令和３年度益城町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 
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  日程第７ 報告第５号 令和３年度益城町水道事業会計予算建設改良費の繰越額の報告につ

いて 

  日程第８ 報告第６号 益城町土地開発公社の経営状況の報告について 

  日程第９ 議案第34号 令和４年度益城町産業団地特別会計予算 

  日程第10 議案第35号 令和４年度益城町一般会計補正予算（第２号） 

  日程第11 議案第36号 令和４年度益城町下水道事業会計補正予算（第１号） 

  日程第12 議案第37号 益城町子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

  日程第13 議案第38号 益城町特別会計設置条例の一部を改正する条例の制定について 

  日程第14 議案第39号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について 

  日程第15 議案第40号 町道の路線廃止について 

  日程第16 議案第41号 町道の路線認定について 

  日程第17 議案第42号 工事請負契約の締結について 

                                            

７．出席議員（18名） 

１番 木 村 正 史 君  ２番 西 山 洋 一 君  ３番 上 村 幸 輝 君 

４番 下 田 利久雄 君  ５番 冨 田 德 弘 君  ６番 松 本 昭 一 君 

７番 吉 村 建 文 君  ８番 甲 斐 康 之 君  ９番 榮   正 敏 君 

10番 中 川 公 則 君  11番 野 田 祐 士 君  12番 宮 﨑 金 次 君 

13番 坂 本   貢 君  14番 中 村 健 二 君  15番 渡 辺 誠 男 君 
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16番 荒 牧 昭 博 君  17番 坂 田 みはる 君  18番 稲 田 忠 則 君 

                                            

８．欠席議員（０名） 

                                            

９．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

議会事務局長   金 原 雅 紀 

                                            

10．地方自治法第121条の規定により会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長   西 村 博 則 君    副 町 長   濱 田 義 之 君 

教 育 長   酒 井 博 範 君    政 策審議監   桶 谷 哲 也 君 

土 木審議監   持 田   浩 君    会 計管理者   深 江 健 一 君 

総 務 課 長   塘 田   仁 君    危機管理課長   岩 本 武 継 君 

企画財政課長   山 内 裕 文 君    税 務 課 長   坂 井 浩 章 君 

住 民 課 長   竹 林 浩 幸 君    福 祉 課 長   荒 木   薫 君 

福祉課審議員   中 村 康 広 君    こども未来課長   吉 川 博 文 君 

健康保険課長   松 永   昇 君    産業振興課長   松 本 浩 治 君 

建 設 課 長   村 上 康 幸 君    都市計画課長   齊 藤 計 介 君 
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新庁舎等建設課長   田 上 勝 志 君    学校教育課長   遠 山 伸 也 君 

生涯学習課長   冨 永 清 徳 君    下 水道課長   吉 本 秀 一 君 

水 道 課 長   山 口 拓 郎 君 

                                            

開会・開議 午前10時00分 

○議長（稲田忠則君） 皆さん、おはようございます。 

 令和４年第２回益城町議会定例会が招集されましたところ、議員の皆さん方には大変お忙しい

中に御出席をいただきまして、ありがとうございます。 

 議員定数18名、出席議員18名です。 

 ただいまから、令和４年第２回益城町議会定例会を開会します。 

 これより本日の会議を開きます。 

 まず、閉会中における諸般の報告をいたします。内容については議席に配付のとおりです。 

 それでは日程に従い、会議を進めます。 

                                            

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（稲田忠則君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第111条の規定により、９番榮正敏議員、17番坂田み



 - 3 - 

はる議員を指名します。 

                                            

 日程第２ 会期決定の件 

○議長（稲田忠則君） 日程第２、会期決定の件を議題にします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、本日から６月14日までの９日間にしたいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

         （異議なしの声あり） 

○議長（稲田忠則君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から６月14日までの９日

間に決定しました。 

 なお、日程について申し上げます。本日は、町長の所信表明、本定例会に提案されました報告、

議案の説明を行います。明日７日は総括質疑、８日、９日は一般質問、10日は各常任委員会議案

審査、11日、12日は休会、13日は各常任委員会現地視察、14日は常任委員長報告、質疑、討論、

採決、その他ということでまいりたいと思います。 

                                            

 日程第３ 所信表明 

○議長（稲田忠則君） 日程第３、所信表明について、町長の発言を許します。 

 西村町長。 

○町長（西村博則君） 皆さん、おはようございます。本日、令和４年第２回益城町議会定例会

の開催に当たり所信表明の機会をいただき、誠にありがとうございます。また、日頃から町政全

般にわたりまして多大なる尽力をいただいていることに対し、心から感謝を申し上げますととも

に、復旧復興の推進、コロナ対応など、議員各位の御支援、そして、職員の全庁挙げての取組に

対し、心から敬意を表します。 

 私は、このたびの益城町長選挙におきまして無投票による再選という結果を受け、３期目の町

政を担わせていただくこととなりました。改めてその責任の重さを痛感するとともに、町民の皆

様の期待に応えられるよう、引き続き全力で取り組んでまいる所存でございます。 

 さて、町では、令和２年４月に熊本地震の対応で、できたこと、できなかったことをつまびら

かに記録しました平成28年熊本地震益城町震災記録誌を発行しました。本記録誌につきましては、

震災のよい教科書になる、熊本地震の中心被災地として頑張っている上、内容の水準も高いと評

価され、令和３年２月に熊日出版文化賞を受賞いたしました。本記録誌が全国の自治体や関係機

関で活用され、今後の災害への備えや復旧復興に少しでも役立てていただければ幸いです。 

 それでは、任期中に取り組む事業につきまして、所信の一端を述べさせていただきます。 

 まず、１期目の最初の２年間につきましては、六つの公約を掲げ、町民が主役のまちづくりを

基本として町政運営に取り組んでおりました。そのような中、就任３年目の平成28年４月に熊本

地震が発生し、状況は一変しました。残りの２年間は、被災された方々の生活再建を第一に考え、

道路、上下水道、橋梁などライフラインの復旧、仮設住宅の整備、災害公営住宅、総合体育館、
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給食センターなどの公共施設の整備や災害対応の現場に私自身が常に先頭に立ち続け、全身全霊

をかけて震災からの復旧に努めてまいりました。特に町民の皆様の思い、意見を取り入れ、策定

しました益城町復興計画を基本に、町民の皆様の思いにしっかり寄り添いながら復旧復興に全力

で取り組んだところです。 

 次に、２期目につきましては、六つの約束を公約として掲げ、復旧復興に加え、まちづくりや

地域づくりにも力を入れ取り組んでまいりました。そのような中、突如として新型コロナウイル

ス感染症が発生、拡大し、コロナとの長い戦いが始まりました。 

 町としましては、迅速なワクチン接種をはじめとした感染症対策や事業所経営者、ひとり親世

帯、大学生、高齢者など、コロナの影響により経済的に困難な状況に陥った方々などへの支援を

重点的に進めてまいりました。コロナは、人々の生命や健康を脅かし、日常生活だけではなく、

社会全体の在り方、人々の行動様式などにも甚大な影響を与え、私たちの暮らしも新しい生活様

式への移行を余儀なくされました。 

 そのような中、全小中学生にタブレットを配付したオンライン授業の開始や、テレワーク、オ

ンライン会議など、デジタル化への移行が急速に進み、コロナ禍においてその重要性を改めて認

識したところです。一方で、熊本地震の影響に加え、慣れない生活スタイルにより生活のリズム

が崩れ、運動不足やコミュニケーション不足などによる体と心の健康への影響が出てきています。

今後は、コロナ対策を意識したまちづくり協議会など地域活動の積極的な推進や、スポーツ、文

化活動の取組の再開が急務と考えております。 

 また、来年３月には役場新庁舎が落成し、５月の連休明けの開庁を目指しているところです。

建設に当たっては、大地震にも対応できる免震機能を備えた庁舎、町民の皆様がいつでも気軽に

立ち寄れる庁舎、夜間も外壁の一角を照らす町の灯台のような庁舎の建設を指示しました。また、

庁舎南側の芝生広場にはモニュメントを設置し、南側に建設しました復興まちづくりセンターに

じいろと一体となった、町民の皆様が気軽に集い、くつろげる庁舎を目指しています。 

 次に、私が３期目の任期中に取り組む八つの約束と各種事業の一端を御説明申し上げます。 

 まず１つ目は、熊本地震からの復旧復興とコロナ対策が何より最優先についてであります。平

成28年熊本地震から今年で６年を迎えました。しかし、いまだ復興事業などの影響で住まいの再

建ができず、仮設住宅などでの生活を余儀なくされている方々もおられます。引き続き、最後の

お一人まで被災者に寄り添い、再建を支えてまいります。また、地域コミュニティーの再生につ

きましても、社会福祉協議会をはじめ各種団体などと連携し、地域の高齢者を見守り、多世代交

流を進め孤立を防いでまいります。 

 熊本地震からの創造的復興のシンボルとなっている木山地区復興土地区画整理事業、県道熊本

高森線４車線化事業につきましては、県と協力し、一日も早い完成を目指してまいります。さら

に、新たな住宅エリアの開発や、集落部への移住・定住に力を注ぎ、安全で暮らしやすい町を目

指してまいります。 

 いまだ収束が見通せない新型コロナウイルス感染症対策につきましては、安全なワクチン接種

の実施や正確な情報提供により、コロナ禍への不安を解消します。さらには、医療、介護、福祉
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事業者への手厚いサポートや、コロナの影響で苦しむ町民や事業者へのきめ細かな支援を行うと

ともに、アフターコロナを見据えた支援を引き続き実施してまいります。 

 二つ目は、被災経験を生かした防災に強いまちづくりについてであります。過去に例を見ない

震度７の大地震に２度見舞われた経験を踏まえ、一歩先の防災・減災対策に取り組みます。その

ため、より強固な公共インフラ整備や老朽化対策などを進めますとともに、自主防災組織の活動

支援や防災士の養成に加え、ドローンやＳＮＳなどを活用して防災情報を迅速に届ける仕組みを

構築します。また、町民の避難場所として、防災公園となる新たなグラウンドなどの整備を行っ

てまいります。 

 さらには、震度７の大地震に２度見舞われた本町だからこそできる記憶の継承につきましては、

防災教育の拠点として、天然記念物に指定されている布田川断層帯の保存活用を行い、町民が日

頃から防災を意識する機会を増やすとともに、教育旅行を誘致するなど、全国にも地震の記憶を

継承してまいります。 

 三つ目は、地域と一緒になって進める新たなにぎわいづくりであります。地域の魅力を高め、

町全体のにぎわいづくりに取り組みます。木山地区の中心部では、４月にオープンしました復興

まちづくりセンターにじいろをはじめ、新庁舎や交通広場などの整備が進むことで、人の流れが

多くなることが予想をされます。そのため、カフェなどの居心地のよい、くつろげる空間づくり

を進めますとともに、ミナテラスやチャレンジショップなどとの回遊性を高めることで、木山地

区中心部のにぎわいを創出してまいります。 

 また、惣領地区にオープンしましたＢＯＸＰＡＲＫマシキラリや、四季折々の自然やキャンプ、

水遊びなどを楽しめる施設として整備中の潮井自然公園など、各エリアにも魅力的で誰もが集い

たくなる空間を整備するとともに、ソフト事業も組み合せながらにぎわいを創出してまいります。 

 さらには、来年３月に新旅客ターミナルビルが供用開始予定の阿蘇くまもと空港を本町の地域

資源として捉え、県の大空港構想と地域公共交通を連動させることで、町内各地への交流人口の

増加を図ります。また、学生たちと一緒に進めるまちづくりとして、来年３月に本町に移転開校

予定の東海大学農学部とともに農村地域の活性化に取り組むほか、学生と地域のつながりを育む

新たなチャレンジを企業などと連携し、企画、実践してまいります。 

 四つ目として、未来を見据えた攻めの産業振興であります。本年度を攻めの元年と位置づけ、

新たな産業を呼び込む攻めのアクションに取り組みます。 

 まずは、県のＵＸプロジェクトと連動し、空港周辺を新産業の一大拠点としてライフサイエン

ス産業を中心とした新たな知の集積を図ります。また、企業立地の受皿となる産業団地の整備や、

産業ゾーンの拡充による積極的な企業誘致にも取り組みます。さらには、商業、農業が充実した

にぎやかで楽しい町の実現のため、商業では新しい商業施設や飲食店を呼び込み、次世代の意欲

のある地元商業者を発掘・育成し、魅力ある店舗づくりを応援することで商業の活性化を図り、

買物が便利で楽しいまちづくりに取り組みます。 

 農業では、町内農家の意向などを踏まえ、農産物や加工品のブランド化を図ることで、農産物

の付加価値を高めます。あわせて、大手食品メーカーへの納入などを目指す農家を支援します。
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さらに、農産物を生かした農産品加工施設、食育や体験ができる施設、地元農産物が味わえる施

設などを誘致することで食と農の拠点づくりを進めます。 

 五つ目として、ワンランク上の子育てしやすいまちづくりについてであります。町の宝である

子どもたちが心身ともに健全に発育するためには、安心して楽しく子育てしたくなる環境づくり

が必要です。その一環として、待機児童の解消や、子ども医療費の無償化を高校生まで拡充する

など、子育てと仕事を無理なく両立できるような環境をつくってまいります。 

 また、妊娠から出産、子育てまで切れ目のない包括的な子育て支援体制を整備し、不安なく喜

びの多い子育てができる環境を創ります。さらには、子育てに優しい快適な空間づくりを行うた

め、自然と触れ合いながら親子でゆったり余暇を楽しめる魅力あふれる公園を整備します。 

 教育では「まちづくりは教育から」との理念の下、子どもたちが地域において豊かな自然に触

れ、人と交わりながら遊びを通して自ら学び成長していく、町全体が学び場構想の実現を目指し

てまいります。また、タブレット端末などを活用し、子どもたちの探究心や創造力を育むＩＣＴ

教育や、小中連携による英語授業を推進することで、教育水準の高い町をつくってまいります。 

 六つ目として、町民が主役になれるフィールドづくりについてであります。町民の「やりたい」

を実現するため、町民の皆様が輝き、生き生きと活躍できる場を創設し、それぞれが主役となる

ことができる各種施策に取り組みます。そのため、復興まちづくりセンターにじいろなどを活用

して、幅広い年齢層の方々による世代を超えた交流活動を盛り上げます。また、明治時代に台湾

に渡り、現地教育に命をかけた志賀哲太郎氏を輩出した歴史から、台湾との小中学生レベルでの

交流や訪日教育旅行の受入れを通して、文化や教育面における台湾との国際交流を進めてまいり

ます。 

 さらに、若い世代や女性が活躍するまちづくりを進めるため、ＳＮＳなどの活用や各種審議会

などへの積極的な登用で、若い世代や女性の意見を行政に取り入れるとともに、活躍できる場の

提供や起業支援などに取り組み、若い世代や女性のチャレンジを応援します。震災により取壊し

となった男女共同参画センターにつきましては、新たに中央公民館、地域ふれあい交流館の三つ

の機能を併せ持つ複合施設とし、町民の皆様の活動拠点として整備を行ってまいります。 

 七つ目として、スポーツ、健康、福祉で益城クオリティーを確立についてであります。町民の

皆様が生き生きと活躍していただくには、健康であることが一番です。そのため、全国レベルの

スポーツ大会を誘致し、スポーツを通して、町民が感動や喜びを分かちあえる機会を増やし、心

と体の健康増進を図るスポーツの活性化に取り組みます。 

 さらには、高齢者も元気で活躍できるまちづくりの実現のためには、生活習慣病を未然に防ぎ、

生き生きと生活し、生涯にわたり活躍できるように、子どもから高齢者まで幅広い世代を対象と

した健康づくり活動を盛り上げてまいります。また、お互いさま精神で支え合う地域づくりとし

て、地域包括ケアシステムを充実させ、認知症の方々を地域のみんなで見守りあう環境をつくる

とともに、高齢者がスマートフォンなどのデジタル機器に慣れ親しめるようにサポートをします。 

 八つ目として、行政サービスをもっと便利でスマートにについてでございます。行政手続のス

マート化につきましては、国のＤＸ推進の状況を踏まえながら、積極的に行政サービスのデジタ
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ル化を進めてまいります。特に、来年５月に開庁を予定しております役場新庁舎におきましては、

一部、ライフイベントに関する手続のワンストップ化を導入し、書かせない、待たせない窓口を

目指します。 

 また、行政手続のオンライン化を進めることで、町民の皆様が役場へ出向くことなく、各種申

請・届出ができるようにし、子育て世代から高齢者まで幅広い世代に利便性を感じていただける

取組を進めてまいります。さらには、町税の納税や役場窓口での手数料、町有施設使用料などの

支払いにキャッシュレス決済を導入し、スマートフォンなどで簡単・便利に支払いができる環境

を実現します。 

 本町の財政状況は、熊本地震の影響を大きく受け、今後かなり厳しい状況になることが見込ま

れており、財源基盤の強化、自主財源の確保は喫緊の課題です。そのため、スリムで健全な行財

政運営を進めることが重要であり、事務事業の効率化や経費削減などにより、財政運営を支える

基盤を固めつつ、未来への投資に必要な財源確保のため、ふるさと納税のさらなる拡充を図ると

ともに、企業誘致や定住促進に積極的に取り組んでまいります。 

 以上、私の３期目に当たっての所信の一端を述べさせていただきました。 

 熊本地震から６年が経過しましたが、その間、日本全国から多くの皆様の御支援をいただきな

がら、生活再建を第一に、若い世代の方々が、益城町に住んでよかった、これからも住み続けた

いと思え、誇りを持てるようなまちづくりの実現を目指してまいりました。その一方で、アフタ

ーコロナを見据えたＩＴ化やＤＸ化の推進、県道熊本高森線の４車線化事業、木山地区復興土地

区画整理事業、阿蘇くまもと空港新ターミナルビルの開業、東海大学九州臨空キャンパスの開校、

県が主体となった医療、健康、食、スマート農業などの産業を集積したＵＸプロジェクトの進展、

半導体関連企業ＴＳＭＣの熊本県への進出など、町を取り巻く環境は大きく変化しており、将来

の発展につながる大きなチャンスが到来しております。今こそ、10年後、20年後の益城町の姿を

見据えた、未来につなぐための攻めの行政運営が求められます。今回の任期中の４年間で、その

礎を築くことが私に課せられた使命だと思っております。 

 また、いつの時代においても、まちづくりの主役は町民であります。様々な場面で、町民、ま

ちづくり協議会、行政などの機関が集まり、わいわい言い合いながら話合い、時には意見をぶつ

け合いながら、議論して方向性を決めるというプロセスを大事にしたまちづくりの姿勢が、住み

たい町、住み続けたい町、次世代に継承したい町、そして、わくわくするような町の実現につな

がります。そのためにも、議会と執行部、そして、町民の皆様が一緒になって知恵を出し合い、

議論し、様々な施策に取り組んでいかなければなりません。皆様の深い御理解と、さらなる御支

援、御協力をお願い申し上げ、私の３期目に当たっての所信表明といたします。 

 令和４年６月６日、益城町長、西村博則。 

○議長（稲田忠則君） 町長の所信表明が終わりました。 

                                            

 日程第４ 報告第２号 令和３年度益城町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

○議長（稲田忠則君） 日程第４、報告第２号「令和３年度益城町一般会計繰越明許費繰越計算
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書の報告について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 西村町長。 

○町長（西村博則君） 報告第２号、令和３年度益城町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告に

ついて、地方自治法施行令第146条第２項の規定により御報告します。 

 繰越計算書を御覧ください。５月12日の臨時議会で報告しました、令和３年度一般会計補正予

算（第12号）におきまして承認をいただきました繰越明許費の財源内訳を示したものになります。 

 翌年度繰越額が21億1,205万3,147円で、その財源内訳として、国県支出金、地方債、一般財源

を記載しております。 

 繰越理由につきましても、５月12日の臨時議会時に繰越理由書をお配りしておりますが、コロ

ナ禍で関係機関との調整に不測の日数を要したこと、国の補正予算活用により適正工期を確保す

る必要があったことなどによるものです。 

 以上が報告第２号となります。 

○議長（稲田忠則君） 報告第２号の説明が終わりました。 

 これより報告第２号に対する質疑を許します。質疑はありませんか。 

         （なし） 

○議長（稲田忠則君） 質疑なしと認めます。 

報告第２号「令和３年度益城町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について」を終わります。 

                                            

 日程第５ 報告第３号 令和３年度益城町一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について 

○議長（稲田忠則君） 日程第５、報告第３号「令和３年度益城町一般会計事故繰越し繰越計算

書の報告について」を議題とします。 

 提出者の報告を求めます。 

 西村町長。 

○町長（西村博則君） 報告第３号、令和３年度益城町一般会計事故繰越し繰越計算書の報告に

ついて、地方自治法施行令第150条第３項の規定により御報告します。 

 繰越計算書を御覧ください。 

 ３款民生費、３項災害救助費、みんなの家移設事業、翌年度繰越額557万7,000円を含む７事業

についての翌年度繰越額及びその財源内訳を記載しております。全７事業の翌年度繰越額の合計

が９億2,392万2,286円。繰越理由につきましては、コロナ禍の影響により関係機関との協議に不

測の日数を要したこと、地権者との交渉に不測の日数を要したことなどによるものです。 

 なお、事業ごとの繰越理由につきましては別紙で机上配付をしておりますので、御覧いただき

たいと思います。 

 以上が、報告第３号となります。 

○議長（稲田忠則君） 報告第３号の説明が終わりました。 

 これより、報告第３号に対する質疑を許します。質疑はありませんか。 
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 11番野田議員。 

○11番（野田祐士君） 11番野田です。 

 今の繰越計算書の中で別紙のほうを見せていただいております。繰越しで70％とか90％とか執

行率のほうを書いてありますけれども、これが極端に低い部分があります。その極端に低い部分

について、ぜひ、内容というか、御説明をしていただきたいと思います。 

 これでいいますと、みんなの家移設事業が０％、潮井公園道路改良事業が２％、潮井自然公園

整備事業が５％となっております。この３点についてはあまりにも低いので、ぜひ内容を教えて

ください。 

○議長（稲田忠則君） 中村福祉課審議員。 

○福祉課審議員（中村康広君） 福祉課審議員の中村です。11番野田議員の質問にお答えさせて

いただきます。 

 報告第３号、令和３年度益城町一般会計事故繰越し計算書、３款民生費３項災害救助費、みん

なの家移築事業につきましては、仮設住宅で使用していたみんなの家を解体し、移築し、集会場

として有効活用する事業であります。 

 令和２年度に、みんなの家の川内田地区への移築に伴う設計及び監理業務を令和３年へ繰り越

しておりました。先ほど報告第２号において報告しております、みんなの家移築工事が令和４年

度へ繰越しとなったため、本事業の設計及び監理業務委託についても、令和４年度への事故繰越

しを行わせていただいているものであります。 

 なお、５月に竣工し、５月19日に地元への引渡しが完了しております。 

○議長（稲田忠則君） 村上建設課長。 

○建設課長（村上康幸君） 建設課長の村上です。11番野田議員の質問にお答えいたします。 

 令和３年度益城町事故繰越しの中で、潮井公園線道路改良事業につきましては２％ということ

で、現在の進捗とか理由等でございます。 

 こちらのほうは、令和３年の地元説明会が、コロナの影響で12月頃に説明会が、概略設計にな

りますけど、ずれ込みまして、その説明会を受けまして、現在、実施設計を行っている途中でご

ざいまして、新型コロナウイルスの感染拡大による影響に伴い、事業説明会の開催が延期された

ことや、現地精査などで測量設計業務の追加が生じるなどして、設計に現在、不測の日数を要し

ているため延長しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 齊藤都市計画課長。 

○都市計画課長（齊藤計介君） 都市計画課、齊藤でございます。11番野田議員の御質問にお答

えいたします。 

 令和３年度の事故繰越し予算、潮井公園整備の１億441万2,438円につきましては、昨年度、潮

井公園の四賢婦人館南側の多目的広場に大型の複合施設遊具を設置するために、プロポーザルを

行って、現在、製作を行っているところです。また、製作した遊具を設置するのに伴い、多目的

広場の造成工事を発注し、現在契約し、整備を進めているところでございますが、令和３年度に
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おきまして、こちらもコロナの関係がございまして、そういった遊具の製作に伴う多目的広場の

レイアウトだったり、そういったものを熊本大学のほうに、整備に伴う支援業務においてアドバ

イスをいただいているところです。そういった関係機関の協議というものが、コロナ禍の影響に

よりましてなかなかできなかったことに伴いまして、この予算につきましては事故繰越しとなっ

たものです。 

 現在、製作を進めている遊具につきましては秋頃に設置を完了しておりまして、多目的広場の

造成につきましても梅雨明けには整備のほうが終わる予定となっております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 野田議員。 

○11番（野田祐士君） １回目の御説明ありがとうございました。 

 みんなの家移設事業が５月19日で完了したということでよろしかったですかね。ありがとうご

ざいました。 

 それと、道路橋梁費の潮井公園道路事業のほうは、現在実施設計中ということですかね。これ

は、すいません、１億2,236万5,000円となっておりますけれども、これは工事込みの金額になる

と思うんですけれども、それはいつまでに終わるような形なのかを教えてください。 

 それと、最後の潮井自然公園整備費については、これは事故繰越しということで後がないとい

うことなんですけれども、６月中に大体めどがついたということでよろしいんですか。 

 （「契約は済んでおりまして、今、整備のほうを進めております。造成工事のほうはですね。」

と呼ぶ者あり） 

 すいません、今の回答についても質問として回答のほうをよろしくお願いします。 

 それと、これは全額、今年度に完了できるということなのかについても教えてください。以上

です。 

○議長（稲田忠則君） 村上建設課長。 

○建設課長（村上康幸君） 野田議員の２回目の御質問にお答えいたします。 

 潮井公園道路改良事業の１億2,236万5,000円の繰越につきましては、現在のところ測量設計費

のみでございます。以上でございます。 

 追加いたします。もちろん、今年度中には、測量設計をできるだけ早い時期に完成を行い、工

事に着手する予定でございます。 

○議長（稲田忠則君） 齊藤都市計画課長。 

○都市計画課長（齊藤計介君） 都市計画課、齊藤です。11番野田議員の２回目の御質問にお答

えいたします。 

 契約のほうは、多目的広場の造成工事及び複合大型遊具の製作費で契約を行っております。大

型遊具が、コロナ禍の影響もありまして秋頃の製作完了という報告を受けております。多目的広

場の造成工事につきましては、今、整備を行っておりまして、今の進捗でいきますと梅雨明け７

月末か８月ぐらいには整備が完了する予定で進めております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 野田議員。 

○11番（野田祐士君） ２回目の御回答ありがとうございました。 
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 ３回目、最後に１点だけ。潮井公園線道路改良事業のほうの１億2,000万円について、実施設

計のみということでしたけれども、これの延長と、これは用地補償の分も込みなのか、金額的な

内容の説明を最後にしていただければ助かります。よろしくお願いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 村上建設課長。 

○建設課長（村上康幸君） 野田議員の３回目の御質問にお答えいたします。 

 こちらのほうは約２キロの延長となっております。こちらのほうは実施設計及び用地測量も含

んでおるところでございます。 

 あと、具体的な補償等はこの中には入っておりません。あくまで調査費用のみでございます。

以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） ほかに質疑はありませんか。 

         （なし） 

○議長（稲田忠則君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

報告第３号「令和３年度益城町一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について」を終わります。 

                                            

 日程第６ 報告第４号 令和３年度益城町下水道事業会計予算建設改良費の繰越額の報告につ

いて 

○議長（稲田忠則君） 日程第６、報告第４号「令和３年度益城町下水道事業会計予算建設改良

費の繰越額の報告について」を議題とします。 

 提出者の報告を行います。 

 西村町長。 

○町長（西村博則君） 報告第４号、令和３年度益城町下水道事業会計予算建設改良費の繰越額

の報告について、地方公営企業法第26条第３項の規定により御報告をします。 

 繰越計算書を御覧ください。 

 41款下水道事業資本的支出、１項建設改良費、新設事業及び改良事業、翌年度繰越額14億

6,417万1,422円となっております。財源内訳は記載のとおりです。 

 繰越理由につきましては、他事業との調整に不測の日数を要したことなどによるものです。 

 以上が報告第４号となります。 

○議長（稲田忠則君） 報告第４号の説明が終わりました。 

 これより、報告第４号に対する質疑を許します。質疑はありませんか。 

         （なし） 

○議長（稲田忠則君） 質疑なしと認めます。 

 報告第４号「令和３年度益城町下水道事業会計予算建設改良費の繰越額の報告について」を終

わります。 

                                            

 日程第７ 報告第５号 令和３年度益城町水道事業会計予算建設改良費の繰越額の報告につい

て 
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○議長（稲田忠則君） 日程第７、報告第５号「令和３年度益城町水道事業会計予算建設改良費

の繰越額の報告について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 西村町長。 

○町長（西村博則君） 報告第５号、令和３年度益城町水道事業会計予算建設改良費の繰越額の

報告について、地方公営企業法第26条第３項の規定により御報告します。 

 繰越計算書を御覧ください。 

 41款資本的支出１項建設改良費、拡張事業を含む３事業につきまして、翌年度繰越額１億

4,359万4,700円となっております。財源内訳は記載のとおりです。 

 繰越理由としましては、他事業との調整に不測の日数を要したことなどによるものです。 

 以上が報告第５号となります。 

○議長（稲田忠則君） 報告第５号の説明が終わりました。 

 これより報告第５号に対する質疑を許します。質疑はありませんか。 

         （なし） 

○議長（稲田忠則君） 質疑なしと認めます。 

 報告第５号「令和３年度益城町水道事業会計予算建設改良費の繰越額の報告について」を終わ

ります。 

                                            

 日程第８ 報告第６号 益城町土地開発公社の経営状況の報告について 

○議長（稲田忠則君） 日程第８、報告第６号「益城町土地開発公社の経営状況の報告について」

を議題とします。 

 提出者の報告を求めます。 

 西村町長。 

○町長（西村博則君） 報告第６号、益城町土地開発公社の経営状況の報告について御説明申し

上げます。 

 まず、決算書の２ページをお開きください。 

 令和３年度決算で、収益的収入の１款事業収益は土地区画整理事業地内用地売却収益、２款事

業外収益は預金利息及び用地売却に係る借入れ利息、収入印紙などでございます。 

 ３ページを御覧ください。 

 収益的支出、１款事業原価は用地売却原価、２款販売費及び一般管理費は理事会開催時の人件

費及び調整用地売却のための従前地分筆登記申請書作成業務委託など、３款事業外費用は長期借

入金の支払い利息になります。 

 ５ページをお開きください。 

 資本的収入の長期借入金が２億688万円。６ページの資本的支出、公有用地取得費が１億4,306

万2,915円で、９か所の用地を取得したもの、長期借入金償還金は3,195万円で、用地売却収入で

借入金を返済したものになります。 
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 ８ページをお開きください。 

 令和３年度の損益計算書になります。令和３年度の経常利益、純利益ともマイナス260万7,606

円となっております。 

 ９ページから10ページには令和３年度の貸借対照表、11ページはキャッシュフロー計算書にな

ります。 

 次に、12ページをお開きください。 

 ４の財産目録といたしまして、令和４年３月31日現在の資産は流動資産で、現金預金が１億

4,607万3,256円、公有用地が４億17万2,433円、固定資産といたしまして、投資その他の資金が

出資金で550万円、資産の部の合計が５億5,174万5,689円となります。 

 続いて13ページを御覧ください。 

 負債の部の固定資産、長期借入金が４億4,126万1,544円、負債の部合計は同額、差引き正味財

産は１億1,048万4,145円となります。 

 14ページから22ページには、附属明細表及び監査意見書を添付しておりますので、御覧いただ

きたいと思います。 

 次に、予算書になります。予算書の２ページをお開きください。 

 令和４年度、益城町土地開発公社予算になります。 

 第２条では収益的収入及び支出を定め、収入合計7,105万2,000円、支出合計7,485万8,000円と

なります。なお、収益的収入が収益的支出に不足する額380万6,000円は、過年度分損益勘定留保

資金で補填することといたします。 

 第３条では資本的収入及び支出を定め、収入合計8,985万2,000円、支出合計１億5,188万2,000

円となります。なお、資本的収入が資本的支出に不足する額6,203万円は、過年度分損益勘定留

保資金で補填することといたします。 

 第４条では、債務負担行為で都市計画道路の第２南北線代行買収の期間、限度額を定めていま

す。 

 第５条では長期借入金の限度額について、第６条では予算の流用について、第７条では予算の

弾力運用について定めております。 

 詳細につきましては、３ページから７ページの予算に関する説明書に載せておりますので、御

覧ください。 

 ８ページからは、令和４年度の予定貸借対照表を掲載しております。 

 以上が、報告第６号となります。 

○議長（稲田忠則君） 報告第６号の説明が終わりました。 

 これより、報告第６号に対する質疑を許します。質疑はありませんか。 

 12番、宮﨑委員。 

○12番（宮﨑金次君） おはようございます。12番宮﨑です。 

 報告第６号、益城町土地開発公社の経営状況報告について、２点質問したいと思います。 

 まず、１点目は５ページです。決算の中で資本的収入２億688万円と、次の６ページの資本的
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支出、決算で１億7,501万2,915円、それから、その隣に不用額というのがございます。１億

8,793万円9,085円。この一連の流れについて関係がよく分かりませんので、もう１回ここの関係

を説明していただきたいと思います。 

 もう一度言います。５ページの資本的収入の決算と、６ページの資本的支出、それの決算及び

不用額との関係についてが１問目です。 

 ２問目は、17ページに長期借入金４億4,126万1,544円という数字が上がっております。この長

期借入金は、今、うちの町としては、幾ら、どういう形で残っているのか。どこまで使ってどう

いうふうになっているのか。多分今まで説明されたと思うんですけど、ちょっとよく分かりませ

んでしたので、もう１回整理をして教えていただければありがたいと思います。 

 一応２点だけよろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 山内企画財政課長。 

○企画財政課長（山内裕文君） おはようございます。企画財政課の山内です。12番宮﨑議員の

御質問にお答えいたします。 

 報告第６号です。土地開発公社の決算状況の報告ですけど、５ページになります。 

 資本的収入の決算額２億688万円、それから、次のページの資本的支出の不用額との関係はど

うなっているのかというところの御質問がお一つ。それから、17ページに借入れ残高が４億

4,000万円程度あるが、これは幾ら残っているのかという御質問だったかと思います。 

 まず、最初の５ページのほうの質問ですけれども、借入れの２億688万円につきましては、土

地区画整理事業、それから、ウォーカブル事業での借入れとなっております。ウォーカブル事業

につきましては町からの貸付けということで9,000万円の貸付けを受けておりまして、２億600万

円から9,000万を引いた残りが土地区画整理事業での借入れということになりますので、１億

2,000万円程度の借入れを区画整理事業でやっているような状況です。 

 次のページの６ページのほうの支出１億7,500万円の内訳につきましては、公有用地の取得費

が１億4,300万円程度の決算額になっておりますけれども、そちらのほうは木山の土地区画整理

事業、それから、ウォーカブル関係の決算額となっております。 

 ウォーカブルの関係につきましては、200平米以上は公有地の拡大の関係で税控除が受けられ

ることになっておりますけれども、土地が狭くて公社の場合には税控除が受けられる見込みがな

いということで、不用額として少し残っているウォーカブルの部分と、土地区画整理事業のほう

も予定していた跡地が買えなくて不用額として残っていると。そのウォーカブルの分と区画整理

の分とを合わせた１億8,000万円程度が不用額として残ったということになります。決算額のほ

うもウォーカブルの分と土地区画整理事業の分です。すいません、内訳まで細かな数字は持って

おりませんが、一応そういうことでございます。 

 それから、17ページのほうの長期借入れの明細表で、期末の残高４億4,126万1,544円の金額に

つきましては、令和３年度末の借り入れた金額の残高が４億4,000万円ということになりますの

で、全て今の土地区画整理事業につきましては銀行からの借入、ウォーカブルにつきましては町

から9,000万円の貸付けを受けているところです。合わせて４億4,126万1,544円の残高として残
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っているという形になります。以上です。 

○議長（稲田忠則君） 宮﨑議員。 

○12番（宮﨑金次君） 今、１回目の答弁をお聞きして、半分は分かったんですけど半分は分か

りづらかったなというふうに思います。 

 まず、１番目の質問でありますけれども、５～６ページのところの関係性、特に今答えていた

だけなかったのは不用額の話です。不用額というのは、当初予算の中に入れて借りる体制にしと

って使わなかったらその額が残ったと。その不用額そのものは現金で残っているのか、銀行さん

のところに入ったままで残っているのか、ここら辺りを明らかにしてお答えしていただければと

いうふうに思います。 

 それから、２番目の長期借入金の話ですけども、これについては、今のお答えによると、決算

の残額というお話なんですけども、これも、全部の金がまだ残っているという話なのか、いや、

決算で使ったところにはちゃんと行ってるからという話なのか。要は17ページの期末残高という

のがどういう意味なのか。要は、本来は、期末といったら大体いろんなやつが終わった後に残っ

たのが期末残高だろうと思うんですけども、まだ当初借り入れた金額がそのままここに書かれて

いるのかどうか、これだけ教えてください。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 山内企画財政課長。 

○企画財政課長（山内裕文君） 企画財政課の山内です。12番宮﨑議員の２回目の御質問にお答

えいたします。 

 まず、５ページです。不用額というのは借入れをしているのかというふうな御質問だったかと

思います。６ページに１億8,600万円という不用額がありますけれども、ウォーカブル事業につ

きましては、町からの貸付け9,000万円、全て貸付けを受けておりますので、9,000万円のうち購

入したもの以外の分については、土地開発公社の預金の中に現金として残っているところです。

それから、区画整理事業のほうは、契約してお支払いする分のみ借入れをしておりますので、銀

行から借り入れた分が公社の中に現金として残っているということはございません。 

 次に、17ページのほうの長期借入れの明細の期末の残高につきましても、先ほどと同じ内容で

銀行から借り入れたものは全て地権者の方にお支払いしておりますので、土地開発公社の現金と

して今持っているものはないところです。ウォーカブル事業につきましては、土地開発公社で購

入したものについてお支払いをさせていただいておりますが、9,000万円分全ては支払っており

ませんので、一部、土地開発公社の中に預金として残っているという状況です。以上です。 

○議長（稲田忠則君） ほかに質疑はありませんか。 

 11番野田議員。 

○11番（野田祐士君） 11番野田です。お尋ねします。 

 財務諸表の中の16ページに公有用地明細表というのがあるんですけれども、一番上に主要地方

道熊本益城大津線残地残高が、面積的に2,563平米、金額は413万8,414円、期末残高も同じにな

っておりますけれども、これについてちょっと教えてください。 
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○議長（稲田忠則君） 山内企画財政課長。 

○企画財政課長（山内裕文君） 企画財政課、山内です。11番野田議員の御質問にお答えいたし

ます。 

 16ページです。公有用地の明細表で、主要地方道の熊本益城大津線、残地と二つの資金区分に

分けておりまして、一番上の熊本益城大津線の残地につきましての内容はという御質問ですけれ

ども、こちらのほうは以前から土地開発公社で所有しているものでありまして、熊本益城大津線

の整備をするときに購入した土地が今残っていて、農地とか雑種地等として、今、土地開発公社

が所有しています。以上です。 

○議長（稲田忠則君） 野田議員。 

○11番（野田祐士君） ありがとうございました。あと一つ、それについての質問なんですけれ

ども、この残地の活用というのは物ができてからになるんでしょうか。このままの状態でそのま

ま残しておくことになるんでしょうか。活用法とかが決まっていれば教えていただきたいと思い

ます。 

○議長（稲田忠則君） 山内企画財政課長。 

○企画財政課長（山内裕文君） 企画財政課の山内です。11番野田議員の２回目の御質問にお答

えいたします。 

 16ページの熊本益城大津線の残地の活用はできないのかという御質問ですけれども、残地のほ

うは、熊本地震前から土地開発公社をどうするか、この辺の所有土地につきましても処分をして

解散を進めようかということも検討したところです。 

 残地としては、農地の部分につきましては、多少、鉄塔とかが建ってる部分がありますけれど

も、販売しようと思えば、農地として買っていただく方がおられれば、売却はできると思います

けれども、その他の雑種地のところにつきましては、なかなか活用が難しいような場所になって

いますので、その他の用地として活用するのは少し難しい状況にあろうかと思います。そのため

になかなか解散が進まなかったところもあります。以上です。 

○議長（稲田忠則君） ほかに質疑はありませんか。 

         （なし） 

○議長（稲田忠則君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 報告第６号「益城町土地開発公社の経営状況の報告について」を終わります。 

 ここで暫時休憩いたします。11時15分から再開します。 

                                            

休憩 午前11時04分 

再開 午前11時15分 

                                            

○議長（稲田忠則君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

                                            

 日程第９ 議案第34号 令和４年度益城町産業団地特別会計予算 
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 日程第10 議案第35号 令和４年度益城町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第11 議案第36号 令和４年度益城町下水道事業会計補正予算（第１号） 

 日程第12 議案第37号 益城町子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

 日程第13 議案第38号 益城町特別会計設置条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第14 議案第39号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について 

 日程第15 議案第40号 町道の路線廃止について 

 日程第16 議案第41号 町道の路線認定について 

 日程第17 議案第42号 工事請負契約の締結について 

○議長（稲田忠則君） お諮りいたします。 

 日程第９、議案第34号「令和４年度益城町産業団地特別会計予算」から、日程第17、議案第42

号「工事請負契約の締結について」までの９議案を一括議題としたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

         （異議なしの声あり） 

○議長（稲田忠則君） 異議なしと認めます。 

 したがって、日程第９、議案第34号「令和４年度益城町産業団地特別会計予算」から、日程第

17、議案第42号「工事請負契約の締結について」までの９議案を一括議題とします。 

提出者の説明を求めます。 

 西村町長。 

○町長（西村博則君） 議案第34号、令和４年度益城町産業団地特別会計予算について御説明申

し上げます。 

 産業団地の整備につきましては、これまで適地調査や基本設計などに取り組んできたところで

すが、これからは用地交渉を進めてまいります。今後の産業団地整備を円滑に進めるため、整備

に係る費用の一元化を図ることとし、特別会計での予算を計上しております。 

 歳入歳出予算では210万円、債務負担行為に産業団地用地購入費として、令和５年度までの期

間で９億4,550万円の限度額を定めています。 

 次に、議案第35号、令和４年度益城町一般会計補正予算（第２号）について御説明申し上げま

す。 

 一般会計補正予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算の補正につきましては、第１条で歳入歳出それぞれ５億7,092万1,000円を追加し、

総額を217億9,266万8,000円としています。 

 また、第２条で債務負担行為の補正、第３条で地方債の補正をしております。 

 ４月に執行された町長選挙の関係で、肉付けの補正予算となります。先ほどの所信表明で申し

上げましたとおり、熊本地震からの復旧復興、そして、子どもたちが夢や希望が持てる、将来を

見据えた取組を加速させなければならないと考えています。 

 このため、今回の補正予算では、住宅の開発を促進するための新たな事業や、投資的経費の単
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独事業及び新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した事業などを計上してい

るところです。 

 主な補正としましては、ＴＳＭＣの進出などにより住宅の需要が増加すると見越して、住宅開

発を進める事業者を支援するための二つの補助事業と、危険家屋の解体を推進するための補助事

業の創設、また、子ども医療費助成を18歳まで拡大するための増額、その他、国のコロナ禍にお

ける総合緊急対策におきまして、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金などが主なものと

なっております。 

 次に、議案第36号、下水道事業会計補正予算（第１号）につきましては、収益的収入及び支出

の補正でそれぞれ252万3,000円の増額補正をしております。詳細につきましては、企画財政課長

から説明をさせますので、よろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 山内企画財政課長。 

○企画財政課長（山内裕文君） 企画財政課、山内です。議案第34号から36号までの予算関係に

ついて説明をさせていただきます。 

 まず、議案第34号です。 

 令和４年度益城町産業団地特別会計の予算書、１ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条の歳入歳出予算で、歳入歳出をそれぞれ210万円としております。 

 第２条では債務負担行為の設定をしております。 

 ４ページを開けていただきたいと思います。 

 第２表で債務負担行為の分ですが、産業団地用地の購入、令和５年度までで９億4,550万円の

限度額としております。41名の地権者の方々がおられまして、用地がまとまれば来年度、歳入歳

出予算に計上してお支払いをしていく形になろうかと思います。 

 議案第34号につきましては、以上です。 

 次に、議案第35号です。 

 令和４年度益城町一般会計補正予算書の１ページを開けていただきたいと思います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正で、歳入歳出それぞれ５億7,092万1,000円を追加しまして、歳入

歳出それぞれ217億9,266万8,000円としております。 

 第２条では債務負担行為、それから、第３条で地方債の補正をしております。 

 ５ページをお願いいたします。 

 第２表の債務負担行為です。債務負担行為の補正で６件の追加をしております。 

 新庁舎の什器の備品の整備事業、机、椅子、キャビネット等の分の事業、それから、新庁舎へ

の移転の業務、複合施設の造成、集落部宅地開発支援事業としまして新規事業で、飯野、福田、

津森地区の開発事業者向けの補助金の分としての期間と限度額の設定、それから、地区計画の環

境整備支援事業、文化財の本調査の費用に対する補助事業を債務負担行為で設定しております。

それから、文化会館の指定管理業務につきまして記載をしておりまして、期間、限度額につきま

しては記載のとおりでございます。 

 それから、６ページをお願いいたします。第３表で地方債の補正です。追加が10件、変更３件
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の補正をしております。 

 追加のほうでは、複合施設の造成事業債。それから、益城西原消防署の改修事業債につきまし

ては、空調改修の事業に対するもの。保育所の車両購入費の事業の分は３台の保育所の車両の購

入費。保育所の施設整備事業債は、第１、第２保育所の長寿命化の設計に対する財源。町道整備

事業債。それから防犯灯の整備事業債。中学校施設整備事業債のほうは木山中学校の駐車場の整

備に対するもの。教育委員会の車両購入の事業債は生涯学習課のもの。津森グラウンドのＬＥＤ

化。公立学校施設整備施設の災害復旧事業債につきましては、益城中学校の駐車場の農地復旧の

財源とするもので、限度額、起債の方法、利率、償還方法につきましては記載のとおりです。 

 次に、７ページの変更です。 

 緊急防災減災事業債は消防団のポンプ購入の財源に充てるもので、補正前が１億2,550万円か

ら660万円の増額をしております。 

 二つ目が防犯灯の整備事業債で、小池竜田線の防犯灯の整備事業の財源とするものを250万円

から5,580万円を増額しております。 

 小学校施設整備事業債については、広安小学校のトイレ改修のための設計、それから、パソコ

ン教室の改修費の財源とするもので、1,160万円から960万円の増額をしているところです。 

 次に、10ページをお願いいたします。歳入予算になります。国庫支出金で総務費の国庫補助金

です。 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金8,084万3,000円の増額をしておりまして、

令和３年度に示された上限額が１億6,790万8,000円でございますが、そのうち8,000万円程度を

今回活用して歳出予算のほうで事業化を図っているところです。 

 令和４年度でも、臨時交付金につきましては１億4,000万円程度の上限額が示されております

ので、そちらのほうにつきましても、今後、補正予算等で事業化を図り活用していきたいという

ふうに考えております。 

 民生費国庫補助金につきましては、社会福祉費補助金3,707万9,000円、住民税非課税世帯に対

する臨時特別給付金で国の事業で実施されるものになります。歳出予算のほうに全額事業費のほ

うを計上しております。 

 児童福祉費の補助金につきましては、子育て世帯生活支援特別給付金事業補助金1,780万円で

す。こちらのほうも国の事業で進められているもので、歳出予算のほうに全額を計上させていた

だいております。 

 教育費の国庫補助金につきましては、小学校、中学校のコロナ対策の補助金として415万3,000

円の計上です。 

 県支出金、民生費補助金のほうで放課後児童クラブ整備の補助金は、広安西小学校の児童クラ

ブのエアコンの改修費用に充てるもので、県のほうで３分の１、それから、先ほどの上のほうの

段の民生費の国庫補助金のほうでも同額が計上されておりますが、同じ内容で国のほうも３分の

１の補助があります。 

 11ページ、繰入金は、基金の繰入金１億8,165万円で、三つの基金の繰入れをしております。 
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 23款諸収入の雑入では、デジタル基盤改革支援補助金134万2,000円は、総合行政システムの文

字の統一に伴う補助金で、全額を歳出予算のほうに計上しております。 

 24款町債につきましては、先ほどの第３表のとおりとなります。 

 13ページからが歳出予算になります。 

 まず、議会費です。99万円の増額補正で、タブレット、ペーパーレス議会用のシステム使用料

で増額の計上。 

 ２款総務費、一般管理費のほうでは1,489万8,000円の増額をしております。 

 主なものは11節ＬＩＮＥ機能開発手数料で、質問に対して自動で回答するような機能の充実を

するのに80万円の増額。12節では、新庁舎落成への委託料に330万円。それから、14ページのほ

うでは、にぎわいづくりのイベント業務の委託料50万円の３回分として150万円の計上。17節の

ほうでは、文書管理システムの機器の購入費に292万7,000円の計上をしております。 

 次に、電子計算機運用費は232万円の増額で、12節で基幹系システム、文字統一業務の委託料

は、全額を特定財源で賄っておりまして、外字関係を統一させる事業となっております。17節は

新庁舎のОＡ機器の購入費が97万8,000円の増額です。 

 企画費は2,293万9,000円の増額で、12節のマイナポイント事業支援業務委託料に291万5,000円。

マイナポイントの申請期間の延長に伴いまして、窓口業務分を延長するものです。 

 それから、津森地区の乗り合いタクシー運行実証実験業務委託料に30万円。10月からの６か月

分を予定しております。 

 15ページの一番上は、電子メディアタウンプロモーション委託料1,870万円で、臨時交付金を

活用したものになっております。電子雑誌等でのプロモーションを行って、交流人口、それから

定住人口の促進等につなげるものでございます。 

 それから、防災費は585万5,000円で、感染防護用の消耗品に436万8,000円。こちらのほうも臨

時交付金を活用しているところです。 

 12節は、町ホームページの改修業務の委託料120万3,000円で、防災行政無線との連携のための

改修費用でございます。 

 諸費は8,905万9,000円で、16ページのほうを開けていただきたいと思いますけど、一番上に小

池竜田線の防犯灯の設置工事費5,755万2,000円。それから、新規事業で危険家屋等除却事業補助

金3,000万円で、危険家屋の解体を促進するための補助金、１件300万円の10件分を計上させてい

ただいております。 

 ３款民生費、社会福祉総務費の自宅療養者等買物支援業務委託料70万円は、臨時交付金を活用

したもの。 

 臨時特別給付金事業につきましては3,589万1,000円の増額で、18節は住民税非課税世帯に対す

る臨時特別給付金3,500万円の事業費、それ以外につきましては事務費として計上させていただ

いております。コロナにおいて創設されたもので、１世帯当たり10万円の350世帯分を計上させ

てもらっております。 

 児童福祉総務費は3,687万2,000円の増額になっておりまして、18ページのほうを御覧いただき
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たいと思います。18節のほうで、子育て世帯生活支援臨時特別給付金は1,580万円、１世帯当た

り５万円の316世帯分の計上です。コロナの長期化に伴い低所得の子育て世帯を支援するという

形で、全額国費で賄われております。 

 19節は、子ども医療費の助成金が1,250万円の増額で、10月からの半年を15歳から18歳に拡充

するに当たっての不足分としての増額計上です。 

 児童福祉施設費1,348万4,000円につきましては、12節で町立保育所施設改修設計業務委託料が

第１、第２保育所の長寿命化のための設計費600万円、それから、14節は照明器具のＬＥＤ化の

工事費184万8,000円で、第１第２保育所分になります。 

 17節は庁用車の購入費で、保育所への庁用車の導入で３台分を計上しております。 

 仮設住宅運営費、19ページですけれども、60万9,000円で、地権者の方々への記念品代、それ

から用地の耕起料等を計上しています。 

 ６款の農林水産業費は農地費393万1,000円で、13節のほうでは施設整備の機械の借上料、15節

では資材代を計上しています。 

 20ページをお願いいたします。 

 ７款商工費です。商工業振興費で、営業時間短縮要請協力金の負担金866万9,000円で、臨時交

付金を活用したものになります。県への支払い分で、財源としましては、国が８割、県が１割、

町が１割になっていますので、１割分の計上として866万9,000円を負担金として計上しておりま

す。 

 企業誘致推進費のほうでは、特別会計への繰出金210万円の計上。 

 ８款土木費で、道路維持費は5,300万円で修繕料、それから、13の委託料は、機械借上料、工

事費等の計上になっております。 

 道路新設改良費は2,968万2,000円の計上で、報酬関係では測量技師の方の会計年度任用職員の

報酬関係。12節のほうでは改良業務の委託料で、下陳畑中線の改良として100万円。工事請負費

のほうは広崎田原線が主なものとなっておりまして、2,600万円を計上しております。 

 22ページをお願いいたします。 

 都市計画総務費のほうでは、12節の用途地域の見直し業務の委託料に151万円、下水道事業会

計への繰出金が252万3,000円などで、合わせて548万5,000円の計上です。 

 公園費のほうは、潮井自然公園策定の支援業務の委託料に600万円。秋津川河川公園の防犯灯

設置に356万円等で、合わせて1,039万円。 

 都市再生整備計画の事業費で、16節公有財産購入費2,600万につきましては、文化会館の駐車

場用地の購入費を計上しております。 

 24ページをお願いいたします。 

 住宅管理費のほうでは、パートタイムの会計年度任用職員の報酬関係。 

 ９款消防費は非常備消防費で、総合行政システム改修業務委託料に21万2,000円で、消防団の

管理システムの改修費用になっております。 

 消防施設費は4,752万7,000円の計上で、工事請負費が益城西原消防署の改修工事に3,700万円、
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17節、消防団の小型動力ポンプの購入費は３台分の660万円を計上しております。 

 教育費のほうでは、学校管理費が2,270万1,000円で、12節学校施設整備の設計監理業務の委託

料として750万円で、広安小学校のトイレ改修の設計費用になります。 

 14節は、広安小学校の施設整備費に550万円で、広安小学校のパソコン施設の改修費用です。 

 26ページ、中学校の学校管理費で、14節の木山中施設整備費1,100万円につきましては、中学

校の施設整備になります。 

 27ページは社会教育費の公民館費113万円で、分館のトイレの修繕料で飯野、福田、津森分館

のトイレの洋式化などの修繕費となっています。 

 文化会館の運営費については1,186万9,000円で、修繕料はトイレの修繕など、それから、17節

はプロジェクターの購入費に623万円の購入、合わせて1,100万程度の増額です。 

 その下の集会所の運営費のトイレ修繕につきましても、トイレの洋式化の分としての修繕料に

なります。 

 28ページをお願いいたします。 

 交流情報センター運営費は、電子書籍の利用料に200万円、図書の購入費に300万円等で、臨時

交付金を活用したもので、補正額としましては722万3,000円の増額になります。 

 保健体育総務費は、29ページの一番上のほうで、17節庁用車の購入費236万6,000円が生涯学習

課の庁用車の購入費、18節は、ふるさとづくり施設整備費補助金100万円で、土山地区の運動広

場の整備費になります。 

 体育施設費は5,462万9,000円の増額で、14節工事費の中で、総合運動公園北側の調整池の浚渫

工事に1,163万3,000円、町民グラウンドの外周の排水路の改修に524万6,000円、辻の城運動広場

のトイレ設置に661万3,000円、駐車場の改修で279万円、遊具の改修に419万5,000円、社会体育

施設のトイレの改修が1,600万円で、こちらのほうは洋式化を進めたいというふうに考えていま

す。 

 30ページでは、総合体育館の情報通信回線強化の工事費に400万円。ｅスポーツを進めていき

たいということで、強化費を増額しております。 

 災害復旧費の公立学校施設災害復旧事業に700万円を計上しておりますが、益城中学校の仮設

の駐車場を農地に戻すための工事費になっております。 

 31ページのその他公共施設の6,000万円の増額につきましては、複合施設の造成工事費に6,000

万円の計上をしております。 

 最後に予備費が25万3,000円の増額補正です。 

 議案第35号につきましては、以上になります。 

 次に、議案第36号です。令和４年度益城町下水道事業会計補正予算になります。 

 予算書の１ページを御覧いただきたいと思います。 

 第２条で収益的収入及び支出の補正をしておりまして、収入、支出、それぞれ252万3,000円の

増額補正を予定しております。 

 ３ページを御覧いただきたいと思います。 
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 補正予算１号の実施計画明細書になります。下水道事業の収益、収入になりますが、一般会計

からの補助金で252万3,000円。支出のほうが、安永福富ポンプ場運転支援業務の委託料、２か所

分で252万3,000円の増額補正となっております。 

 議案第36号につきましては以上です。以上で説明を終わります。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 議案第37号、益城町子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条

例の制定について御説明申し上げます。 

 今回提案しました条例改正は、子育てしやすいまちづくりを目指す本町として、子育て支援策

をより一層充実させるため、子ども医療費助成の助成対象年齢を15歳から18歳に拡大するもので

す。本条例は令和４年10月１日から施行し、施行日以降の診療に係る医療費から適用します。 

 議案第38号、益城町特別会計設置条例の一部を改正する条例の制定について御説明申し上げま

す。 

 今回の改正は、産業団地整備事業の推進に伴い産業団地特別会計を新たに設けるため、益城町

特別会計設置条例の一部を改正するものです。町としましては、企業誘致を加速させるため、企

業にとって魅力ある産業用地の確保を図ることとし、昨年度までに適地調査を実施してまいりま

した。その結果を踏まえ、今年度からは用地交渉などに取り組んでまいります。 

 今後、事業を推進するに当たりまして、特別会計を設置し、産業団地の整備から売却に至る費

用を一元的に管理することで、当該事業の円滑な運営と経理の明確化を図るものです。 

 議案第39号、熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について御説明申し上げます。 

 今回の規約の変更は、熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の一つである小国町

外一ヶ町公立病院組合が、令和４年４月１日から小国郷公立病院組合と名称変更したことに伴う

ものです。一部事務組合の規約を変更しようとするときは、地方自治法第290条の規定により、

関係地方自治体の議会の議決を経る必要がありますので、今回議案を提出するものです。 

 議案第40号、町道の路線廃止について御説明申し上げます。 

 今回、町道の路線廃止をするのは、路線番号226のテクノ８号線の１路線です。主要地方道熊

本益城大津線工事に伴い、過年度に設置しました第２空港線を横断する田原農道橋の引渡しに伴

い、終点が変更となるため、路線の廃止を行うものです。 

 議案第41号、町道の路線認定について御説明申し上げます。 

 今回、町道の路線認定をするのは、路線番号226のテクノ８号線をはじめとした３路線です。 

 まず、路線番号226のテクノ８号線につきましては、主要地方道熊本益城大津線工事に伴い、

過年度に設置しました第２空港線を横断する田原農道橋の文書による引渡しができておりません

でしたので、熊本県と協議しました結果、町道認定基準を満たすことから路線の認定を行うもの

です。 

 次に、路線番号434の復興土地区画整備12号線をはじめとした２路線につきましては、益城中

央被災市街地復興土地区画整理事業の仮換地指定に伴い、仮換地指定が終了した土地に面する道

路の路線認定を行うものです。 
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 議案第42号、工事請負契約の締結について御説明申し上げます。 

 飯野小学校屋内運動場外壁、屋根及び屋上防水その他改修工事につきましては、条件付一般競

争入札により実施し、お手元の議案の内容で契約締結を行うとするものでございます。 

 本工事の概要ですが、学校施設の長寿命化を図る老朽化対策として、飯野小学校体育館の改修

工事を行うものです。 

 工事の主な内容としましては、外壁塗装、屋根改修、アリーナ床面の張り替えなどとなります。 

 契約金額は8,773万円で、契約の相手方は、熊本県熊本市東区小山４－９－70番地、住商産業

株式会社でございます。 

 御審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 議案第34号から議案第42号までの説明が終わりました。 

 以上をもちまして、本日の日程を全部終了しました。 

 これにて散会します。 

                                            

散会 午前11時42分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月７日（火曜日） 
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開会・開議 午前10時00分 

○議長（稲田忠則君） 皆さん、おはようございます。定刻に達しましたので、ただいまから本

日の会議を開きます。 

 本日の日程は、皆さんのお手元に配付してありますとおり、昨日、説明を受けました議案の総

括質疑を行います。 

                                            

 日程第１ 総括質疑 

○議長（稲田忠則君） それでは、日程第１、総括質疑を行います。 

 初めに、議案第34号「令和４年度益城町産業団地特別会計予算」から、議案第36号「令和４年

度益城町下水道事業会計補正予算（第１号）」までの３議案について質疑を行います。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

 榮議員。 

○９番（榮 正敏君） おはようございます。９番榮です。 

 議案第35号令和４年度益城町一般会計補正予算書（第２号）中、16ページ、２款総務費１項総

務管理費の中で７目14節小池竜田線防犯灯設置工事費5,755万2,000円、この詳細について、防犯

灯設置場所は小池竜田線のどこからどこまでなのか、それから何基設置するのか、また１基幾ら

ぐらいの工事費を予定しているのか。 

 それから、もう１点、その下の18節負担金補助及び交付金3,000万円、危険家屋等除却事業補

助金、これは危険家屋に対する補助費と思いますけれども、元は私のほうの袴野地区に数軒あり

まして、地震後はもう終わって全部補助金で退去されました。まだ益城地区にこの対象になるよ

うな場所がどこにあったのか。これは多分１軒当たり300万円だったと思いますので、これが

3,000万円ということで10か所分相当があると思いますが、この対象箇所はどこにあるのか。今

後この事業をするような場所が継続してまだあるのか。 

 この点についてお伺いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 岩本危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本武継君） 危機管理課長の岩本でございます。おはようございます。９番

榮議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、16ページ、２款総務費１項総務管理費７目諸費の14節工事請負費で、小池竜田線防犯灯

設置工事費について、大体何基ぐらいを設置予定であるのか、１基当たり幾らぐらいを想定して

いるのか、どの辺について設置を考えているのか、そういった質問だったと認識しております。 

 まず、基数については、これから設計を出す段階で確定はしておりませんが、30基から40基、

場所に応じてはスパン的には30メートルスパンであったり50メートルスパンであったり、そのス
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パンによって本数は変わってくるものと思います。これから設計を行って基数が確定していくこ

とになります。１基当たりの金額につきましては、ソーラーパネル方式蓄電池方式で行う予定に

しております。大体、積算のときには70万円から80万円程度、１基当たりかかるのではなかろう

かというところで見込んでおります。延長につきましては、新しくできた県道、小池竜田線です

かね、それの小池バイパスの東無田入り口付近から小池秋永の小池三差路付近まで、あちらのバ

イパスについて設置を予定しております。 

 続きまして、同じく総務管理費諸費の中の今度は18節危険家屋等除却事業補助金についての質

問だったと思います。そういった危険な建物とかがまだ町内にあるのかというところで御質問が

あったと思います。 

 熊本地震後に、公費解体等で壊れた家というのはある程度除却されていきました。その後、地

震から６年ほどたちまして、まだ公費解体にもなってなかったような、申請がなかったような建

物というのが見受けられるようになっております。今現在、町としても調査を行っております。

区長さんの申出であったり、住民さんからの申出とか、それで調査を行った結果、著しく危険な

建物というのを十数軒確認しております。町内一円でですね。また、今後経年劣化が進んで危険

な住宅になりそうだという住宅もやっぱり十数軒確認されております。通行の支障になるような

住宅もありますし、住民の皆さんの安心・安全を守るために景観上もよろしくないということで、

町としてもどうにかしなければいけないというところで、今回、危険家屋等除却事業補助金とい

うのを創設しまして対応に当たりたいと考えたところです。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 榮議員。 

○９番（榮 正敏君） 今の18節負担金補助及び交付金、危険家屋等についての答弁の中で、私

はてっきり地滑り地区、県が指定した、そこから退去するための補助金と思い込んでおりました

が、それとまた別に景観上、今の答弁のようによろしくないというような、それから、この前の

地震の解体補助金で無償で解体できた、それが取り残されている、そういうところも対象になる

ということを聞きましたので、例えば、この前の地震で解体すべきだった、山の根っこで草に囲

まれて家と判断できず忘れてしまうような家もその対象になってくるかね。危険箇所、見苦しい、

防犯上よろしくない、そういうとも対象になるわけでしょうか。それだけ教えてください。 

○議長（稲田忠則君） 岩本危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本武継君） ９番榮議員の２回目の質問にお答えします。 

 総務管理費の諸費18節の危険家屋等の除却補助金について、地滑り地区にある建物の除却も含

まれるのか、また草に隠れているような家も含まれるのかというところの質問だったと思います。 

 この除却補助金を創設するに当たりまして、土砂災害危険住宅移転促進事業、そちらのほうも

補助金額を設定する上で踏まえてはおります。そういった危険なエリアにある建物で、建物危険

度判定を行って、その基準に合致するようであれば解体補助金を交付するということになります。

ただ単にそこにあるから、そこに対して解体補助金を出すというわけではありません。そういっ

た場合は、土砂災害危険住宅移転促進事業の補助金を使って移転してもらうと。その中にも解体
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費用とかは含まれますから。そちらはそちらの事業のほうで対応するということになります。た

だ、もちろんある程度危険な家屋で基準に合致するようであれば、解体もできることになります。

そういったところは２通りのやり方があるということです。 

 それと、草に隠れてしまったような家、あるかないか分からないような家、これが先ほど申し

上げた景観上非常に好ましくないというところで、そういった家も、ただ単に草に囲まれている

からではなくて、審査を行います。審査を行って、屋根の損傷であったり、壁の損傷であったり、

基礎部分の損傷とか、基準表に基づいて判定を行って、その基準に合致していれば申請に基づい

て補助金を交付するということになります。以上が制度設計の概要となります。 

○議長（稲田忠則君） 榮議員。 

○９番（榮 正敏君） 今の件でもう１点。課長、家屋移動に対しては300万円という、今まで

の危険家屋移動はあったけれども、この3,000万円という金額は300万円掛ける10じゃなくて、家

屋移動だったら300万円だけれども、例えば景観上あれで解体だったら300万円という金額は発生

しないわけですよね。大体を査定して、150万円であれば150万円と。そういう査定が出るわけで

しょ。だけ、300掛ける10じゃないということですね。上限300万円を補助するちゅうわけじゃな

いんですよね。お願いします。 

○議長（稲田忠則君） 岩本危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本武継君） ９番榮議員の３回目の御質問について、上限300万円を必ず交

付するのかだったと思います。 

 あくまでも、業者さんからの見積書を頂きその内容を精査しまして、上限が300万円であって、

100万円で済むとなるならば100万円で交付するということで、あくまでも上限ということになり

ます。予算計上につきましては、あくまでも上限の金額が300万円なものですから、空き家に対

する除却費用については300万円掛ける一応10件分を予算としては計上いたしております。 

○議長（稲田忠則君） ほかに質疑はありませんか。 

 ３番上村議員。 

○３番（上村幸輝君） おはようございます。３番の上村です。議案第35号令和４年度益城町一

般会計補正予算書(第２号)中、２点ほど質問させていただきます。 

 ページが18ページ、３款民生費２項児童福祉費１目児童福祉総務費19節扶助費、ここに子ども

医療費助成金1,250万円が10月からの助成開始ということで上程されております。私も、３年前

に一般質問で、その当時新たに２億円程度増える税収、これを財源にして高校生まで医療費助成

を求めていたこともありまして、今回の予算計上は非常にうれしくありがたいことであります。 

 ただ、このとき、当時高校生までの医療費助成は県内で１市17町が実施していましたが、当町

においては、高校生まで引き上げた場合、熊本県乳幼児医療費助成事業補助金が受けられず単独

費となったり、国保の減額調整措置等、国保運営にも影響があるため、現段階では厳しいという

ことでした。また、増える税収を財源として提案したわけですが、税収について増えた部分につ

いては地方交付税がその分減額されるということで、当時としては厳しいものでした。今回につ
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いては、そういった障壁というのは解消できたんでしょうか。また、財源については、恐らくふ

るさと納税なのかなとは思いますが、そういったところから持ってこられるんでしょうか。それ

と、現在、県内の自治体も足並みをそろえたように高校生まで医療費助成を行うようなんですが、

幾つくらいの自治体が現在実施及び実施予定をしているんでしょうか。以上が１点目です。 

 それと２点目が、27ページ、10款教育費６項社会教育費３目文化会館運営費、この中の12節委

託料、これが指定管理料として59万8,000円計上してあります。文化会館の運営費については当

初予算案で3,983万4,000円計上してあったわけですが、ここで計上してある59万8,000円という

のはどういったものなのか、何かを補塡するためのものなのか、その辺を教えてください。以上

です。 

○議長（稲田忠則君） 吉川こども未来課長。 

○こども未来課長（吉川博文君） おはようございます。こども未来課長の吉川です。３番上村

議員の御質問にお答えします。 

 議案第35号令和４年度益城町一般会計補正予算（第２号）中の18ページ、19節の扶助費、子ど

も医療費助成金のことについてのお尋ねと思います。 

 財源についての御質問と思いますが、財源については、国・県の助成はございませんので一般

財源となります。 

 あと、町村の18歳までの拡大状況ですけれども、県内45市町村中33町村が18歳へ拡大しており

ます。郡内を申しますと、益城町を除いた町は全員拡大しております。それから、近隣の西原村、

大津町、菊陽町においても、18歳まで拡大している状況になります。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 冨永生涯学習課長。 

○生涯学習課長（冨永清徳君） おはようございます。生涯学習課の冨永でございます。３番上

村議員の御質問にお答えいたします。 

 議案第35号、ページが27ページになります、10款６項３目文化会館運営費の12、委託料、指定

管理料の59万8,000円は今回どういった理由で組むのかということでの御質問かと思いますけれ

ども、今回、文化会館に関しましては、今の指定管理の契約が今年の12月までになります。それ

はなぜかと申しますと、文化会館の工事期間がちょっとずれた関係で、今年の12月末までが現在

の契約期間になります。来年の１月から令和10年の３月31日まで、５年３か月を今度文化会館の

指定管理として募集するということで今準備を進めております。その関係で、今回、債務負担行

為で文化会館の業務委託料ということで、来年からの分、令和５年度から令和９年度までの２億

5,655万円を組んでおります。それはあくまでもその５年間の分ですけれども、今年の分、１月

から３月までの分が、委託料の集計で合計しております金額に不足分が出ましたので、その分を

今回補正でするというところで準備を進めております。この委託料は募集をするためには予算を

確保しておかなければなりませんので、今回、募集するための金額ということで進めさせていた

だきたいと思います。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 上村議員。 



 - 30 - 

○３番（上村幸輝君） 分かりました。まず、子ども医療費助成については、一般財源からとい

うことではあったんですけれども、その一般財源についてもどれを当てにしてあるのか。一般財

源でもともとできるんであれば、もっと早くからもできたわけですし、恐らく何か余裕ができた

からそれに取りかかれる、そういう状況なのかなと思いますので、一般財源の何を当てにしてさ

れているのか。この辺を２回目でお願いします。 

 それと併せて、先ほど１回目の質問のほうでやってたんですが、熊本県の乳幼児医療費助成事

業補助金が受けられないとか、あと国保の減額調整措置等国保運営にも影響があるとか、こうい

ったことについてはどうなんですか。それも併せて２回目、お願いします。 

 それとあと、文化会館の委託料については、指定管理の契約のほうがもともと予定していたの

は12月までであったと。債務負担行為で令和５年度からの分は見ているけれども、１月から３月

までの分を見ていない、その分が今回の金額に計上されているということですね。分かりました。 

 でしたら、先ほどの子ども医療費の件について、２回目をお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 山内企画財政課長。 

○企画財政課長（山内裕文君） おはようございます。企画財政課の山内です。３番上村議員の

２回目の質問で、ページが18ページ、子ども医療費の一般財源には何を当てにしているのかの分

についてお答えさせていただきます。 

 一般財源になりますので、当然何をということではありません。一般財源、町税だったり、ふ

るさと納税だったり、いろんなものがいっぱい財源としてありますので、その部分についてはこ

れを一般財源として子ども医療費のほうに充てるんですよということはありませんので、全体的

な一般財源の中でここの部分は対応していくというふうな状況になります。最近では町税も増え

ておりますし、ふるさと納税もある程度皆さんから寄附を頂いているような状況にありますので、

その辺のところを活用していくという状況になろうかと思いますけれども、直接何かを充てると

いうことではないというところです。以上です。 

○議長（稲田忠則君） 冨永生涯学習課長。すいません。いいですか。 

○３番（上村幸輝君） 福祉関係になりますかね。ああ、そうか。子ども、乳幼児。 

○議長（稲田忠則君） あれは、吉川課長ですけど、今、財源の件でしたから、山内企画財政課

長に答弁をしていただきました。 

○３番（上村幸輝君） 国保関係のほうについてはどうなんですか。 

 議長、もういいです。後で、また。 

○議長（稲田忠則君） 後で担当に聞いてください。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ４番下田議員。 

○４番（下田利久雄君） ４番下田です。 

 補正予算のページで19ページ、民生費仮設住宅運営費の中の報償費ですかね。仮設団地記念品

代10万9,000円。今まではなかったような気がしますけれども、地権者に対してお礼みたいなこ
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とがですね。この説明と、その下の仮設団地用地耕起料、実際建っとっとにこれを予算化するか

どうかの件と、それとページが21ページの道路改良委託料で100万円、下陳畑中線ということで

したが、どういうことをされるのかちょっと説明してもらいたいと思います。以上です。 

○議長（稲田忠則君） 中村福祉課審議員。 

○福祉課審議員（中村康広君） おはようございます。福祉課審議員の中村です。４番下田議員

の質問にお答えさせていただきます。 

 まず、議案第35号令和４年度益城町一般会計補正予算書（第２号）の19ページの３、歳出、３

款民生費３項災害救助費２目の仮設住宅運営費報償費、仮設団地地権者記念品代の10万9,000円

につきましては、仮設団地用地として提供していただいておりました地権者に対しまして、令和

３年度中に用地の返還を行い記念品の贈呈を行うものとしておりましたが、小池・島田仮設団地

の復旧工事後に手直しが必要となり、この手直し工事を令和４年度へ繰り越すこととなったため、

令和３年度に記念品の贈呈ができなくなりましたので、令和４年度において記念品の贈呈を行い

たく、今回補正予算として計上させていただいております。 

 もう一つの質問、３、歳出、３款民生費３項災害救助費２目仮設住宅運営費の11節役務費、仮

設団地用地耕起料につきましては、令和３年度、農地復旧後に返還した農地の手直しを行うもの

であります。令和３年度返還後の農地において、３年度末から４年度４月初旬にかけて排水不良

等が発生したため、今後営農再開後に発生した問題等への対応を行うため、今回の補正予算とし

て計上をさせていただいております。以上です。 

○議長（稲田忠則君） 村上建設課長。 

○建設課長（村上康幸君） おはようございます。建設課長の村上です。４番下田議員の御質問

にお答えします。 

 議案第35号令和４年度益城町一般会計補正予算書（第２号）中、ページが21ページ、８款土木

費２項道路橋梁費２目道路新設改良費12節委託料100万円、町道改良業務委託料、この内容につ

いてということでお答えします。こちらのほうは、場所といたしましては、下陳畑中線、行政区

としましては平田下に当たるかと思いますが、高森線から鹿之子というところがあるんですが、

あちらのほうの下陳畑中線にぶつかったところの四つ角の、地元からのこれは要望によります部

分的な改良ということで、計画をしているところでございます。こちらのほうは、現在の予定で

は用地買収を伴う拡幅を行う予定としております。延長としましては約50メーター程度になるか

と思います。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 下田議員。 

○４番（下田利久雄君） １回目の答弁ありがとうございました。 

 このお礼は、じゃあ、４年度以降も続けて。何をしていくわけですか。謝礼３年分はあげんさ

ったでしょうが。木山辺りも全部するっていうことですか。分かりました。 

 下陳畑中線は部分的に、ずっとするわけじゃなかですね。分かりました。ありがとうございま

した。 
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○議長（稲田忠則君） 中村福祉課審議員。 

○福祉課審議員（中村康広君） 下田議員の２回目の質問に対してお答えさせていただきます。 

 仮設団地の記念品を今後、まだ現在あります木山団地も含めて行うのかという御質問だと思い

ますが、木山団地以外の仮設団地の地権者への記念品代として今回は計上させていただいており

ます。まだ、木山団地につきましては、存続がありますので木山団地は返還の後にまたこういっ

た形で記念品の贈呈を今後行っていく計画となっております。 

 ちなみに令和３年度には、民間の地権者以外の安永団地、テクノ仮設団地のほうには、記念品

の贈呈を行っております。以上です。 

○議長（稲田忠則君） ほかに質疑はありませんか。 

 12番宮﨑議員。 

○12番（宮﨑金次君） おはようございます。12番宮﨑です。私のほうから２点、議案第34号と

議案第36号について質問をさせていただきます。 

 まず、議案第34号ですけれども、益城町産業団地特別会計予算の中で４ページの債務負担行為

の産業団地用地購入費９億4,550万円について、その根拠でございますが、説明を受けた中では

9.46ヘクタールの用地買収費と、こういう説明だったと思うんですが、その中で、特に基本計画

を見ますと、第２空港線から100メーター離して用地が確保されております。なぜ100メーター離

したのか。これは、将来商業地か何かに利用しようというお考えなのか。その理由についてお聞

かせください。 

 続いて、２番目の質問は、議案第36号益城町下水道事業会計補正予算書の中の３ページ、実施

計画明細書、支出の部で、一番下の欄にポンプ場費の安永及び福富ポンプ場運転支援業務委託

（２か所）252万3,000円というのが計上されております。この支援業務の内容とこれはポンプ代

のリース料も含んだやつなのかを教えていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 松本産業振興課長。 

○産業振興課長（松本浩治君） おはようございます。産業振興課の松本です。12番宮﨑議員の

御質問にお答えいたします。 

 議案第34号令和４年度産業団地特別会計予算に関連しまして、先日、全員協議会でお配りした

産業団地整備基本計画概要版、こちらで位置が100メーター、第２空港線から離してある、その

理由は何なのかという御質問だったかと思いますけれども、今回、100メーター離しております

のは、今回に限らずいろんな形で開発関係、県との協議あたりを行った中で、第２空港線の景観

や農地の保全、そういった観点から100メーター離してということが今までもございましたので、

今回の計画を用地として設定するに当たっても、今までのそういった交渉・協議等を基に、100

メーター離したところで設定させていただいたということになります。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 吉本下水道課長。 

○下水道課長（吉本秀一君） 下水道課長の吉本です。８番宮﨑議員の御質問にお答えいたしま

す。 
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 まず、一つ目の質問で、運転支援業務委託の内容はどういったものなのかということの御質問

ですが、議案第36号令和４年度益城町下水道事業会計補正予算書（第１号）中の３ページ、実施

計画明細書中、支出、21款１項２目18節委託料の安永及び福富ポンプ場運転支援業務（２か所）

252万3,000円についてお答えいたします。運転支援業務委託の内容とは何かということですけれ

ども、安永・福富ポンプ場が今後稼働また本格的な完成という形で、試験運転を経てした場合に

備え、本格的な運転に備え、ポンプ場運転規則に基づき、大雨などで警戒態勢に入った場合に不

測の事態に備え、ポンプ操作の専門的立場からメーカーより人員を派遣してもらう際の労務費及

び諸費となりまして、昨年度実績を参考に年間８日の２か所、安永・福富ということで、また、

国土交通省の排水ポンプ設備の点検・整備費の積算基準に基づき、保守点検整備を含む委託業務

を今回計上しているところでございます。出水対策につきましては、町民の生命と財産に関する

重要な作業であることを御認識いただき、御理解いただければと考えております。 

 また、二つ目のリース料の中に含んでいるのかということですけれども、こちらにつきまして

は、仮設ポンプのほうの分かと思いますが、今回の予算に計上しておるものは完成した後のポン

プ場の県の業務委託という形になります。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 宮﨑議員。 

○12番（宮﨑金次君） １回目の答弁ありがとうございました。 

 まず、議案第34号についてでありますけれども、今、課長から答弁がありましたのを聞いてお

りますと、農地の保全、景観、その他これまでの経緯というのがあって、町が開発を行うときに

第２空港線から100メーターを、これ自主的に町が判断して下げたと、こういう話なんですかね。

それとも、県とのやり取りの中でそういう100メーターを離そうとしたのか。これだけ、２回目

の質問にお願いします。 

 それから、２番目の議案第36号の話については、ちょっと私が勘違いしとったんですが、仮設

のポンプのことでこの代金が今回計上されたのかなと思ったんですが、実際は、本番用のポンプ

の完成後の試運転とかその他災害が発生したとき、それを使う際に、本来は業務支援とかいう話

があるんだろうけれども、会社にお願いして来ていただくための費用と。こういうお話ですよね。

第２問目については了解をしました。 

 第１問目の34号について、先ほど言いましたように、これは町が自主的にやったのか、それと

も県とのやり取りの中で100メーターが取られたのか、これは、地権者も含めて非常に地元も関

心を持っておりますので、ぜひ答弁をよろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 松本産業振興課長。 

○産業振興課長（松本浩治君） 12番宮﨑議員の２回目の御質問にお答えいたします。 

 今回の産業団地の用地の選定で第２空港線から100メーターを自主的に離して設定したのかと

いう御質問ですけれども、今回、用地を設定するに当たりまして、先ほども申し上げたとおり、

過去の経緯等を踏まえまして、町として自主的に100メーター離したところで設定させていただ

いたということになります。以上でございます。 
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○議長（稲田忠則君） 宮﨑議員。 

○12番（宮﨑金次君） ただいまの答弁だと、過去の経緯という言葉で答弁されましたけれども、

その過去の経緯が何か具体的にあるんだったら教えていただきたいと思います。 

 この第２空港線沿いの、農家の人ももちろんそうなんですけれども町民も大概の人が、特に広

安地区の人は、あの第２空港線沿いをいかにして開発を進めるか、これが非常に益城町の将来を

決すると、こういうふうに考える人も多いんです。災害復興計画の中にも、第２空港線沿いの開

発その他もろもろ一切入れてもらえませんでした。そういう経緯もあって、何とか第２空港線沿

いに少しでも開発の手を入れていくというのが、多分町民の多くの人の願いだろうと思うんです。

ですから、今回の産業団地の開発、これは非常に大きなチャンスと。 

 ですから、ここを益城町が自主的に100メーター離して従来のとおりの既定方針でいくと、全

くそれが既成化事実とされて、ほとんど町は第２空港線沿いの開発ができなくなると。こういう

のも当然考え合わせて町はそうされたのか。それとも、過去に何か痛い目に遭ってそういうふう

にされたのか。これを含めて３回目の質問とします。よろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 松本産業振興課長。 

○産業振興課長（松本浩治君） 12番宮﨑議員の３回目の御質問にお答えいたします。 

 先ほど２回目の答弁で過去の経緯等を踏まえてということで、具体的なものがあったのかどう

かという御質問かと思いますが、以前も、第２空港線の開発といったことで、いろんな民間の事

業者の方とかそういったところからの御相談等もありまして、そういった検討・協議の中で、先

ほど申し上げましたように景観や農地保全といった観点からの100メーターというところがござ

いました。ですから、具体的にここでこういったというのは、今ちょっと出てきませんけれども、

過去にそういったものもありましたし、そういったところを踏まえまして、今回100メーター引

いたところで設定させていただいたということになってまいります。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２番西山議員。 

○２番（西山洋一君） ２番西山です。１点だけ質問させていただきます。 

 議案第35号令和４年度益城町一般会計補正予算書中、ページが23ページ、土木費４項都市計画

費の12項ですかね、都市再生整備計画事業費、これについては、補正額は発生しておりませんけ

れども、財源の内訳、これが、一般財源4,665万円が減額されて特定財源のその他4,665万円とい

うふうに付け替えられております。この付け替えられた理由と特定財源のその他という内容が分

かれば、教えていただきたいと思います。以上です。 

○議長（稲田忠則君） 山内企画財政課長。 

○企画財政課長（山内裕文君） 企画財政課の山内です。２番西山議員の１回目の質問にお答え

いたします。 

 議案第35号、ページが23ページ、土木費の都市再生整備事業費の財源の組替えにつきまして、

その他の財源が増加して一般財源が減額していることについての内容ということですけれども、
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その他につきましては、復興基金のほうを充当させていただいているというところです。都市再

生整備、当初予算では一般財源での対応をしておりましたけれども、補助対象外の部分に対して、

都市再生整備計画につきましては国庫補助事業でやっておりますけれども、補助対象外の部分が

結構大きくなる部分がございますので、補助対象外のところの一般財源相当の半分の額、２分の

１の部分について、復興基金のほうを充当させていただいたと。その分の財源組替えになってい

るというところです。以上です。 

○議長（稲田忠則君） ほかに質疑はありませんか。 

 11番野田議員。 

○11番（野田祐士君） おはようございます。11番野田です。34号と35号について質問をさせて

いただきます。 

 まず、35号のほうから質問をいたします。35号で、すいません、ページから申し上げます。先

ほど同僚議員からも質問がなされた部分で確認をさせてください。16ページ、２款総務費の中の

危険家屋等除却事業補助金3,000万円なんですけれども、先ほどの説明の中で、土砂災害警戒区

域外ということでありました。このレッドゾーンについてはまた別途でもちろん出されておりま

すが、土砂警戒区域外の危険家屋等を除去する場合について、これは申請という言葉も出ました

けれども、個人の財産の解体になります。その辺について、町が予算を出すということについて

の根拠法令というのを教えていただきたいと思います。 

 次に、ページで言わせていただきます。ページ、22ページの土木費都市計画費の中の８－４－

１－12の委託料の中に用途地域見直し業務委託料151万円がありますけれども、これは毎回行わ

れているものなのか、または特に何か出てきたために行うものなのかについて、中身について教

えてください。 

 次に、ページ、30ページの教育費の中で、総合体育館情報通信回線強化工事費、これはｅスポ

ーツ関係ということでございました。ｅスポーツによる通信回線を強化されるということですけ

れども、ほかにｅスポーツについて予算をつけようと思う部分があったら、先に教えておいてい

ただいてよろしいでしょうか。今からｅスポーツは大変人気になっていくと思いますので、通信

回線の強化だけで足るのか、それとも町としてそれ以外に何か特別なものをしようとするのかに

ついて、教えていただけると助かります。 

 それと、34号なんですけれども、今、同僚議員のほうから質問がございまして御回答をいただ

いた件でありますけれども、第２空港線から100メーターを離して今回の益城町産業団地整備を

行おうとする基本計画ということでありますけれども、この景観とか農地保全について、町が自

主的に100メーターを引いたというお話でございました。そして、過去の経緯から、民間から相

談があって引いたということでございますけれども、先ほど同僚議員も言われたとおり、具体的

なものがあったら教えてくれということなので、これは具体的なものを言っていただきたいと。

協議をしてるんですよね、熊本県のほうと。協議をしたときに、その辺の具体的なものの資料と

いうのがあってしかるべきだと思いますので。これは益城町の発展にとって大変重要なもの、も
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ちろん産業団地整備基本計画というのもとっても重要なものになりますし、この第２空港線の整

備についてもとっても重要なものになってきます。もちろん地元のほうも大変興味を持っており

ますので、この具体的なもの、協議したものについて教えてください。以上でよろしくお願いい

たします。 

○議長（稲田忠則君） 岩本危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本武継君） 危機管理課、岩本でございます。11番野田議員の御質問の危険

家屋等除却事業補助金について御説明申し上げます。除却事業補助金について、レッドゾーン、

土砂災害危険区域の件と申請に基づく補助金の交付についての根拠法令はどういったものだった

かというところでよろしいですかね。 

 まず、土砂災害警戒区域については、また別の移転促進事業とか、そちらのほうで対応をする

ことになります。 

 今回、この補助金については、老朽化したり壊れたり、危険な住宅であって空き家に限ります。

空き家に限っておりますけれども、その根拠法令となると、補助金については各市町村独自の判

断になるものですから、根拠法令はございません。ただし、空家等対策の推進に関する特別措置

法というのが平成26年法律第127号に規定されております。その中で、特定空き家であったり危

険住宅関係が規定されておりまして、それに準じまして、空き家の認定であったり、認定された

空き家について補助金を交付するというところで、この計画の補正予算を上げさせていただいて

おります。ちなみに、先ほど300万円が上限ということになりましたけれども、あくまでも補助

金でございますから、申請者負担としまして１割の負担をお願いするということで計画をしてお

ります。以上です。 

○議長（稲田忠則君） 齊藤都市計画課長。 

○都市計画課長（齊藤計介君） 都市計画課長の齊藤です。11番野田議員の一つ目の御質問にお

答えさせていただきます。 

 議案第35号中の８款土木費４項都市計画費１目都市計画総務費の12節委託料の中の用途地域見

直し業務委託の内容について、定期的に行うものなのかという御質問かと思いますが、５年をめ

どに基礎調査というもので市町の実情を調査することとなっておりますが、それに伴って用途地

域の見直しなどを行っております。今回は、益城町都市計画マスタープラン、それから立地適正

化計画の策定を踏まえまして、将来都市構造の見直しに伴い、用途地域の指定基準の設定及び不

適合箇所における用途地域の見直しを行う作業となっております。 

 この業務につきましては、令和３年度から作業を行っておりまして、最終的には今年度、住民

説明会それから都市計画審議会を経て都市計画決定をする予定としております。昨年度中に本来

都市計画審議会まで行う予定としておりましたけれども、立地適正化計画の策定が３月末になっ

たことに伴いまして、昨年度の業務においては、住民説明会とその都市計画審議会に諮問する費

用を減額しております。それに伴いまして、今年度の予算につきましては、住民説明会、それか

ら都市計画審議会に係る費用について計上させていただいております。以上でございます。 
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○議長（稲田忠則君） 冨永生涯学習課長。 

○生涯学習課長（冨永清徳君） 生涯学習課の冨永でございます。11番野田議員の御質問にお答

えいたします。 

 議案第35号、ページが30ページになります、10款７項２目の14、工事請負費の総合体育館の情

報通信回線強化工事費ということで400万円を今回計上させていただいております。こちらに関

しましては、企業版ふるさと納税を活用いたしましてｅスポーツ関係の通信の強化というところ

で、総合体育館の多目的室、それから大会役員室、控室１及び２の情報通信の強化というところ

で計上いたしております。今回は、ｅスポーツのほうを活用するために整備するものですけれど

も、今後の予算については、今のところはまだ計上の予定がありませんので、検討していきなが

ら予算に計上して進めていきたいと思っております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 松本産業振興課長。 

○産業振興課長（松本浩治君） 産業振興課、松本です。11番野田議員の御質問にお答えいたし

ます。 

 議案第34号令和４年度産業団地特別会計予算書に関連しまして、100メーターに関する具体的

なものがあればという御質問ですけれども、現在手元にそういった資料がございませんので、こ

れにつきましては改めて委員会のときに報告させていただきたいと思います。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 野田議員。 

○11番（野田祐士君） ２回目になります。 

 まず、危険家屋等除却事業補助金については、補助金で行うもので１割は負担していただくと

いうお話でした。ここで、先ほどこれは申請に基づいてということだったんですけれども、空き

家対策の部分というので、申請というのはどういう相対関係になりますでしょうか。空き家にな

っているんで申請が上がらない場合とかもあるとは思うんですけれども、その辺の相対関係につ

いて再度、すいません、教えていただきたいと思います。 

 それから、用途地域の見直し業務については理解できました。ありがとうございました。 

 それと、ｅスポーツについても、通信強化ということで、今後についてはまだ未定ということ

でございますので、ぜひ、いろんなことで益城町も乗り遅れないような予算づけというものをお

願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 それと、益城町産業団地の基本計画、これ、委員会でもちろんやってもいいんですけれども、

とても重要な部分だと思うんですよね。今言われましたように、第２空港線を挟んで100メータ

ーの地権者の方々は畑をつくって、その裏に産業団地ができるというふうに形的にはなると思う

んですけれども、この第２空港線と産業団地に囲まれたといいますか、間に挟まった地権者の方

への説明等はどうされるのか。これについては、課長からの答弁でも結構ですけれども、町長、

産業団地基本計画自体は私はすばらしいものだと思っておりますので、後は第２空港線との関連

だけを、よければ町長のほうからもどのような考えかを教えていただくと助かります。まず、課

長からよろしくお願いいたします。 
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○議長（稲田忠則君） 岩本危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本武継君） 11番野田議員の２回目の御質問にお答えします。 

 危険家屋等の除却に関する補助金について、申請に基づくと。誰が申請するのかというところ

の御質問だったと思います。 

 補助金の申請者については、家屋等建物の所有者であったり、土地所有者ということになりま

す。というのが、建物の登記が済んでいれば建物所有者というのが確定できます。ところが、未

登記物件等もあるものですから、土地の所有者の申請に基づいてもこの補助金の交付を行いたい

と考えております。 

 今後につきましては、この予算可決後、今準備している段階ですけれども補助金交付要綱も整

備しまして、広報紙とか町のホームページとかで住民の皆様にお知らせしていきたいと。また、

先日の新規嘱託員会議のときにも、嘱託員様から、こういった建物が域内に結構あるからという

ところで御質問も受けてたものですから、行政区嘱託員さんあたりにも、こういった補助金制度

ができましたよということで周知を図っていきたいと考えております。以上です。 

○議長（稲田忠則君） 松本産業振興課長。 

○産業振興課長（松本浩治君） 産業振興課、松本です。11番野田議員の２回目の御質問にお答

えいたします。 

 今回の御質問の趣旨は、第２空港線の産業団地予定地と第２空港線の間に挟まれた農地を所有

された方に関しての説明等をどのようにされていくのかという御質問だったかと思います。 

 今回、この予算書、あるいは別途条例等提案させていただいておりますけれども、そちらのほ

うが可決いただければ、その後、用地交渉等に入っていくということになりますけれども、今御

質問のあった農家の方への説明等についても、今後どのような形でやっていくのか、するのかし

ないのか、あるいはするとすればどういうふうにやっていくのかというのを、この後考えていき

たいと思っておりますので、現段階でどのようにというのは今のところまだ考えていないといっ

たところになります。今後検討させていただくということになります。以上でございます。 

○11番（野田祐士君） 町長は。言わない。いいですか、町長は。 

○議長（稲田忠則君） 野田議員。 

○11番（野田祐士君） 町長はいいみたいですので、また、じゃいいですよ。 

 すいません、何回でも。危険家屋の場合、申請をしなかったらしないことになるということで

すよね。心配してるのが、建物がある場合と建物を取り壊した場合の税金ですよね。固定資産税

にだいぶん差が出ると思うとですよね。だけん、あったほうが税金は安いと、更地になると税金

が上がりますよというところあたりで、されない人も結構おるんじゃないだろうかと思いますの

で、その辺の判断が、申請がないとできないというのであればどうなのかなと思いましたもので

すから、質問をさせていただいたところです。申請がなければしないということであれば、その

辺の部分があるのかなと思いました。 

 それとすいません、一つだけ質問するのを忘れてたものがありまして、申し訳ない。いいです
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かね、別途で。そのすぐ上の小池竜田線の防犯灯設置というのも質問されたんですけれども、１

基当たり70～80万円ということで、上を取って80万円ということでいいんですけれども、30基～

40基ということで、これも上を取って40基と。これ、40基掛ける80万円で3,200万円なんですよ

ね。消費税も込んで3,500万円ぐらいなんですけれども、この予算計上が5,700万円と。要するに

1.8倍、約２倍近くになっとっとですけれども、これってなぜだろうかというのの単純な数字の

話なんですけれども、併せて御回答をお願いいたします。 

 それと、34号についてなんですけれども、住民説明会をどのような形でなさるかというのがま

だ決まってないということだったんですけれども、用地買収については、土地を持っておられる

地権者なので説明するのは当然のことと。用買の話でされるんだろうと思いますけれども、この

間の人たちですよね。間とか第２空港線から100メーターの土地を持っておられる地権者、この

人たちには説明をしないと納得していただけないと思いますので、最後の質問になりますけれど

も、これはぜひ、その間の人たち、要するに産業団地と第２空港線の間の人たちにもきちんとし

た説明をしていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（稲田忠則君） 岩本危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本武継君） 11番野田議員の３回目の御質問にお答えいたします。 

 まず、危険家屋等の除却補助金についてですけれども、税金問題で、あくまでも申請に基づい

ての補助金交付となります。熊本地震後の公費解体でも、議員がおっしゃるとおり、更地にして

しまうと税金の住宅軽減というのが外れてしまって高くなってしまうというところで、あえて公

費解体を望まれなかったということも、ちらほら聞いてはおります。ただ、あくまでも今回につ

いては除却費用に係る補助金なものですから、申請に基づくということで、申請されなかった場

合にこちらのほうから行政代執行みたいに危険家屋を除却するということは考えておりません。

あくまでも申請に基づくものということで考えております。 

 それと、２款総務費１項総務管理費７目諸費の14節工事請負費、小池竜田線の建設費用の積算

についてですけれども、さっきの１基当たり70万円～80万円、これはあくまでも製品単価になり

ます。製品単価で、これにはこの後土工費用とかそういったものが入ってきて、それに諸経費と

かを積算すると、今現在計上しているような積算金額になるということで御理解いただければと

思います。終わります。 

○議長（稲田忠則君） 松本産業振興課長。 

○産業振興課長（松本浩治君） 産業振興課、松本です。11番野田議員の３回目の御質問にお答

えいたします。 

 議案第34号の産業団地特別会計予算に関連しての、今回の予定地と第２空港線の間の農地所有

者の方への説明会についてですけれども、まず御助言いただきありがとうございます。野田議員

の御助言に基づき、今後課内のほうでその辺りも含めて、やるとすればどのような形でやるかな

どを検討させていただきたいと思っております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） ほかに質疑はありませんか。 
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         （なし） 

○議長（稲田忠則君） では、ここで暫時休憩いたします。11時30分から再開します。 

                                            

休憩 午前11時19分 

再開 午前11時30分 

                                            

○議長（稲田忠則君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 15番渡辺議員。 

○15番（渡辺誠男君） 15番渡辺でございます。 

 議案第35号令和４年度益城町一般会計補正予算（第２号）の中の５ページ、債務負担行為補正

でございますが、その中の集落部宅地開発支援事業、地区計画環境整備支援事業、この２点につ

いて御説明を。御説明がありましたがちょっと聞きそびれましたので、詳細な御説明をお願いい

たします。 

 それから、16ページ、危機管理課の岩本課長には本当に申し訳ございませんが、先ほどから再

三同僚議員からの御質問がございますが、１点だけお尋ねしたいと思います。この危険家屋等の

除却事業補助金、これは300万円が上限と申されましたが、例えば申請をする人がいない場合、

それと坪数によっても変動がありますか。その辺をお聞かせ願いたいと思います。以上２点、よ

ろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 山内企画財政課長。 

○企画財政課長（山内裕文君） 企画財政課の山内です。15番渡辺議員の御質問にお答えいたし

ます。 

 議案第35号、ページが５ページ、債務負担行為補正の中の上から四つ目、集落部宅地開発支援

事業、期間のほうが令和６年度までで限度額が3,000万円。この内容についてのお尋ねですので、

説明をさせていただきます。 

 対象地区としましては、集落部になりますので、飯野、福田、津森を予定しております。開発

事業者向けの補助金という形で創設しております。内容につきましては、宅地の１区画が230平

米以上、それから道路の幅員が６メートル以上、それから３区画以上の宅地を整備した場合に補

助金を支給するということになります。補助金の支給の算定につきましては、道路１メートル当

たり４万円を補助金として支給するというふうにしております。また、地区計画により整備をさ

れる場合につきましては、４万円に１万円を上乗せしまして５万円の交付をするというところで

計画しております。以上です。 

○議長（稲田忠則君） 齊藤都市計画課長。 

○都市計画課長（齊藤計介君） 都市計画課長の齊藤です。15番渡辺議員の二つ目の御質問に対

して回答させていただきます。 
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 議案第35号中のページ、先ほどと同じ５ページの中で下から２番目、地区計画環境整備支援事

業、期間令和６年度まで、限度額1,500万円の内容についての御質問かと思いますが、この事業

につきましては、本町においては新住宅エリアなどの各地区において、総合計画に係る民間活力

との連携により新住宅エリアの整備推進を進めております。地区計画を策定し、市街化区域及び

既存集落の縁辺部から適切な開発誘導を図っているところでございます。地区計画の規模としま

しては5,000平米以上になりますが、地区計画策定に伴いまして、区画の道路や調整池の整備な

どの計画におきまして、埋蔵文化財調査などの各地区ごとに開発するコストのばらつきといいま

すか、不均衡を生じまして、宅地の整備の長期化や停滞などが生じている状況でございます。 

 このため、地区計画策定に伴う適切な開発誘導の推進や定住促進を図ることを目的としまして、

開発に要する調査費の負担軽減及び平準等を図るために、この埋蔵文化財調査における必要経費

に対しまして一定の補助を行いたいと思っております。 

 期間につきましては、令和６年までの３年間と考えております。地区計画策定は、これまで取

組から準備、法的手続など約２年間の期間を要しているものが実績として上げられますので、こ

の期間を見込みとして設定させていただいております。 

 内容につきましては、埋蔵文化財調査の面積に応じまして、かかった費用の半分を支援すると。

上限を１計画に対しまして500万円までというところで、約３地区を見込んでおりまして、今回

1,500万円という計上をさせていただいております。説明は以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 岩本危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本武継君） 危機管理課の岩本でございます。15番渡辺議員の御質問にお答

えいたします。 

 議案第35号令和４年度益城町一般会計補正予算書（第２号）中、16ページ、２款総務費１項総

務管理費７目諸費の負担金補助及び交付金の中の危険家屋等除却事業補助金の中で、申請がなか

った場合はどうするのかということと解体費用の積算方法についてはどうなっているのかという

ところの御質問だったと思います。 

 あくまでも補助金交付ですから、申請に基づきまして補助金交付を行うということで、未申請

の場合についてはこちらのほうから強制的な除却、行政代執行みたいなものは行いません。あく

までも申請に基づきます。申請については、先ほども申し上げましたように、建物の所有者であ

ったり、土地所有者、所有者の方が亡くなられている場合は相続人とか相続人代表者、そういっ

た形の申請になってくるものと思います。 

 続きまして、除却費用の積算方法ですけれども、熊本地震のときは木造住宅であれば平米単価

が幾ら、鉄筋コンクリートだったら幾らとかの基準が示されましたけれども、今回除却する可能

性のある建物、空き家につきましては、建物構造が様々であり、老朽化の度合いとかがかなり違

う、危険の度合いが違うものですから、あえて標準単価については設定しない方向で考えており

ます。ただし、国が示されている基準の単価というのがあるものですから、それは参考にしなが

ら見積書の精査を行って、補助金交付額の決定を行っていきたいと考えております。あわせまし



 - 42 - 

て、解体マニフェストの提出を必須として義務づけることとしております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 渡辺議員、ようございますか。渡辺議員。 

○15番（渡辺誠男君） 答弁ありがとうございました。 

 まず、債務負担行為のところの５ページ、集落部の宅地開発支援、企画財政課長から詳細に御

説明がございましたので、ありがとうございました。それから、地区計画、ここも大分説明が分

かりましたので、ありがとうございました。 

 それから、16ページ、申請者がいない場合、親戚、兄弟、その場合は例えば地区の区長さんあ

たりがするのか、それとも役場から直属で見に来ていただいてやるのか。それと、解体の費用等

もあろうかと思いますが、それについては例えば町からの負担ができるのか、誰も支払いをする

親族がいない場合。そういうところをお聞かせ願いたいと思います。以上です。お願いします。 

○議長（稲田忠則君） 岩本危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本武継君） 15番渡辺議員の２回目の御質問にお答えします。 

 危険家屋等除却事業補助金の中で、申請人がいない場合というところで、例えば、先ほどおっ

しゃられた親戚・縁者でも、権利を有する可能性、相続人とかですね、そういった方々で関係権

利者の同意を取られた上で代表申請ということは考えられます。それが、例えば亡くなられた方

がおられて、被相続人の方の相続者代表みたいな形で、代表で申請していただいて、補助金を交

付するということは可能です。 

 お支払いについてなんですけれども、お支払いが難しいとなるならば、この申請自体をうちの

ほうは受理ができなくなります。あくまでも補助金交付申請書ですから、申請書を頂いて、それ

に基づいて内容審査を行って交付決定を行って、事業が完了した後に補助金を交付するというこ

とになります。そのときには、事業者にお支払いが済んでいる領収書の添付も必要になりますか

ら、必ずお支払いが済んだ後にしか９割の補助はいたしません。補助金の交付は行いません。で

すから、お支払いが難しいところはどうするのかということについては、そもそもが申請を受け

付けることができないということになります。以上です。 

○議長（稲田忠則君） 渡辺議員。 

○15番（渡辺誠男君） そうなりますと、課長、結局、誰も申請者がいないとそのまま放ってお

くわけですか。町からもどうもしなくて。補助金としては当然出ないかもしれませんけれども、

そういうとが点々あろうかと思います。そういう場合はどういう考え方ですか。もう１回お願い

いたします。 

○議長（稲田忠則君） 岩本危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本武継君） 15番渡辺議員の３回目の御質問にお答えします。 

 誰も申請しない、申請できないような家屋の除却に対して、町は何もしないのかということだ

ったと思います。 

 これにつきましては、市町村が行う行政代執行という制度がございます。先ほどの空家等対策

の推進に関する特別措置法の中で、行政代執行についても規定はあります。ただ、こちらにつき
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ましては、例えば除却を行政代執行で行った上で土地も同じ名義人であった場合は、土地の売却

代金とかをもって除却費用に充てるといったことになります。また、土地と建物の所有者名義が

違う場合、建物を除去した場合、除却した費用を建物の持ち主宛てに請求するということになり

ます。そうなった場合、請求してお支払い可能であればよろしいんですけれども、お支払いがな

かなか難しい場合は町がずっとその分を債権者として債権を持ってしまうということにもなりま

す。土地を売却した上で解体費用が捻出された場合は、解体費用を捻出した後、残金が残れば土

地所有者に返金するといった制度で処理することになると思われます。以上です。 

○議長（稲田忠則君） ほかに質疑はありませんか。 

 ７番吉村議員。 

○７番（吉村建文君） ７番吉村です。 

 議案第35号令和４年度益城町一般会計補正予算書（第２号）中、ページ数でいきますと13ペー

ジ、総務費、総務管理費11節役務費、ＬＩＮＥ機能開発手数料で80万円を計上されております。

この具体的な内容をお知らせください。 

 次に、14ページ、にぎわいづくりイベント業務委託料で150万円計上されていますけれども、

これを具体的にどこでやるのかお知らせください。 

 それから、企画費12節委託料、マイナポイント事業支援業務委託料で291万5,000円、これも具

体的にどのようなことなのかお教えください。 

 それから、同じく12節委託料で電子メディアタウンプロモーション委託料、これも1,870万円

計上されていますので、具体的にお教えください。 

 それから、20ページ、商工費、商工業振興費18節負担金補助及び交付金で、営業時間短縮要請

協力金負担金で866万9,000円、これは国、県、町で、８割、１割、１割負担になっていますけれ

ども、何件分を想定されているのかお教えください。 

 それから、23ページ、公園費、委託料、潮井自然公園計画策定支援業務委託料で600万円計上

されております。これも具体的な内容をお教えください。 

 それから、17節の備品購入費、秋津川河川公園防犯灯設置費で356万円計上されております。

これは、何基防犯灯をするのか、また１基につき幾らぐらいを想定されているのかをお聞きいた

します。 

 それから、23ページ、都市再生整備計画事業費の16節公有財産購入費で公有財産購入費が

2,600万円、これは文化会館の駐車場用地となっていますけれども、これも具体的にどこなのか

お教えください。 

 それから、27ページ、公民館費、需用費で公民館分館トイレ修繕料として113万円計上されて

おります。これは、たしか飯野・津森というふうに聞いてるんですけれども、２か所とすると、

これを半分にしたら55万幾らになると思うんですけれども、トイレの洋式化につきということで

すけれども、これは何基のトイレの数なのかお教えください。 

 同じく27ページの集会所運営費、教育集会所トイレ修繕費で、これ、馬水の教育集会所だと思
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うんですけれども、これも、トイレの洋式化ということで55万円計上されておりますけれども、

洋式トイレ何個をするのかお教えください。 

 それから、29ページ、教育費、保健体育費、備品購入費、庁用車購入費で236万6,000円計上さ

れております。これは１台分なんでしょうか、２台分なんでしょうか。これもお教えください。 

 それから、29ページ、体育施設費の14節工事請負費で辻の城運動広場トイレ設置工事費661万

3,000円、これも具体的な内容をお教えください。 

 それから、その下のほうに、社会体育施設トイレ改修工事費で1,600万円計上されております。

これは、社会体育施設というところですので、何か所洋式化されるのかお教えください。以上、

質問を終わります。 

○議長（稲田忠則君） 山内企画財政課長。 

○企画財政課長（山内裕文君） 企画財政課の山内です。７番吉村議員の御質問にお答えいたし

ます。企画財政課としましては、ページが13ページ、ＬＩＮＥの開発手数料、それから14ページ

のマイナポイント、15ページのタウンプロモーションについて、説明をいたします。 

 まず、ページが13ページの11節ＬＩＮＥ機能開発手数料80万円の内容につきましては、人工知

能を活用した自動会話プログラムというのを設置、機能の充実を図りたいというところです。チ

ャットボットといわれるもので、質問に対して自動的に回答をするというものです。 

 次に、ページが14ページの企画費の12節マイナポイント事業支援業務の委託料291万5,000円の

増額分になりますけれども、マイナポイントの申請期限が延長になっております。当初９月まで

だったものが年度末まで申請できるようになっておりますので、窓口業務の支援についても延長

するというところで、10月から３月までの期間の分について増額をさせていただいているという

ところです。 

 次に、15ページです。電子メディアタウンプロモーション委託料につきましては、臨時交付金

を活用した事業で考えております。益城町の特色を生かした内容の電子雑誌、それから紙媒体の

冊子、動画を作成して、全国的に知名度を上げたいというところです。そして、移住・定住、そ

れから教育旅行等の観光や人口交流の拡大、ふるさと納税の充実などを図っていきたいというと

ころです。委託の内容につきましては、有名なタレントさんに出演していただいて、電子雑誌16

ページぐらいを想定しておりまして12か月間の掲載をしていくと。それから、紙媒体の冊子につ

きましては、大体20ページで２万部ぐらいの作成をすると。それから、動画につきましては、15

秒ぐらい、60秒、180秒等の動画を制作して、12か月間こちらのほうもユーチューブ等に掲載す

るというところで計画をしております。企画財政課の分につきましては以上になります。 

○議長（稲田忠則君） 塘田総務課長。 

○総務課長（塘田 仁君） 総務課長の塘田でございます。７番吉村議員の御質問、議案第35号

一般会計補正予算書（第２号）中、ページが14ページ、２款総務費１項総務管理費１目一般管理

費の12節委託料、にぎわいづくりイベント業務委託料ということでございますが、どのようなイ

ベントをというところでございますが、これについては、これからのところでございまして、回
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数的には３回程度を予定しております。内容については、にぎわいづくりにつながるものという

ことですので、これから検討していくということでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 松本産業振興課長。 

○産業振興課長（松本浩治君） 産業振興課、松本です。７番吉村議員の御質問にお答えいたし

ます。 

 議案第35号令和４年度益城町一般会計補正予算書の20ページ、７款１項２目商工業振興費の18

節負担金補助及び交付金、これの営業時間短縮要請協力金負担金について、件数が何件かという

御質問だったかと思います。 

 まず、この協力金に関しましては、支給関係は直接事業者の方が県あたりに申請をされて、そ

の実績等に基づき、県のほうから町の負担金を算出されて通知が来るといった形になっておりま

す。今回、期間としましては今年の１月21日から３月21日分までにつきまして、この金額が益城

町の負担金額ということで県のほうから通知が来ましたので、その額をのせております。ですの

で、申し訳ございませんが、件数については正式にはまだ把握していないところでございます。 

 ただ、参考までに、１月21日から２月13日まで、この期間につきまして、益城町で申請された

店舗数としては34件あるというふうには聞いております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 齊藤都市計画課長。 

○都市計画課長（齊藤計介君） 都市計画課長の齊藤です。７番吉村議員の七つ目の御質問から

お答えさせていただきます。 

 議案第35号中の、ページ数で言いますと23ページ中の12節委託料600万円の潮井自然公園計画

策定支援業務委託料の内容についての御質問かと思います。 

 内容につきましては、潮井公園につきましては、熊本地震以降に公園を取り巻く環境の変化が

ございました。北側断層帯の国文化財指定、それから四賢婦人記念館の移設、それから熊本地震

震災ミュージアム基本計画に伴う拠点として位置づけられまして、新たな魅力が課されたことは

皆さん御存じのとおりと思っております。また、この公園の持つポテンシャルが大きくなったこ

とから、より皆様へのメジャー化と地域の密着という２本の柱を基に、公園の整備を現在進めさ

せていただいております。町の新たなにぎわい拠点としていくためには、より景観デザインに特

化した知見を取り入れながら、本公園にふさわしい空間づくりを進めていくことが不可欠であろ

うと思っております。 

 こういうことにつきまして、熊本大学のほうにそういった景観デザイン、公園の造り方につい

ての業務支援を今回依頼することにしておりまして、約300万円を計上しております。 

 また、残りの300万円につきましては、そういった潮井公園の魅力を、整備をしながら益城町

内外にＰＲすることも必要であろうといったことも考えております。そういったことから、潮井

自然公園の使い方ブックというＰＲを兼ねた媒体資料を作成することにつきまして、予算を計上

させていただいております。 

 また、八つ目の吉村議員の御質問は、その下の秋津川河川公園の防犯灯設置の内容についてだ
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と思います。秋津川河川公園につきましては、春先の桜の開花時期に多くの方が花見に見えられ

る憩いの場ともなっております。しかしながら、国道443号から下流の木山橋の区間におきまし

ては、現在街灯がない状況でございます。夜間についても散歩などをされる町民の方もいらっし

ゃいますことから、安全性を確保する目的で今回防犯灯の設置を計上させていただきました。 

 内容につきましては、30メーターから40メータースパンに１か所という考えの下に、今回、区

間が160メーターほどありますので、４基の設置を予定しております。１基当たりの防犯灯の費

用につきましては、約80万円程度を見込んでおります。説明は以上となります。 

○議長（稲田忠則君） 冨永生涯学習課長。 

○生涯学習課長（冨永清徳君） 生涯学習課の冨永でございます。７番吉村議員の御質問にお答

えいたします。 

 まず、議案第35号の、ページ数が23ページになります、８款４項12目の都市再生整備計画事業

費の中の16、公有財産購入費2,600万円の場所はどこかというところの御質問だと思いますけれ

ども、こちらのほうが、文化会館の南側に階段があります、そちらの右側の民地を購入する分で

ございます。面積が833.05平方メートルでございます。 

 続きまして、ページが27ページになります。10款６項２目公民館費の需用費、公民館分館のト

イレ修繕費の113万円ですけれども、こちらに関しましては、分館がどちらかというところでの

御質問かと思いますけれども、まず、こちらはトイレの洋式化、それと自動手洗い器の設置とい

うところで計画を予定しております。場所が飯野分館、こちらが61万円の一式、それから福田分

館、こちらが26万円の一式、津森分館が26万円の一式になります。 

 続きまして、同じページの４目集会所運営費の需用費の55万円の集会所トイレ修繕費になりま

すけれども、こちらも同じくトイレの洋式化と自動手洗いの設置になります。平田集会所のほう

が27万5,000円の一式、それから馬水集会所のほうが27万5,000円の一式になります。 

 続きまして、29ページ、10款７項１目、17の備品購入費、庁用車購入費は車何台かということ

の御質問だと思いますけれども、こちらに関しましては、現在使用しているバンの車のほうがも

う20年を経過しておりまして、車検が難しいような状況ですので、今回、バンの１台を計上させ

ていただきました。 

 続きまして、同じページの２、体育施設費の14、工事請負費、辻の城運動公園のトイレ設置工

事の場所はどこかということですけれども、現在、辻の城運動公園のほうは仮設のトイレを設置

しておりますけれども、やはり衛生面が不衛生というところで地元からの要望がありまして、ト

イレを設置するというところで、場所が辻の城運動公園の北の上の道路の隣というか、北側の空

き地のところに設置するとして予定をしております。 

 続きまして、最後にその一番下、社会体育施設のトイレ改修工事1,600万円ですけれども、こ

ちらも同じくトイレの洋式化の改修、こちらが60万円の19か所、それから自動手洗い器の設置の

ほうが20万円の23か所で計上しております。これで全部だったですかね。以上終わります。 

○議長（稲田忠則君） 吉村議員。 
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○７番（吉村建文君） 各課長さん方、ありがとうございました。内容、分かりました。 

 １点、ちょっと。29ページの備品購入費、庁用車購入でバンの１台分で236万6,000円となりま

す。益城町の庁用車、公有財産ですけれども、これが全部で何台なのか。多分今の段階では掌握

されてないと思うので、後で結構ですので、公用車の台数をお教えください。以上です。 

○議長（稲田忠則君） ほかに質疑はありませんか。 

         （なし） 

○議長（稲田忠則君） これで、議案第34号「令和４年度益城町産業団地特別会計予算」から、

議案第36号「令和４年度益城町下水道事業会計補正予算（第１号）」までの質疑を終わります。 

 次に、議案第37号「益城町子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」及び議案第38号「益城町特別会計設置条例の一部を改正する条例の制定について」の２議案

について質疑を行います。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

         （なし） 

○議長（稲田忠則君） 質疑なしと認めます。 

 これで、議案第37号「益城町子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」及び議案第38号「益城町特別会計設置条例の一部を改正する条例の制定について」の質疑

を終わります。 

 次に、議案第39号「熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について」から議案第42号「工

事請負契約の締結について」までの４議案について質疑を行います。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

         （なし） 

○議長（稲田忠則君） 質疑なしと認めます。 

 これで、議案第39号「熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について」から議案第42号

「工事請負契約の締結について」までの質疑を終わります。 

 なお、詳細につきましては、各常任委員会において十分審査をしていただきたいと思います。 

 議案第34号「令和４年度益城町産業団地特別会計予算」から議案第42号「工事請負契約の締結

について」までの９議案については、お手元に配付しております常任委員会付託表のとおり、各

常任委員会に付託したいと思います。これに異議ありませんか。 

         （異議なしの声あり） 

○議長（稲田忠則君） 異議なしと認めます。したがって、議案第34号「令和４年度益城町産業

団地特別会計予算」から議案第42号「工事請負契約の締結について」までの９議案については、

お手元に配付しております常任委員会付託表のとおり、各常任委員会に付託します。 

 以上をもちまして、本日の日程を終了しました。これにて散会します。 

                                            

散会 午後０時12分 
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開議 午前10時00分 

○議長（稲田忠則君） 皆さん、おはようございます。 

 定刻に達しましたので、本日の会議を開きます。 

 なお、１番木村議員から欠席する旨の届出があっております。 

 本日の日程は、一般質問となっています。 

 なお、本定例会の一般質問通告者は６名です。一般質問は、本日と明日９日の２日に分けて行

います。 

 本日の質問の順番を申し上げます。１番目に吉村建文議員、２番目に上村幸輝議員、３番目に

宮﨑金次議員、４番目に野田祐士議員、明日９日は、１番目に甲斐康之議員、２番目に榮正敏議

員、以上の順番で進めてまいります。 

                                            

 日程第１ 一般質問 

○議長（稲田忠則君） それでは、日程第１、一般質問を行います。 

 最初に、吉村建文議員の質問を許します。 

 ７番吉村建文議員。 

○７番（吉村建文君） 皆さん、おはようございます。７番公明党の吉村建文でございます。仮

庁舎でモニターを御覧の皆様、日頃より町政に関心を持ってくださり、ありがとうございます。 

 世界に目を向けると、２月24日にロシアがウクライナに軍事侵攻を始めて、連日、そのニュー

スが報道されています。戦争は絶対悪であります。即時停戦を強く訴えていきたいと思います。 

 転じて、国内ではいまだにオミクロン株の影響で予断を許さない状況です。３回目接種も済ん

だ方も増えてきておりますし、子どもの接種も始まっている状況です。 

 熊本地震から６年２か月の月日がたちます。まだまだ仮設団地での生活を余儀なくされる町民

の方々もおられますが、最後のお一人まで寄り添って生活再建に取り組んでまいりたいと思いま

す。 

 本日は４点にわたって質問させていただきます。 

 １点目、学校給食について、２点目、小中学校のバリアフリー化の加速について、３点目、今

後の公園整備について、４点目、新庁舎の設備について、以上４点にわたって質問させていただ

きます。 
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 それでは、質問席に移らせていただきます。 

 初めに、新型コロナウイルス感染症の長期化並びにウクライナ危機による物価高騰の影響が学

校給食の値上げにつながると懸念されます。学校給食の食材費は、保護者負担が原則の考え方で

はあるものの、その考え方を維持しつつ、自治体の判断により保護者負担を増やすことなく給食

が実施できるよう、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の枠組みを自治体が

活用することを推進します。 

 去る４月１日に、内閣府地方創生推進室より発出された「令和４年度における新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金の取扱い」についての中に、物価高騰に伴う学校給食等に関

する負担軽減が追加されております。また、各教育委員会等の対応を促進するため、４月５日に

文部科学省より事務連絡も発出されているところでもあります。そこで、本町の現状をまず確認

させていただきたいと思います。現在、町の学校給食の１食分の値段は小学校、中学校幾らか。

また、１か月分の給食費はそれぞれ幾らか。 

 次に、本年４月に内閣府より発出された文書「令和４年度における新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金の取扱いについて」の中において、物価高騰に伴う学校給食等に関する

負担軽減という項目が追加されております。物価高騰による給食費値上げを抑えるため、地方創

生臨時交付金を活用できるとするものです。 

 本町においても活用すべきと考えますが、本町での対応はいかがですか。今般の食材費の高騰

は、輸入食材に頼る状況に起因するものです。さきの質問と相反する部分がありますが、地域地

元産の食材を採用することによって、供給の安定化が図られるとともに、地元農家の振興や食育

の観点からも有用と考えますが、見解をお伺いいたします。 

 それから、物価高騰に伴う学校給食等に関する負担軽減と、「学校給食等」と書いてあります

が、この「等」には、保育所、幼稚園、認定こども園、認可外保育施設等の給食費や介護施設等

の食事の提供も含むとされています。そうなると、この対象幅が大きくなると思います。担当す

る課に、子ども課、福祉課も入ると思いますが、町長の見解をお伺いいたします。また、学校給

食センターは防災備品の拠点にもなっていますが、ローリングストックの現状をお知らせくださ

い。 

○議長（稲田忠則君） 酒井教育長。 

○教育長（酒井博範君） ７番吉村議員の一つ目の御質問の１点目、現在、町の学校給食の１食

分の値段は小学校、中学校幾らか、また、１か月分の給食費はそれぞれ幾らかについてお答えし

ます。 

 学校給食に関する費用につきましては、給食費として、児童生徒の保護者に、議員も先ほどお

っしゃいましたように、食材費のみを負担していただいております。この給食費を基に、給食セ

ンターの栄養教諭が子どもたちの心身の健全な発達を考慮しながら、栄養バランスの取れた献立

を作成し、給食センターにて給食の提供を行っているところです。 

 さて、議員お尋ねの給食費の件ですが、まず、給食１食分の値段につきましては、小学校が

240円程度、中学校が270円程度となっております。また、１か月分の給食費は、小学校が4,100
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円、中学校が4,600円となっております。 

 次に、一つ目の御質問の２点目、物価高騰に伴う学校給食費の値上げを防ぐため、地方創生臨

時交付金を活用することに対しての本町の対応はどうなっているのかについてお答えします。 

 新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、ウクライナ情勢や円安の進行などが追い打

ちをかけ、原料や石油の価格などが高騰しております。文部科学省によりますと、原料などの高

騰に伴い、学校給食食材の仕入れ値は、昨年から今年にかけまして平均で１割ほど上昇している

と言われております。食料品の値上がりにより、食材を見直さざるを得ないなど、学校給食の運

営を現状どおり維持することが全国的に困難となっており、今後その影響がさらに大きくなって

いくことが危惧されております。中には、既に学校給食費の値上げを決定した自治体もあるよう

です。 

 こうした中、議員御指摘のとおり、国から「令和４年度における新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金の取扱いについて」の事務連絡が発出され、感染症対応や雇用維持、事業

継続等に関する事業の例の一つとして、物価高騰に伴う学校給食等に関する負担軽減が挙げられ

ております。 

 また、４月26日に開催された原油価格・物価高騰等に関する関係閣僚会議において、新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を拡充し、コロナ禍における原油価格・物価高騰対応

分を創設することで、地方公共団体が実施する学校給食等の負担軽減など、子育て世帯支援の取

組をしっかり後押しするとされたところです。 

 本町学校給食センターでは、これまでも、食材の価格上昇に対応するため、また、地産地消の

一環として、地元食材の購入や献立の工夫などを通して、健全な運営に取り組んできたところで

す。しかしながら、最近の食材価格の高騰を鑑みますと、給食の質と量を維持するためには、今

後、給食費の改定を検討せざるを得なくなる状況となることも想定されます。 

 こうしたことを踏まえ、教育委員会としましても、食育を通した子どもたちの心身の健全育成

を図るため、また、食材の高騰に伴う保護者の負担をできるだけ増やすことなく、学校給食が円

滑に実施できるよう、今後の物価高騰の状況を見極めながら、臨時交付金事業の活用につきまし

て、関係課とも連絡を図りながら検討してまいりたいと考えます。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） ７番吉村議員の一つ目の質問の２点目のうち、学校給食を除く保育所、

幼稚園などの給食費及び介護施設などの食事代について、私のほうからお答えをします。 

 議員お尋ねの保育所などの給食費、いわゆる副食費につきましては、現在、物価上昇の副食費

への影響について調査を行っているところです。状況によりましては、地方創生臨時交付金の活

用を検討してまいりたいと考えております。 

 また、介護保険施設などの食事代につきましては、国が定めた基準を基に施設と利用者との契

約により、その費用が決められております。その中で、非課税世帯の方など一定の要件を満たし

た方は、食事代を低く抑えられる制度を利用することができますが、その他の方は施設との契約

により決められた額を支払うこととなります。 
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 このような仕組みとなっていますことから、今後、物価上昇が介護施設の食事代にどのように

影響するか見極めながら、施設利用者に円滑に食事が提供されるよう、必要に応じて地方創生臨

時交付金の活用も検討してまいりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 酒井教育長。 

○教育長（酒井博範君） 次に、一つ目の御質問の３点目、給食センターは防災備蓄品の拠点と

なっているが、ローリングストックの現状はどうなっているのかについてお答えします。 

 給食センターでは、児童及び生徒の心身の健全な発達に資するため、食育や地産地消の推進を

図りつつ、現在、町内小中学校７校へ１日約3,600食の給食を提供しているところでございます。 

 御存じのとおり給食センターは、熊本地震の経験を踏まえ、非常時には地域の防災拠点として、

災害に強い早期復旧可能な施設、また、消防団の拠点施設の機能も持ち合わせた施設として、平

成31年２月に現在の場所に新築移転したところでございます。 

 以後、防災拠点として備える対策の一つとして、米につきましては、給食使用量より多くの米

を購入しておき、先に入庫した米から順に使用し、使った分だけ新しく買い足していくというロ

ーリングストック方式を採用しているところです。 

 そのローリングストック方式の現状はどうなっているのかという議員の御質問ですが、現在給

食センターでは、災害などの有事に備え、約３万食分の米３トンを保冷庫に常備しております。

先に入庫した米から順に学校給食の御飯に使用し、使用した分の量を新たに買い足して、常時３

トンの米の備蓄を維持しているところでございます。なお、学校給食の御飯では、１日に約240

キロの米を使用するため、約１か月で備蓄分が全て入れ替わる計算となります。 

 ローリングストックにつきましては、災害などの有事に対応できるよう、関係機関との連携を

図りながら、今後も安定した米の備蓄を維持していきたいと考えております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 吉村議員。 

○７番（吉村建文君） １回目の回答、ありがとうございました。１食分の値段が小学校は240

円程度、中学校は270円程度、給食費については、月に小学校が4,100円、中学校が4,600円だと

いうことを確認しました。 

 現在、ロシアによるウクライナ侵攻によって、様々な形で物価が高騰しています。この物価高

騰はこれからも続くことが予想されます。先日の熊日新聞の記事によれば、食品の値上げが年内

１万品を超えるとも伝えられております。特に、お子さんをお持ちの保護者にとって、身近な給

食費の値上げは避けなければならないと思います。 

 給食センターにお伺いしたところ、現在は栄養士さん方の懸命な努力によって、給食の質を落

とすこともなく、バランスを考えてメニューを考えていらっしゃるとのことでした。しかし、今

後の物価の上昇を考えると非常に難しくなるのではないかとの話でした。ただ、益城町の場合は、

地産地消の観点から、地元の農家さんから野菜等は値上げを極力されないとのことで助かってい

るとのことでしたが、肉や魚、小麦粉、乳製品は、今後、値上がりするでしょうとのことでした。

また、配送する燃料費も値上がりすることは避けられないであろうとのことでした。 

 そこで、臨時交付金事業の活用について、関連課と連携を図りながら検討していきますとの回
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答でしたが、保護者の不安を解消するためにも、今年度においては、給食費の値上げを益城町は

しませんとの回答を出していただけませんでしょうか。 

 また、保育所等の副食費に関しても調査を行っているところとのことですが、ぜひ、地方創生

臨時交付金の活用を図っていただきたいと思います。そして、介護保険の施設等の食事代につい

ても、施設利用者の負担を増やすことなく、食事の円滑な提供のためにも、地方創生臨時交付金

の活用を図っていただきたいと思います。 

 給食センターのローリングストックの現状については、約３万食分の米３トンを保冷庫に常備

しているとのことで、学校給食の御飯で１日約240キロの米を使用しているため、約１か月で備

蓄品は全て入れ替わるとのこと、ローリングストックについては災害などの有事に対応できるこ

と、安心いたしました。 

 改めてお伺いいたします。今年度について、臨時交付金の活用を図り、給食費の値上げはしな

いとの回答をお願いしたいと思いますが、町長の見解をお伺いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 酒井教育長。 

○教育長（酒井博範君） ７番吉村議員の一つ目の御質問の２回目、保護者の不安を解消するた

め、今年度においては、地方創生臨時交付金の活用を図り、給食費の値上げはしないとの回答を

お願いしたいについてお答えします。 

 学校給食センターでは、先ほども申し上げましたとおり、保護者からの御負担いただいている

給食費を基に、これまでも地元食材の購入や献立の工夫などを通して、食材の価格上昇にも対応

してきたところです。しかしながら、繰り返しになりますが、ウクライナ情勢や円安の進行など

により、既に原料や石油の価格などが高騰しているところでありまして、特に輸入に頼る食材に

つきましては今後さらに高騰することが予想され、学校給食の運営に大きな影響を及ぼすことが

考えられます。 

 例えば、さらなる高騰が危惧されております小麦につきましては、原産国における生産量の減

少や輸出停止の動きがあります。こうした動きは、給食の主な食材であるパンをはじめ麺類など

の高騰にもつながってまいります。学校給食センターでは、直接、生産者から食材を仕入れるな

ど、品質及び新鮮さを保ちながら食材費の低減に努めているところですが、このような取組によ

る対応も限界があると思われます。 

 議員御指摘のとおり、特に、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、生活が厳しくなってい

る子育て世代にとって、物価高騰はさらなる不安を与えており、大変憂慮しているところでござ

います。 

 議員からは、今年度においては、給食費の値上げをしないとの回答をということでありますが、

町といたしましては、食材価格の高騰状況を十分見極めながら、可能な限り保護者の負担が大き

くならないよう、必要に応じ地方創生臨時交付金の活用を視野に入れ、適切に対処してまいりた

いと考えます。 

○議長（稲田忠則君） 吉村議員。 

○７番（吉村建文君） ２回目の回答ありがとうございました。 
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 給食費に関しては、食材価格の高騰状況を十分に見極めながら、可能な限り保護者の負担が大

きくならないよう、必要に応じて地方創生臨時交付金の活用を視野に入れて適切に対応していた

だくことを要望いたします。 

 次に、小中学校施設のバリアフリー化の加速についてお伺いいたします。 

 令和３年４月、改正バリアフリー法が施行され、バリアフリー基準への適合義務の対象として、

公立小中学校が追加されました。今後、新築で整備するもののみならず、既存の学校施設につい

ても、基準への適合努力義務が課せられました。 

 また、近年、通級による指導を受ける児童生徒、特別支援学級に在籍する児童生徒は増加傾向

にあります。学校施設は、多くの児童生徒が１日の大半を過ごす学習生活の場であり、障がいの

ある児童生徒を含めて、誰もが支障なく安心して学校生活を送ることができるようにする必要が

あります。さらに、災害時の避難所として、障がいをお持ちの方や高齢の方々の利用も想定され

ることから、学校施設のバリアフリー化を一層進めていくことが重要であります。 

 この状況を受けて、国において、令和３年度から７年度末までの間に、緊急かつ集中的にバリ

アフリー化の整備を行うための目標が示され、財政面でも補助率が３分の１から２分の１へ引上

げられている現状です。本町においても、学校施設のバリアフリー化を加速し、誰もが安心して

学び育つことができる環境を計画的かつ着実に構築していく必要があるのではないでしょうか。 

 そこで、質問をいたします。 

 １、本町内の小中学校における車椅子使用者用トイレ、スロープによる段差解消、エレベータ

ーの整備といったバリアフリー化の現状をお答えください。 

 ２、また、現に在籍する、または将来入学する児童生徒が、障がい等の有無にかかわらず、支

障なく学校生活を送ることが重要です。そのため、学校設置者として、一刻も早く既存校舎への

エレベーター設置をはじめとしたバリアフリー化を推進すべきです。ついては、国の整備目標も

踏まえつつ、速やかに具体的な整備計画を策定し、令和７年度末までの間に集中的にバリアフリ

ー化の取組を加速していくべきだと考えます。今後どのように進めていくのか、教育長の決意を

お伺いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 酒井教育長。 

○教育長（酒井博範君） ７番吉村議員の二つ目の御質問の１点目、本町内の小中学校における

車椅子使用者用トイレ、スロープによる段差解消、エレベーターの整備といったバリアフリー化

の現状についてお答えします。 

 高齢者、障がい者等の移動等の円滑化の促進に関する法律、いわゆるバリアフリー法の改正で、

公立の小中学校がバリアフリー基準の対象となったことを受けまして、文部科学省が設置した学

校施設のバリアフリー化等の推進に関する調査研究協力者会議は、学校施設のバリアフリー化に

関する報告書を取りまとめ、車椅子使用者用トイレ、スロープ等による段差解消、エレベーター

につきまして、令和７年度までに整備するという目標を掲げております。 

 議員御質問の本町の学校におけるバリアフリー化の状況でございますが、学校によって多少違

いはありますが、車椅子使用者用トイレの設置やスロープ等による段差解消につきましては、全
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校で対策を講じております。また、エレベーターにつきましては、４校が設置済みとなっており

ます。未設置となっている３校のうち、木山中学校につきましては今年度設置する予定でござい

ます。また、津森小及び飯野小につきましては、令和７年度までに設置できるよう計画的に対応

してまいりたいと考えております。 

 次に、二つ目の御質問の２点目、速やかに具体的に整備計画を策定し、令和７年度末までの間

に集中的にバリアフリー化の取組を加速化すべきだと考えるが、今後どのように進めていくのか

についてお答えします。 

 先ほども申し上げましたとおり、学校施設のバリアフリー化につきましては、文部科学省から

令和７年度までに整備するという目標が示されているところです。本町では、学校施設のバリア

フリー化について、バリアフリーに特化した整備計画の策定は行っておりませんが、長寿命化計

画の中に組み込んでおりまして、長寿命化改修と併せて実施しているところでございます。 

 議員御指摘のとおり、学校は多くの児童生徒が１日の大半を過ごす、学習、生活の場であり、

障がいの有無などにかかわらず、子どもたちが安全、安心で生き生きと過ごせるよう、快適で豊

かな空間として整備することが求められます。教育委員会といたしましても、学校施設のバリア

フリー化につきましては、文部科学省の整備目標を念頭に置きながら、全ての児童生徒が支障な

く、学校生活が送れるよう計画的に取り組んでまいりたいと考えます。 

 特に、体育館に関しましては、生涯学習の場でもあり、災害時には避難所として、地域の高齢

者や障がい者の方を含めた様々な人たちが利用されるところでございます。その体育館のバリア

フリー化につきましては、少しずつ改善しているところですが、まだ十分と言える状況ではあり

ません。引き続き、関係課とも協議しながら、令和７年度末を目標にバリアフリー化を進めてま

いりたいと考えます。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 吉村議員。 

○７番（吉村建文君） １回目の回答ありがとうございました。 

 本町内の小中学校における車椅子使用者用トイレ、スロープによる段差解消、エレベーターの

整備といったバリアフリー化の状況については、学校によって違いがあるが、全校で対策を講じ

ている。エレベーターの設置については、４校で設置済みであり、残り３校についても、木山中

学校は今年度に設置する。また、津森小学校、飯野小学校についても、令和７年度までに設置で

きるよう計画的に対応していくとのこと、よろしくお願いいたします。 

 また、学校施設のバリアフリー化については、文部科学省の整備目標を念頭に置きながら、長

寿命化改修計画の中に取り込んで実現していってほしいと思います。回答の中にありましたよう

に、体育館につきましては、災害時には避難所として地域の高齢者や障がい者も含めた様々な人

たちが利用される場所でもありますので、今後とも引き続き関係各課とも協議されながら、令和

７年度末の目標に、バリアフリーの加速化に邁進していただきたいと思います。 

 次に、今後の公園整備について伺います。 

 第６次益城町総合計画によれば、公園の整備が掲げられております。 

 熊本地震の際、避難場所となる公園が不足したことを教訓とし、住宅地近辺における公園の設
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置を進めていくと。具体的には、各地区のまちづくり協議会からの提案に基づき、災害発生時に

一時的な避難所、一時避難所となる公園や緑地の整備を進めていきます。 

 施策の展開として、１、まちづくり協議会からの提案に基づきながら、益城中央被災市街地復

興土地区画整理事業区域内において、計画的に公園を配置していく。 

 ２、まちづくり協議会からの提案に基づきながら、小規模住宅地区改良事業等を活用し、まち

づくり提案に基づいて、住宅地における公園を整備していく。 

 ３、まちづくり協議会からの提案に基づきながら、地区計画を策定し、計画区域内における公

園を誘導していきます。 

 また、潮井自然公園の整備の推進として、工期に遅れが出ないよう着実に整備を進めていく。

そして、敷地内に四賢婦人記念館が移設され、また、天然記念物となる布田川地層断層が保存さ

れることから、学習の場としても活用されるよう整備を進めていきます。 

 成果指標として、2020年度末までに復興まちづくり計画に掲載する公園整備事業の完了率が

100％、潮井自然公園の整備完了が2022年度末までに完了となっていましたが、現在町が管理し

ている公園は何か所あるのか、確認させてください。また、潮井自然公園は、令和４年度の一般

会計予算にあって、整備工事費は１億2,700万円計上してありますが、本当に年度末までに完成

するのでしょうか、お伺いします。 

 次に、ある支援者から、今後、益城町として公園整備に力を入れてもらいたい、特に、インク

ルーシブ公園の整備をしていってくださいとのお声をいただきました。 

 インクルーシブ公園という聞き慣れない言葉でしたので、調べてみました。インクルーシブと

いう言葉は直訳すると、包み込むような、包摂的なとなります。少し分かりやすく表現すると、

社会的包摂という言葉から、あらゆる人が孤立したり、排除されたりしないよう援護し、社会の

構成員として包み、支え合うという社会政策の理念として表現されています。その上で、インク

ルーシブ公園とは、海外では既に先行して広がっているようですが、障がいのある子もない子も

みんなが一緒に遊べる公園のことであります。 

 全米一住みたいまちと言われるポートランドには、遊具ゾーンだけではなく、公園全体がイン

クルーシブな視点で設計されており、園路をはじめ敷地内に段差がほとんどなく、車椅子やベビ

ーカーの方はもちろんのこと、誰もが快適に移動しやすいようアクセスのしやすい考慮がなされ

ているようです。また、子どもと一緒に来た大人もリラックスができるような心地よい木陰があ

ったり、ちょっと腰かけられるような場所があったりと、あらゆる人が快適に過ごせる工夫が随

所に見られるそうです。 

 日本では、2020年３月、初めて東京都世田谷区砧公園「みんなのひろば」が誕生し、その後、

豊島区に「としまキッズパーク」、昨年３月には、神奈川県藤沢市秋葉台公園がオープンするな

ど、徐々に日本国内にもインクルーシブ公園が広がりつつあります。今は、コロナ禍でもありま

すので、公園に遊びに行く機会は減っているかもしれませんが、公園は、子どもたちが伸び伸び

と遊べて、心身の成長を助けたり、想像力や社会性の発達などにも期待できる貴重な場所である

と思います。 
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 しかし、このようなインクルーシブ公園を整備していこうとするには、公園整備上の問題だけ

ではなく、福祉の観点や教育の観点から各課が連携していくことが必要でありますし、大変重要

であると考えております。 

 つい先日、熊本市南区にある平成中央公園内にインクルーシブ遊具が新設されたとの記事が載

っていました。まちの将来像として、住みたいまち、住み続けたいまち、次世代に継承したいま

ちを掲げる益城町でありますが、今後、魅力あるまちづくりの取組の一つとして、このインクル

ーシブデザインを取り入れたインクルーシブ公園の整備が必要ではないかと考えておりますが、

町長の見解をお伺いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） ７番吉村建文議員の三つ目の御質問の１点目、現在町が管理している公

園は何か所あるのか、潮井自然公園は本当に年度末までに完成するのかについてお答えをします。 

 現在、本町が管理しています公園は97か所でございます。内訳としまして、潮井自然公園など

都市計画決定を行った公園が３か所、熊本地震後に避難地として整備した公園が18か所、その他、

各地区の街区公園が76か所となっております。 

 潮井自然公園は、熊本地震前の平成25年度に整備に着手し、令和４年度完了の予定で整備を進

めておりました。しかし、熊本地震により、布田川断層帯が国の天然記念物に指定され、町でも

四賢婦人記念館を移設するなど、公園に新たな魅力が加わりましたことから、潮井自然公園が持

っている豊かな水源や自然とともに、これらの新たな魅力を最大限活用した公園とするため、公

園の基本計画を改定しました。現在、この基本計画に基づき、地元や幅広い層の公園利用者の

方々などから意見をお聞きしながら整備を進めているところでございます。 

 このようなことから整備期間を延長して取り組むこととしており、現在進めている空港からの

アクセスルートである町道潮井公園線の整備が完了する令和６年度を念頭に、今年度、交付金を

いただいている国と整備期間の延長につきまして協議を行う予定でございます。 

 なお、現在の整備状況としましては、主に四賢婦人記念館に隣接する多目的広場の造成工事と

広場に設置する大型複合遊具の製作を行っており、今年の秋頃にはこれらを利用していただける

予定です。今後も、地域の大切なコミュニティの場として、また、まちのにぎわいに大きく寄与

する観光スポットの一つとして、四季を通した潤いとにぎわいのある公園を目指して整備してま

いります。 

 次に、三つ目の御質問の２点目、最近、徐々に増えているインクルーシブ公園があるが、本町

にあっても導入を検討すべきではないかについてお答えします。 

 本町では、熊本地震の際に、避難地となる公園が不足しましたことから、これを復興における

喫緊の課題の一つとして、住宅地周辺における公園の整備を進めております。整備に当たりまし

ては、ユニバーサルデザインの視点を取り入れて段差をなくすなど、高齢者や障がいのある方に

も配慮した、誰もが利用しやすい公園づくりに努めてまいりました。今後も、災害時には住民の

方々の避難地となる公園整備を、地元の方々の声をお聞きしながら進めてまいります。 

 また、規模の大きな公園としましては、潮井自然公園とともに、今年度から都市部の憩いの場
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として、惣領地区の公園広場の整備を行う予定です。本町が現在整備を進めているこれらの公園

では、子どもの遊びの対象は、遊具だけではなく、自然の変化に富む風景や景色の中で、自ら探

検や発見をする喜びや自由でオープンな遊びを見つけることも重要であると考えております。さ

らには、多彩な植物から季節の変化を感じたり、虫や鳥などの生き物に出会えたりする環境は、

子どもだけではなく、大人にとっても繰り返し訪れたくなる憩いの場となると考えております。 

 このような中で、インクルーシブ公園の考え方は、子どもが障がいの有無にかかわらず同じ場

所で楽しむことができる空間を生み出し、人の多様性を自然に理解でき、共に生きる心が育つこ

とを期待できるものであると認識をしております。 

 このため、今後の公園整備におきまして、現在の公園整備のコンセプトとともに、インクルー

シブの考え方に基づいた公園整備の手法を導入することは、地域の子育て支援の観点などからも

大変重要なことと認識をしております。そのためには、議員御指摘のように、公園を整備する部

署だけではなく、福祉や教育に関わる部署などとの連携も重要であります。 

 今後、導入に当たりましての課題などについて調査し、公園整備に当たり、どのような公園に、

どのようにしてインクルーシブの考え方を取り入れていけるのかを地域の声や要望などもお聞き

しながら研究してまいります。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 吉村議員。 

○７番（吉村建文君） １回目の回答、ありがとうございました。 

 本町が管理している公園は97か所あるということをお聞きして、正直びっくりしました。どう

しても、公園というと規模の大きな公園をイメージするものですから。97か所の内訳として、潮

井公園など都市計画決定を行った公園が３か所、熊本地震後に避難地として整備した公園が18か

所、その他、各地区の街区公園が76か所あるということで、本町としては適正な箇所であるとお

思いでしょうか。 

 それから、潮井自然公園についてでありますが、現在整備中の空港からのアクセスルートであ

る潮井公園線の整備期間である令和７年度を念頭に、今年度に交付金をいただいている国と期間

延長について協議を行う予定であると回答いただきましたが、現在、具体的に建設内容、道路幅

が何メートルあって、地権者への土地買収の状況等お知らせください。 

 次に、都市部の憩いの場として、惣領公園広場の整備を行う予定であるとのことですが、公園

整備において、先ほども申しましたように、インクルーシブの考え方に基づいた公園整備の手法

を取り入れていただきたいと思います。町長の見解をお伺いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） ７番吉村建文議員の三つ目の御質問の２回目の１点目、本町が管理して

いる公園は97か所あるということだが、本町として適切な箇所であるかについてお答えします。 

 現在、本町が管理している97か所の公園を市街化区域と市街化調整区域の別で見てみますと、

市街化区域が52か所、市街化調整区域が45か所となっております。国の政令によれば、快適な住

環境の確保などのために必要となる住民１人当たりの公園面積は、市街化調整区域と市街化区域

を合わせた町全体では10平方メートルで、市街化区域のみでは５平方メートルとなっております。
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この基準に対して、本町の状況は、町全体が8.98平方メートルで、市街化区域が1.74平方メート

ルとなっており、いずれの数値も基準を下回っております。特に、市街化区域において、公園が

不足している状況です。 

 こうした状況を踏まえて、昨年３月に策定しました都市計画マスタープランや今年３月に策定

しました立地適正化計画などに基づき、今後も計画的に公園の整備を行ってまいりたいと考えて

おります。 

 次に、三つ目の御質問の２回目の２点目、現在整備中の潮井公園線の具体的な建設内容、道路

幅、地権者への土地買収の状況などについてお答えします。 

 町道潮井公園線につきましては、これまでの湧水や自然に加え、国特別天然記念物の布田川断

層帯や四賢婦人記念館といった新たな魅力が加わった潮井自然公園への主に空港側からのアクセ

スルートとしまして、令和６年度内の完了をめどに整備を進めているものです。 

 工事内容としましては、町道農免道支線を起点とし、潮井自然公園進入路までの延長約2,000

メートルにおいて、約５メートルの現況幅員を７メートルに拡幅するものです。 

 これまでの進捗ですが、昨年度に地元説明会を実施し、地域の御意見も取り入れながら実施設

計を行っており、今年度からは用地交渉に取り組むこととしております。今後は、用地取得が完

了したところから順次工事に着手していく予定でございます。 

 最後に、三つ目の御質問の２回目の３点目、惣領公園広場の整備において、インクルーシブの

考え方に基づいた公園整備の手法を取り入れることについて町長の見解は、についてお答えしま

す。 

 惣領地区の公園広場は、先ほど答弁いたしましたとおり、市街化区域において必要となる住民

１人当たりの公園面積が不足していますことから、都市計画マスタープランや立地適正化計画に

基づき、ゆとりある住環境の形成と良好な都市空間のために整備を行うものです。また、災害時

の一時避難地としての機能とともに、惣領地域拠点のにぎわいに資する地域コミュニティの場と

しての機能を併せ持つ公園です。 

 議員御指摘のインクルーシブの考え方に基づいた公園整備につきましては、先ほどの答弁でも

申し上げたとおり、地域の子育て支援の観点などからも大変重要なことと認識をしております。

まずは、町全体で、導入に当たりましての課題などにつきまして、調査、整理し、その上で、惣

領地区の公園広場におきましても、インクルーシブの考え方を取り入れていけるのかを地域の声

や要望などもお聞きしながら検討をしてまいります。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 吉村議員。 

○７番（吉村建文君） ２回目の回答ありがとうございました。 

 公園の整備については、今後とも計画的に整備を行っていただきたいと思います。潮井自然公

園についても、大型バスが入ってこられるように、町道潮井公園線の整備が必要と考えます。計

画では現在約５メートルの幅員を７メートルに拡幅するとのことですので、大型バスも通行可能

であり、空港側から約2,000メートルのアクセス道路の完成に期待したいと思います。 

 また、惣領公園広場においても、インクルーシブの考え方をぜひ取り入れていただきますよう
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検討をお願いいたします。 

 最後に、今、着々と建設が進んでいる新庁舎の設備について、要望を兼ねて質問させていただ

きます。 

 まず、トイレについてであります。車椅子対応のトイレは各階に配置されているのか。また、

オストメイトの方に配慮したトイレになっているのか。また、合志市がＬＧＢＴの人でも気兼ね

なく使えるよう「だれでもトイレ」という案内標示が設置されたトイレを我が町にも設置するこ

とはできないか。 

 それから、先日の熊日新聞に男性トイレの個室にサニタリーボックスを設置する動きが、自治

体や商業施設に広がっているとの記事を目にしました。尿漏れパットの捨場に困る前立腺がんや

膀胱がんなどの患者の悩みに応えるものとしての設置の動きが広がっているとのことでした。私

もこの記事を読んで、こういった方にも配慮ができる新庁舎が必要だと思いました。 

 そして、エレベーターに防災用具の入った椅子を設置することはできないものか。小さなこと

かもしれませんが、熊本地震の体験者としての配慮をお願いしたいと思います。 

 そして、町の防災拠点となる庁舎に、衛生用品や液体ミルクの備蓄は考えておられるのか、お

伺いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） ７番吉村議員の四つ目の御質問の１点目、新庁舎のトイレについて、車

椅子対応のトイレ、オストメイトへ配慮したトイレになっているのか、また、ＬＧＢＴを考慮し

たトイレは配置できるのかについてお答えをします。 

 新庁舎建設工事につきましては、議員をはじめ関係者の皆様の御協力により、順調に工事が進

んでおります。本年５月末の進捗率は41.6％となっており、現在、２階床のコンクリート打設を

行っております。 

 新庁舎には、１階に３か所、２・３階にそれぞれ１か所ずつの計５か所にバリアフリートイレ

を設置します。これらのトイレは、車椅子を利用される方、オストメイトの方、乳幼児をお連れ

の方、介添えが必要な方など、幅広く皆様に快適に御利用いただけるよう設置する計画としてお

ります。 

 車椅子を利用される方への配慮は５か所のトイレ全てでなされており、その他の機能につきま

しては、全てを網羅すると限られた建築面積の中では狭く、使いづらくなる側面もございますこ

とから、それぞれのトイレの設置場所に応じ機能を特化する計画としております。 

 具体的には、１階の東側に設置されるバリアフリートイレにはオストメイトの方、介添えが必

要な方が利用されることを想定した設備機器を配置しております。また、西側のバリアフリート

イレには車椅子を利用される方に適したオストメイト対応機器を設置するとともに、こども未来

課に最寄りのトイレとなりますことから、乳幼児の便器も設置しております。 

 新庁舎のトイレは、これまで町民ワークショップ、パブリックコメント、また、日本オストミ

ー協会熊本県支部など、様々な方々からいただいた御意見を反映させたもので、議員御指摘の車

椅子御利用の方、オストメイトの方にできる限り配慮したものであると考えております。 
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 次に、ＬＧＢＴを考慮したトイレを配置できるかとの質問についてお答えします。 

 ＬＧＢＴの方々におかれましては、国内のメーカー調べによりますと、コンビニや飛行機など

に設置される男女共用のトイレが使いやすいとされ、性別の区別がないトイレの設置を希望する

声が多いとのことです。しかし、不特定多数の来庁者が利用される庁舎内の全てのトイレを男女

共用とすると、混雑時などは男性と女性が交ざった状態となり、利用者が不快と感じられる可能

性もあります。また、一度に複数の方が利用可能な一般的なトイレのように、扉や仕切りの上部

や下部に隙間がある個室ブースの場合は、盗撮、のぞきといった犯罪などの発生の懸念もありま

す。 

 このような理由から、ジェンダーの区分を設けないトイレではなく、男女を分けた上で、ＬＧ

ＢＴの方には、５か所のバリアフリートイレを御使用いただくことを想定しております。それに

当たりましては、議員お示しの合志市と同様、適切なサインなどを施すことで、入りやすい、ま

た、利用しやすいトイレとなるように工夫を行いたいと考えております。 

 また、議員御指摘の男性トイレへのサニタリーボックスの設置につきましても、備品として整

備することについて検討してまいりたいと考えております。 

 次に、四つ目の御質問の２点目、エレベーターに防災用具の入った椅子を設置できないかにつ

いてお答えします。 

 御質問の趣旨は、ふだんはお年寄りや足の不自由な方などの優先席や荷物置場として利用でき、

また、非常時には、長時間閉じ込められた場合に必要となる水や簡易トイレなどの防災用品を収

納する機能のついた椅子が設置できないかということと認識しております。 

 エレベーターは、有事の際に安全な場所とは考えにくいことから、新庁舎の設計意図としまし

ては、速やかに電源を確保し、最寄り階への避難を適切に誘導することとしております。そのた

め、エレベーター内に長時間閉じ込められるような事態は極力避けられるのではないかと考えて

おりますが、議員お尋ねの防災用具を収める椅子につきましては、備付けではなく備品として配

置することができないか、今後、検討をしてまいりたいと考えております。 

 最後に、四つ目の御質問の３点目、町の防災拠点となる庁舎に、衛生用品や液体ミルクの備蓄

は考えておられるのかについてお答えします。 

 令和５年３月竣工予定の新庁舎におきましては、屋内と屋外に防災倉庫を整備することとして

おります。収納する物品としましては、現在、町内一円に配置を進めております防災倉庫の収納

物品と同等のものを考えております。したがいまして、マスクや嘔吐物処理セット、簡易トイレ

や生理用品などの衛生用品、また、粉ミルクや哺乳瓶、ウエットティッシュや紙おむつなど乳幼

児向けの物品に加えまして、毛布やパーティションなどを保管する予定としております。 

 議員御指摘の液体ミルクの備蓄につきましては、令和元年第２回定例会及び令和３年第４回定

例会におきましても、同様の御提案をいただいているところでございます。液体ミルクにつきま

しては、粉ミルクと比較して価格が高く、保存期間が短いという課題もありますので、現在は備

蓄品に含めていないところです。今後、より普及が進み、課題の改善が見込まれるような状況に

なりましたら、液体ミルクの導入につきまして、改めて検討したいと考えております。以上でご
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ざいます。 

○議長（稲田忠則君） 吉村議員。 

○７番（吉村建文君） １回目の回答ありがとうございました。 

 来年３月に完成する新庁舎は、町民の皆様も楽しみにしておられると思います。トイレについ

ても、回答にあったように様々な配慮がされていることを確認しました。ＬＧＢＴの方について

も、その入り口について利用しやすいトイレになるよう工夫をお願いしたいと思います。 

 また、男性トイレへのサニタリーボックスの設置については、ぜひ備品としての整備をお願い

したいと思います。 

 また、エレベーター内に設置される防災用具の入った椅子についても、できるだけ備品として

設置をお願いしたいと思っております。 

 そして、新庁舎における防災倉庫ですが、その備蓄の中に液体ミルクをぜひとも入れていただ

きたいと思っております。町当局は、液体ミルクは粉ミルクと比べて価格が高く、保存期間が短

いため、将来、より普及が進み、問題が解決されれば、改めて導入を検討したいと回答されまし

た。全国の自治体に、既に導入されたところがたくさんあります。震度７を２回も経験した益城

町の新庁舎に液体ミルクの備蓄がなされてもいいかと思いますが、町長の見解をお伺いいたしま

す。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 最後に四つ目の御質問の３点目の２回目、震度７を２回体験した町とし

て、新庁舎に液体ミルクを備蓄できないかについてお答えします。 

 液体ミルクにつきましては、全国的には自治体での導入例もあり、大震災を経験した本町とし

て、不測の事態に有効な備蓄物品の在り方を考えていく観点から、災害時における町民のニーズ

や有効性など、備蓄物品としての適性を検証していきたいと考えております。そのため、まずは、

試行的な液体ミルクの導入について検討に入りたいと考えております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 吉村議員。 

○７番（吉村建文君） ２回目の回答ありがとうございました。 

 一歩踏み込んだ町長の発言で、まずは試行的な液体ミルクの導入を含め検討に入りたいとの回

答をいただきましたので、その実施に向けて検討をお願いいたします。 

（290字削除）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 以上で一般質問を終わります。 

○議長（稲田忠則君） 吉村建文議員の質問が終わりました。 
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 ここで暫時休憩します。11時10分から再開します。 

                                            

休憩 午前10時58分 

再開 午前11時10分 

                                            

○議長（稲田忠則君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、上村幸輝議員の質問を許します。 

 ３番上村幸輝議員。 

○３番（上村幸輝君） おはようございます。３番の上村でございます。今回も一般質問の機会

を与えていただきまして誠にありがとうございます。また、傍聴モニター前の皆様におかれまし

ても、日頃より町政のほうに関心を持っていただきまして、深く感謝いたします。 

 さて、本日は二つのことについて質問させていただきます。１点目は、双方向性を持った町民

通報システムについて、また２点目は、成人年齢の引下げにおける学校教育の役割についての、

以上２点となります。 

 それでは、質問席に移らせていただきます。 

 それでは、早速１点目の質問の双方向性を持った住民通報システムについて質問させていただ

きます。 

 前回の３月議会におきまして同僚議員の方が取り上げておられた項目ですが、私が考えていた

ものとは若干切り口が違うようでしたので、今回新たに質問させていただきます。 

 益城町は大きく分けて市街地部と集落部に分かれ、集落部には多くの中山間地が含まれており

ます。集中的な雨や強風が吹いたりすれば、落石や土砂崩れ、倒木等による道路の通行不能など、

頻繁ではないにしても、年によっては数回程度発生しております。 

 そこで、それまで常々思っていたのが、迅速スムーズに町に連絡できないものかということで

した。平日の役場開庁時や台風や豪雨など、事前に予測できる場合においては、町のほうで災害

対策本部等設置され、連絡等は常時取れるようになり、スムーズな対応というものが期待できる

んですが、休日や夜間の閉庁時などの場合は開庁時まで待つことになります。もしこれが、その

とき、その場で、位置情報つきで、住民側から通報するシステムがあればどうでしょうか。道路

の不具合等については、現在、委託されている道路の見回り業務においても、いち早く把握がで

き、補修等の効率化ができると思いますし、ごみの不法投棄やカーブミラーや街灯の不具合の通

報など、住民生活に関するものや災害の発生が予想される場合の情報収集等にも活用ができ、安

心安全なまちづくりを目指す上では必要なものだと思います。 

 現在、行政からは、ホームページ、広報紙、回覧板、防災行政無線、メール、ＬＩＮＥ、ツイ

ッター、これらで様々な情報の発信が行われておりますが、全て情報発信という一方通行のもの

であります。しかし、そればかりでなく、万一の緊急時の情報収集等も行えるような双方向性を

持った町民通報システムが必要だと思いますが、どうでしょうか。 

 １回目の質問といたします。 
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○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） ３番上村議員の一つ目の御質問、双方向性を持った町民通報システムに

ついてお答えをします。 

 行政情報の発信につきましては、従来からの広報紙や回覧板、防災行政無線に加え、平成28年

熊本地震発生時に、災害対策などの情報を町民の方々に十分に届けることができなかったという

反省を踏まえ、現在では、ＬＩＮＥやツイッターなどのＳＮＳを活用した情報発信にも力を入れ

ているところです。 

 議員お尋ねの町民からの通報システムにつきましては、個人でのスマートフォンなどの保有率

が高くなっていることもあり、これらを生かして町民の方々から情報をいただくシステムを昨年

度に導入したところです。通報できる内容としましては、道路や公園での事故を未然に防止する

ため、道路の段差や水路の詰まりなどの異常について情報提供をお願いしております。 

 具体的には、町ホームページから異常が発生している項目を選択し、写真、地図による位置情

報、異常内容の説明、通報者の情報を提供していただく方法を取っております。現時点では、道

路舗装、水路、カーブミラーなどの道路状況及び遊具、照明、樹木などの公園状況の２項目とな

っておりますが、そのほかにも、水道の漏水や開栓、犬、猫の死骸報告などにつきまして、項目

の追加を検討しているところです。 

 また、本定例会におきまして、ＬＩＮＥの改修に係る補正予算を上程させていただいておりま

す。改正の主な内容は、自動返送機能の追加と画面の下段に表示されるリッチメニューの充実で

す。リッチメニューに住民通報システムを表示させることなどにより、通報の方法を分かりやす

くし、道路の異常などを発見した場合には、その場ですぐに通報できるようにしたいと考えてい

ます。 

 町有施設を安心安全な状態で維持していくために、町民の皆様のお力をお借りすることは大変

有効だと考えております。また、通報していただくことで、スムーズな対応も期待でき、ひいて

は安心安全なまちづくりにつながっていくものだと思います。今後も、災害発生時を含め、町民

の皆様から様々な情報を提供していただけるような環境整備に努めてまいります。以上でござい

ます。 

○議長（稲田忠則君） 上村議員。 

○３番（上村幸輝君） 答弁ありがとうございます。 

 町民の方々から情報をいただくシステムを昨年度から導入しているということなんですね。分

かりました。ちょっと知りませんでした。 

 この町民通報システムについては、いろんなアプリの種類がありますが、確かに、答弁にあり

ますように、不具合等の発見者がいち早くその不具合情報、画像、位置情報を簡単に通報するこ

とのできる画期的なシステムだと思います。答弁では昨年度から導入しているということでした

が、これまでホームページ等でいろいろ確認していたんですが、どのセクションから、どういう

ふうに入っていけば、そのシステムにたどり着くのか、そういったことが分からなかったことも

あり、今回、災害が多く発生する季節の到来前のこの議会に、住民の方々にとって少しでも安心
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できる対応がなされるよう質問させていただきました。 

 ただ、今回の定例会に上程されている補正予算により、町のＬＩＮＥ公式アカウントページの

リッチメニューのほうに住民通報システムを表示させるとのことですので、直接アクセスができ

るようになることで非常に使い勝手はよくなるのかなというふうに思います。 

 昨年度から導入しているとのことですが、これまでの活用状況と、その通報があった場合の内

容の確認頻度というのはどうなっておりますでしょうか。また、リッチメニューに追加表示され

ることでワンアクションでアクセスできますが、その利用の仕方等の使い方については分かりや

すい周知をお願いしたいと思いますが、どうでしょうか。 

 ２回目の質問といたします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） ３番上村議員の一つ目の御質問の２回目、これまでの活用状況と内容確

認の頻度、また、使い方の分かりやすい周知についてお答えをします。 

 実は今年５月に入ってから、上村議員の近くの柳水と三竹の間、水道施設のあるところで倒木

があって、これはとても手でどけられないということがありましたが、私がそのとき建設課長に

電話して、すぐ倒木の撤去ができたんですが、通常の場合はなかなか連絡が役場につながらなか

ったり、現場が分からないというのもありますので、こういったシステムがあるとやはりいいな

ということを今改めて感じているところです。 

 さて、通報システムにつきましては昨年９月に運用を開始しており、これまでに、道路舗装の

損傷で２件、カーブミラーの破損などで４件、街灯などの設置要望が１件、また、公園の不具合

も１件の通報があっております。これらの通報があった場合は担当課へその内容のメールが届く

ことになっておりますので、その都度対応している状況です。 

 これまでは、ホームページから電子申請システムによる申請可能な手続までたどり着くのが少

し分かりづらい状況にありましたので、通報件数が伸びなかったのではないかと思っております。

このため、今回、ＬＩＮＥのリッチメニューに追加表示し、通報の方法を分かりやすくするとと

もに、広報紙やホームページなどで通報できる項目や方法をしっかり周知してまいります。 

 道路の損傷につきましては、職員による管理に加え、業務委託によるパトロールも実施してお

りますが、町民の方々からの通報でさらに万全を期すことができると思いますので、分かりやす

く簡単に通報できるよう、通報システムの改善に努めてまいります。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 上村議員。 

○３番（上村幸輝君） 昨年９月からの運用開始以降、道路の不具合、カーブミラー損傷、公園

の不具合等とういった通報と街灯の要望の合計８件の通報があったということです。 

 また、住民の方から通報があった場合の内容の確認、頻度については、担当課へメールが届く

ため、その都度の対応をやっているということで、早めの対応ができる状態にあることが分かり

ました。 

 住民の方からの通報システムによる通報については、ただ単に利用数が多ければいいというも

のでもなく、極力そういったことはないほうがいいわけではありますが、万が一、発見や遭遇し
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た不具合が重篤なもので緊急を要するものだった場合、時間をかけずに誰でも簡単にすぐ通報が

できる、そういったことができれば、その不具合等による被害を最小限にとどめることができま

す。 

 リッチメニューの追加表示で、ワンアクションでアクセスできるようになり、非常に使いやす

くなります。答弁にありましたように広報紙やホームページ等でしっかりと使い方を周知いただ

くようお願いいたしまして、次の質問に移ります。 

 それでは、二つ目の質問の成人年齢の引下げにおける学校教育の役割について。 

 平成30年６月、成年年齢を20歳から18歳に引き下げることを内容とする民法の一部を改正する

法律が成立しました。そして、施行期日の到来により、本年４月１日より18歳以上は社会的に成

人として扱われることになりました。 

 引き下げられた背景には、世界的に18歳で成人するのが主流であり、18歳、19歳を社会活動に

参加させるためといったことや、少子高齢化に伴い若者の自立を支援していくためといったこと

があるようです。 

 これにより何が変わるのかというと、民法が定めている成年年齢は、「一人で契約をすること

ができる年齢」といった意味と、「父母の権限に服さなくなる年齢」といった意味があり、これ

により、親の同意を得なくても自分の意思で様々な法律行為ができるようになります。 

 例えば、身近なところで、携帯電話の契約であったり、独り暮らしの部屋を借りること、クレ

ジットカードを作ること、高額商品の購入でローンを組むことといったことは、未成年の場合、

これまでは親の同意が必要でしたが、成年として扱われることで、親の同意なしでこういった契

約が自分一人でできるようになります。 

 特に契約においては、未成年者であった場合、もし、親の同意を得ず契約した場合は、民法で

定められた未成年者取消権によって、その契約を取り消すことができました。これは未成年者を

保護するためのものであり、未成年者の消費者被害を抑止する役割を持っていますが、これも適

用されなくなってきます。平成30年という早くから分かっていたことですが、実際に始まった今、

非常に心配されます。 

 第一義的な教育の責任者というものは、もちろん家庭や保護者にありますが、学校教育におい

ても、自分の身は自分で守るという生きる力を育んでいくことが求められます。 

 そこで、質問です。高校教育があるとはいえ、中学校卒業後から僅か３年を待たずして成人年

齢となり、幾つかの法律行為ができる半面、未成年者という法律の庇護を受けなくなります。 

 そこでの２点ですが、１点目、前倒しで自分の身は自分で守るという生きる力が必要になって

きますが、学校ではどのようなことに力を入れられているんでしょうか。そして２点目、これに

対するこの町独自の取組というものはございますでしょうか。以上２点を１回目の質問といたし

ます。 

○議長（稲田忠則君） 酒井教育長。 

○教育長（酒井博範君） ３番上村議員の二つ目の御質問、成人年齢の引下げにおける学校教育

の役割についての１点目、前倒しで生きる力が必要となってくるが、学校ではどのようなことに
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力が入れられているのかについてお答えします。 

 本年４月１日付で民法の一部改正が行われ、成人年齢が18歳へと引き下げられました。この民

法改正に伴い、今後、学校では、日々の授業やキャリア教育の充実を通しまして、社会人として

の自覚、法律内容の周知徹底やトラブルに巻き込まれない危機回避能力の育成にも取り組んでい

く必要があると認識しております。 

 現在、本町の中学校においては、社会科の授業等で、18歳以上が法律で成人として扱われるよ

うになったことに関する学習内容を取り扱っております。具体的には、18歳以上の成人に、既に

与えられてきた選挙権に加え、携帯電話や部屋などの賃貸契約や保護者の同意なしに婚姻届等が

できるようになること、また、そのような行動を取るに当たっては、より社会的な責任が伴い、

法律を遵守するとともに、自分の行動を律して他人に迷惑をかけることがないようにすることな

どを生徒に指導しているところでございます。 

 さらには、家庭科の授業では消費者教育がなされており、18歳になりクレジット契約を結ぶと

き、親のお金を当てにした契約を結んだり、安易にお金を借りてしまうことのないよう指導して

いるところであります。特に、婚姻届につきましては親の承諾なしに届けることが可能になるこ

とから、十分な社会性や経済力を身につけた上で、婚姻に関して適切な判断ができるように取り

組んでまいりたいと考えます。 

 言うまでもなく、18歳成人に関しましては、学校のみならず、各家庭での話合いや家庭教育も

大変重要になってまいります。教育委員会としましては、今後、18歳成人に関しまして保護者へ

の啓発を行いますとともに、学校や保護者との連携を図りながら、児童生徒に対し18歳成人の時

代を生き抜く力を育ててまいりたいと思います。 

 次に、２点目の御質問の２点目、町独自の取組はあるかについてお答えします。 

 町内の中学校では、成人年齢引下げに伴い、社会人としての自覚を育てるためのキャリア教育

の充実に力を入れているところでございます。中学校２年生では、これまで、町内の会社、学校、

幼稚園、保育所、商店等におきまして、３日間の職場体験を行ってまいりました。令和元年度か

らは、職場体験希望調査の段階で、これまでになかった面接を取り入れております。 

 具体的には、地方の方を面接官に迎え、職場体験に関する自分の考えをアピールする面接を行

っています。その際、エントリーシートを記入し、面接官に自分の強みや志望理由を語ることで、

将来の入社試験、入学試験等に対応できる基礎づくりの取組を始めているところであります。 

 また、本町では、中学生や高校生に対し、認定ＮＰＯ法人が全国で展開しておりますマイプロ

ジェクトへの参加を推奨しております。マイプロジェクトとは、中高生が自分の周囲の気になる

課題に気づき、実際に自分たちが行動できることを考えながら課題解決に取り組むものでござい

ます。このような機会を通じて、消費者や受け手としてだけではなくて、生産者や主体者として

の経験をすることによって、地域の未来を担う人材が育つものと考えておりまして、18歳への成

人年齢引下げに対して、若者の自立を早期に支援する貴重な機会の一つであると考えております。 

 教育委員会としましては、今後とも、このような様々な機会を関係各課とも協力しながら児童

生徒に提供しまして、社会の一員として、その責任を自覚するとともに、主体的に考え、判断し、
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行動できる児童生徒の育成を目指してまいりたいと考えます。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 上村議員。 

○３番（上村幸輝君） 答弁ありがとうございます。 

 法の改正というものは、早くから分かっていたことではありますが、家庭での教育がそれに向

けて追いついていけていたのかというと心配な部分もあります。そんな中で、中学校を卒業して

僅か３年にも満たない高校教育の途中で成人を迎え、未成年としての庇護を受けることができな

くなる現実。では、学校教育においては、どのように内容が変遷し、どのような教育が行われて

いるのか、非常に気になるところでした。 

 １点目については、社会科や家庭科の授業の中において、18歳以上が成人として扱われる中で

できること、その半面、社会的責任が伴っていること、そして、その注意点など、学習内容の取

組を通して、法律の遵守と他人に迷惑がかからないよう自らの行動を律するといったことに力を

入れた指導が行われているということですよね。 

 また、18歳成人に関しては、学校のみならず、各家庭で話合いや家庭教育も大変重要になって

くるため、今後において、保護者への啓発と併せて、学校や保護者との連携を図りながら、18歳

成人の時代を生き抜く力を育んでいくということで分かりました。 

 ２点目のこの町独自の取組については、成人年齢引下げに伴い、社会人としての自覚を育てる

ため、キャリア教育の充実に力を入れているということですね。職場体験というものは以前から

ありましたが、その中に、地域の方を迎えた中での自分の強みや志望理由をアピールする面接等、

令和元年度から取り入れているということで、確かに、将来の入学試験や入社試験、それに適用

する基礎づくりができるのかと思います。それと併せて、いろんな物事に物おじしない頼もしさ

というものも養われるような取組かなと思います。 

 また、令和２年度からは、町の中学生、高校生を対象に、地域課題や関心事へのアプローチを

主体的に行う姿勢を育むため、希望者に対してマイプロジェクトに取り組む機会を提供している

ということですね。この取組は、中高生が自分の周囲の気になる課題に気づき、実際に行動がで

きることを考えながら課題解決に取り組むものというふうにありました。このマイプロジェクト

は全国的なものということですが、どういったものなのか。実際にこの町の生徒の取組例等があ

りましたら、簡単に教えていただきたいと思いますが、どうでしょうか。 

 ２回目の質問といたします。 

○議長（稲田忠則君） 酒井教育長。 

○教育長（酒井博範君） ３番上村議員の二つ目の御質問の２回目、マイプロジェクトに関する

実際の取組についてお答えします。 

 初めに、益城町でのマイプロジェクトに関連する催しとしましては、令和２年12月に、マイプ

ロジェクトに取り組む県内の高校生54人が16のプロジェクトを携えて集まり、「高校生マイプロ

ジェクトＡＷＡＲＤｉｎ熊本・益城」という会が開催されました。本町からは、３人の高校生が

出場したほか、７人の中学生が運営ボランティアとして参加しております。 

 また、令和３年９月には、マイプロジェクト経験を持つ大学生の話を聞き、参加者自らがプロ
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ジェクトを企画する「マイプロジェクトスタートアップ１ＤＡＹキャンプｉｎ熊本・益城」が開

催されまして、本町からは、５人の中高生が参加しました。 

 次に、これまで益城町の中高生からの提案で、実際に取り組まれた三つのマイプロジェクトに

ついて紹介いたします。 

 一つ目に、「インスタマガジンで飲食店を応援！プロジェクト」について御説明します。この

プロジェクトは、木山中出身の高校生がコロナ禍で大変な思いをしている人に何かできないかと

考え、生まれたものであります。その内容は、各地で中止になっている夏祭りに着目し、屋台な

どで売っているものを特集し、高校生世代が実際の店舗に行きたくなるような投稿をインスタグ

ラム内で作成するとともに、益城エール飯とも連携して情報発信をするものでした。 

 二つ目は、益城中生徒が考案した「みんなでゲームをしよう」というプロジェクトです。これ

は人と接することが苦手な人を減らすことを目的としておりまして、その一歩として、友達と一

緒にゲームをしたり、遊んだりすることに取り組むものでした。 

 三つ目に、益城中出身の高校生が考案した「ソフトテニスで活性化プロジェクト」です。これ

は地震で被災した益城町で、ソフトテニスを通して、人とのつながりの大切さを感じ、人々が交

流する機会をつくるというものでした。 

 これら個別のプロジェクトや、さきに述べましたように、いろいろな催しの中で交流を通じま

して、参加した中高生は自ら考え、試行錯誤し、自らのテーマを探求するとともに、互いのアイ

デアを語り合うことで、不確かな現代においても未来に進もうとする主体性と協働性を持った想

像力を培うものであるというふうに考えております。 

 教育委員会としましては、益城町の子どもたちが身の回りの課題に気づき、その解決に向けて

主体的に考え、自ら行動できる力を身につけることができますよう、今後とも、マイプロジェク

ト等の取組に対し支援してまいりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 上村議員。 

○３番（上村幸輝君） マイプロジェクト、非常に面白い取組だなと思います。益城町からも木

山中出身の高校生による「インスタマガジン飲食店応援！プロジェクト」、そして、益城中の生

徒による「みんなでゲームをしようプロジェクト」、益城中出身の高校生による「ソフトテニス

で活性化プロジェクト」と。コロナ禍の経験はもとより、熊本地震で絆の大切さというものを経

験した生徒ならではの、それぞれの思いの詰まった三つのプロジェクトかと思います。それを提

案し、課題解決に向けて取組がなされたということですよね。 

 いろんな発想の中で取り組みたい課題を見つけ、これが正解というものがない中で、試行錯誤

しながらも課題解決に向けて、自分に何ができるのかを考え、行動を起こし、進んでいく。 

 答弁にありましたように、この不確かな時代においても未来へ向かって進もうとする主体性と

協働性を伴った想像力をしっかりと培うことができるのかなというふうに思います。 

 また、このプロジェクトは全国的なプロジェクトですが、これに関する催しが益城町を会場に

２年にわたって行われたということで、多くの町内の中高生においても、刺激を与えてそれぞれ

の精神的成長を助長し合っていることかと思います。 
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 今回質問した成人年齢の引下げについて、18歳選挙権は平成28年６月からと一足先に始まって

いましたが、このような教育が行われている中、未来の益城町を担う若い力が社会的参加、また、

政治参加してくれることを待つことが私自身も楽しみになったように思います。 

 家庭や地域の地域力を生かし子どもたちを育むということはもちろんのことなんですが、学校

や行政においてもしっかりと子どもたちの成長を育んでいただきますようお願いいたしまして、

私の一般質問を終わります。 

 答弁、ありがとうございました。 

○議長（稲田忠則君） 上村幸輝議員の質問が終わりました。 

 午前中はこれで終わります。午後は１時30分から会議を再開します。 

                                            

休憩 午前11時45分 

再開 午後１時30分 

                                            

○議長（稲田忠則君） 午前中に引き続き午後の会議を開きます。 

 吉村議員から午前中の件で発言がございますので、お願いいたします。 

○７番（吉村建文君） １番質問の最後で、子ども医療費無償化について所感を述べた部分に関

して、議事から削除をお願いいたします。 

○議長（稲田忠則君） ただいま吉村議員から取消しの申出があっております。皆さん、取消し

に御異議ありませんか。 

         （異議なしの声あり） 

○議長（稲田忠則君） ありがとうございます。 

 次に、宮﨑金次議員の質問を許します。 

 12番宮﨑金次議員。 

○12番（宮﨑金次君） こんにちは。12番宮﨑でございます。 

 本日は３人目の一般質問者でございまして、午後のやや眠い時間帯ではありますが、地域住民

の人たちがとても心配されている事項について、住民の皆さんの要望を受けて、今回は質問させ

ていただきます。 

 本議会も、コロナ感染症対策のため、本議会を直接傍聴することはできませんが、本日の質問

内容がとても住民の皆さんに大きく関係するということから、各区長さんはじめ、地域住民の代

表の皆さんがモニター室で傍聴されておられます。モニター室で傍聴されている皆さんは本当に

お忙しい中で、本日おいでいただきましてありがとうございます。一生懸命やらさせていただき

ます。 

 さて、本日の質問は事前に通告しております、まず一つ、安永中井出排水ポンプ設置工事の現

況について。二つ目は、県道熊本高森線４車線化工事の住民説明について、三つ目に、鉄砂川の

異臭問題について、以上３点について質問をさせていただきます。 

 では、質問席のほうに移動します。 
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 本日も元気はつらつと１問目の中井出排水ポンプ場の件から質問させていただきます。 

 この中井出排水ポンプについては、昨年の12月議会でも取り上げました。皆様も御承知のよう

に、安永１・２町内を流れる中井出及びその流域は、熊本地震で秋津川より大きく地盤が沈下し

たため、豪雨時に、特に、秋津川の水位が上がったときは、中井出からの秋津川への排水ができ

ず、ダム湖のように変容してしまい、域内の道路の冠水や住宅の床下、床上浸水、停車中の車へ

の浸水等が発生しています。 

 地元でも被害をできるだけ少なくするために、安永１町内、２町内にそれぞれ自主防災クラブ

を立ち上げ、定期的に防災訓練や中井出の清掃、泥上げ等を行うとともに、被害が予想される豪

雨時には、24時間体制で冠水道路の交通止めや通行車両の誘導、浸水地域の車を高台への移動、

特に、仮設ポンプをいち早く稼働させ、被害の局限化に努めてまいりました。おかげさまで、こ

の２年間は被害の発生はありません。 

 昨年、安永住民の念願であった中井出に強力な排水ポンプの設置が決定され、安永の人たちも

大変喜んでおりました。昨年の３月には、工事用の連絡橋は完成しましたが、その後、なかなか

本格的に工事が行われず、８月になってやっと請負工事業者が決定し、本年の梅雨までには排水

ポンプを稼働させるとのことでした。 

 そうこうしている状況で、４月22日に、下水道課長から突然、４月20日をもって大栄企業との

請負契約を解除したと聞かされ、大変驚きました。今年は梅雨までに強力な排水ポンプが設置さ

れて安心できると思っていた安永の中井出沿いの皆さんや自主防災クラブ員へ知らせる必要があ

ることから、安永１・２町内区長さんから説明会への案内チラシをそれぞれ配布していただき、

５月の連休明け後の５月11日に、安永１・２町内公民館において、約60名集まっていただきまし

た人たちに、町の下水道課長から契約解除の経緯や今後の町の取組について説明していただきま

した。 

 町の説明では、請負業者が町の指導を聞かず、工事が遅れ、とても梅雨までにはポンプの稼働

はできないことから、町内の新たな工事業者２社と契約して、梅雨に間に合わせるようにしたい

とのことでした。しかし、説明を受けた住民は、この時期の業者の変更に大変心配しており、そ

こで、一昨日議会で一部答弁をされた内容もありますけれども、通告どおり、まず２点、質問さ

せていただきます。 

 まず１点目は、現在の中井出排水ポンプ工事の進捗状況及び稼働開始時期について、２番目に、

本日、これは通告を議長に報告した時期なんですが、５月20日現在で、工事は既に約１か月停止

中で、梅雨までにポンプ稼働は多分不可能だとして、被害をできるだけ少なくするために、先般、

これは町の説明会時に町へ要望した排水ポンプの増強、それに秋津川からの逆流防止柵、それか

ら照明の設置については可能なのか。 

 以上２点について、まず御質問させていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 12番宮﨑議員の一つ目の御質問の１点目、現在の中井出排水ポンプ工事

の進捗状況及び稼働開始時期についてお答えをします。 
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 安永中井出地区の雨水ポンプ場建設工事は、昨年８月10日に請負契約を受注者である大栄企業

株式会社と締結し、今年の梅雨前の５月20日を工期として工事を進めてまいりました。しかしな

がら、大栄企業は、着工届提出後に、108日間も本格的な工事に着手せず、また、この間、適切

な施工計画書の提出もありませんでした。このため、担当の下水道課から指示書により、適切な

施工計画書の提出や施工体制の強化などについて、度重なる指示を行うとともに、発注者と受注

者による工程会議を何度も開催してまいりました。 

 また、大変異例なことですが、大栄企業の社長を役場に招き、私自ら社長に対して、工事の適

切な進捗について強く要請し、社長からは工期までには間に合わせる旨の回答がありました。大

栄企業は、県の格付から見ても、地場でトップクラスの企業であり、その社長が、工期までの完

成を明言したことから、その後は、総力を挙げて工事に取り組み、企業の威信にかけて、工期ま

でに完成させるものと考えておりました。 

 しかしながら、その後の大栄企業の対応は必ずしも適切なものではなく、令和４年５月２日の

工期までに工事を終了させる見込みが立たなくなりましたことから、益城町公共工事請負契約約

款に基づき、令和４年４月20日付で工事請負契約を解除するという大変重い措置を取らざるを得

ませんでした。 

 契約解除に伴う残工事につきましては至急進める必要があるため、工事を２工区に分割し、町

内の機動力のある２社と６月３日までの工期で契約し、大栄企業が設置した矢板などの仮設備を

活用して工事を進めることとしておりました。しかし、５月になって、この時期としては、比較

的大きな出水があり、ポンプ場造成の現場が水没してしまったことから、現場を遮水するための

仮設備の検討を行う必要が生じました。これはもともと大栄企業の工期が５月２日という出水期

前の工期であり、予定どおりに工事が完成していれば必要がなかったものです。この仮設備の検

討に不測の時間を要しましたことから、現場では、工事着手が遅れ、５月26日に着手をしたとこ

ろです。 

 なお、６月６日時点の進捗率は、２工区合わせて、おおむね６％程度となっています。残工事

の受注者とも工程会議を何度も行うなど、工事の進捗に努めていますが、今後、梅雨入り後の降

雨による工事の遅れなども考慮すると、ポンプを稼働できるようになるのは、本格的な台風シー

ズン前の８月下旬頃になるのではないかと考えております。このようなポンプの稼働時期になっ

たことは、大栄企業が工期内に工事を完成させることができず、契約解除という措置に至ったこ

とが第一の原因です。 

 町としましても、大栄企業の格付や社長の工期に間に合わせるという言葉を信用し、契約解除

を慎重に判断せざるを得ず、早期の解除に踏み込めなかったことが悔やまれるところです。梅雨

前のポンプの稼働を求められてきた住民の皆様に対して大変申し訳なく思っており、この場をお

借りして、深くおわびを申し上げるとともに、受注者とともに全力を挙げて、残りの工事に取り

組んでまいります。 

 次に、一つ目の御質問の２点目、本日現在で、工事は既に１か月停止中で、梅雨前までにポン

プ稼働は不可能だとして、被害を少なくするために、先般、町に要望した仮排水ポンプの増強、



 - 73 - 

現状の２倍、秋津川からの逆流防止柵、照明の設置について可能かについてお答えをします。 

 ポンプの稼働が８月下旬頃を予定していますので、それまでの間は、ポンプ以外の対策で内水

被害の軽減に全力で取り組んでまいります。まず、議員御質問の仮排水ポンプの能力を２倍に増

強することにつきましては、既にポンプ台数を２倍とすることで対応しております。また、秋津

川からの逆流防止用の柵につきましては、矢板や大型土のうで対応することとしており、夜間で

も、仮排水ポンプの操作を確実に行うための照明につきましても、設置を完了しているところで

す。さらには、道路冠水被害の激しい箇所への看板設置や職員による仮排水ポンプの迅速な稼働

など、内水被害を最小限とするための、できる限りの対応を地元と連携させていただきながら行

ってまいります。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 宮﨑議員。 

○12番（宮﨑金次君） ただいま町長から１回目の答弁いただきました。 

 まず１番目の中井出排水ポンプの進捗状況については、今、町長からいろいろ御説明があった

とおりで、５月２日現在で６％だそうで。それから、完成の時期については、いろいろこれから

出水期を迎えて、工事等長引くだろうということで、８月の下旬ということだそうです。 

 それから、町への要望事項については、仮ポンプの増強については２倍に早速していただきま

した。照明装置についてもすぐ処置をしていただくということでございました。ただ、秋津川か

らの逆流防止については、現在まだ完成しておりませんので、これは早急にやっていただきたい

なというふうに思います。いずれにしましても、要望事項については早速対応していただき、本

当に感謝いたしております。 

 ２回目の質問に入る前に、もう一度、安永中井出排水ポンプ工事状況について、これまでの流

れを時系列的に整理しますと、昨年の８月に請負業者が決まりましたが、なかなか本格的な工事

に着手せず、地元住民の心配の声が聞こえたことから、12月の議会の一般質問で、ポンプの稼働

時期及び梅雨までに間に合わなかった場合の町の処置について、質問をさせていただきました。

そのときの議事録はこれなんですが、私もそのときだいぶんしつこく３回目まで質問させていた

だきました。町長は答弁で、稼働時期は梅雨前までに工事が遅れないように、きつく業者を指導

して工事を完成させる、こういうふうにお答えになられました。 

 さらに、３月議会中に、建設経済常任委員会の皆さんが現地視察をされ、４月の19日、これは、

ちょうど町長選挙で告示日でありますけれども、町長選挙が終わり、翌20日に工事の契約解除、

私が知り得たのが22日で、安永１・２町内区長さんに連絡して、５月の連休明け、５月の11日に

安永地区の説明会、そして、町から新たな２社と契約して、梅雨前までにポンプを稼働させると

いうふうに町からお答えをいただいております。 

 ５月の15日には、地元住民による中井出の泥上げ、５月の20日、これがこの質問表を出す時期

だったんですが、１か月間、もう工事が止まっている。それから５月の29日に防災訓練をやりま

した、安永は。そして、その冒頭に、下水道課長から中井出の排水ポンプの稼働は、梅雨までに

は間に合わない、こういうふうに説明がありました。 

 これが、以上が簡単にまとめたポンプに関する時系列的な事象です。 
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 そこで、住民の皆さんが特に疑問に感じられた事項、３点についてお伺いをします。 

 まず１番目に、梅雨前の４月20日に契約を解除して、たとえ新規の２社で工事に着手したとし

ても、梅雨前には稼働できないのに、なぜこの時期に契約を解除したのか、これが１点です。 

 それから２番目に、契約解除に当たって、当然、メリット、デメリットを分析し、デメリット

への対策を考えれば、次の業者が直ちに工事に着手できるように、つまり、契約解除に当たって

周到な準備の下で行われなかったのではないか、これが２点目です。 

 ３番目に、12月の一般質問の答弁で、町長は町民の生命財産を守るのが自分の使命だと力強く

言われました。また、町長は日頃から町民に寄り添うというような言葉をよく使われていますが、

今回の排水ポンプ契約の解除により、梅雨前のポンプ稼働はできず、稼働時期が延びてしまった。

さらに、２回の住民への説明会に際しても、町長、副町長、土木審議監のお一人も出席されず、

住民から住民を軽視してるんではないかという言葉が聞かれております。 

 以上、この３点について、住民に代わり質問します。よろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 12番宮﨑議員の一つ目の御質問の２回目の１点目、なぜこの時期に契約

を解除したのかについてお答えをします。 

 大栄企業とは、昨年の８月10日に工事請負契約を締結しましたが、その後、提出された施工計

画書に不備な点が多数ありましたことから、是正を求めるとともに、早期の工事着手を求めてま

いりました。その後も、度重なる指示書により、施工体制の強化や工程会議を何度も繰り返すな

ど、工事の進捗を図るための対応を行ってまいりました。しかしながら、大栄企業の対応は、そ

の後も必ずしも適切なものではなかったため、４月20日に契約を解除したものです。 

 しかし、現時点で振り返ると、大栄企業の格付や社長の工期内に完成させるという言葉から、

契約解除を慎重に判断せざるを得ず、早期の解除に踏み込めなかったことは悔やまれるところで

す。 

 次に、一つ目の御質問の２回目の２点目、契約解除に当たって、メリット、デメリットを明ら

かにし、デメリットへの対策を考えて、次の業者が短時間で工事に着手できるように、契約解除

に当たっては周到な準備の下で行われたのかについてお答えします。 

 私が契約解除の判断をしたのは、工事着手後の一連の大栄企業の対応が度重なる指示書により、

施工体制の強化を求めても適切に対応しない、工程会議で工程を確認してもその工程が必ずしも

守られないなど、工事請負契約書にある「信義に従って誠実にこれを履行する」からはほど遠い

もので、工事完了の時期を全く見通すことができなかったからです。このため、これ以上、大栄

企業に施工を任せることは町民の利益を大きく損ねることになり、町長としてそのような選択は

到底できるものではなく、契約を解除して地元の機動力のある企業に工事を任せることが、町民

の利益にとってメリットであると判断をしたところです。 

 デメリットとしましては、この時点で契約解除することで梅雨までに工事を完成することがで

きないのではないかという懸念です。この懸念に対応するために、大栄企業が設置した仮設備を

そのまま利用して工事を行うという段取りで工事を発注しました。しかし、５月に入り大きな出
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水があり現場が水没してしまったことから、遮水するための仮設備の検討を行う必要が生じ、こ

の仮設備の検討に不測の時間を要しましたことから、現場では工事着手が遅れてしまったもので

す。この遮水のための仮設備は、大栄企業が当初の工期の５月２日に工事完了していれば必要の

なかったものです。 

 最後に、一つ目の御質問の２回目の３点目、今回の排水ポンプ契約解除については、８月下旬

まで延びてしまい、２度の住民説明に際しても、町長、副町長、土木審議監のお一人も出席され

ず、住民を軽視していたのではないかについてお答えをします。 

 今回の住民説明会につきましては、先日５月６日に行われた全員協議会におきまして、安永地

区住民への説明を行ってほしいとの要望を受け、急遽、５月11日午前10時より安永１・２町内公

民館において開催させていただいたため、事情に最も詳しい下水道課から説明させていただいた

ものです。また、５月29日の安永１・２町内自主防災クラブの主催で行われた防災訓練に際して

の説明につきましても、町からは危機管理課とともに下水道課が出席をさせていただきました。

このように丁寧な説明に努めたもので、議員がおっしゃられるように住民を軽視していたのでは

決してないことを御理解いただきたいと思います。 

 そういった思いも踏まえ、先ほど申しましたが、現状の２倍の仮排水ポンプの増強、照明や看

板設置に加えまして、先週、私自身が、国土交通省熊本河川国道事務所長を訪ね、梅雨時期の大

型の排水ポンプ３基あります、そちらのほうの借用を依頼して来週打合せをする予定となってお

ります。 

 私は、住民の生命と財産を守ることは町長として最も重要な責務と考えており、今後もこのこ

とを忘れず、内水被害の軽減に限らず、全ての職務に取り組んでまいります。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 宮﨑議員。 

○12番（宮﨑金次君） 町長から２回目の答弁いただきました。 

 確かに、工事契約については、私もやむを得ないなという感じは持っています。しかし、やる

時期、要領については、もっとほかにやり方があったんじゃないかという感じを持っております。 

 それから、町長、今、るる住民を軽視したんじゃないというお話ございました。確かに軽視し

たとは、こういう言葉では言ったんですが、それよりも、では、なぜ下水道課長だけがいろんな

質問に対してやり玉に上がって、彼はやっぱり一生懸命答えてくれます。しかし、下水道課は表

面だけなんですよね。住民はもっと広く質問されます。そのとき答えられない。やり玉に上がる。

つるし上げに遭う。それだったら、やっぱりきちんと全般を把握した人が来てちゃんと説明すべ

きだと。今回の出水期を前にした排水ポンプの契約解除は、それくらい私は大きい問題で、当然、

町長か副町長か土木審議監が来て、きちんと住民に説明すべきだというふうに思います。 

 そこで、３回目の質問に入るんですけれども、まだ被害が発生しておりませんけれども、梅雨

に入っておりませんので、しておりませんし、町がこれまでに厳しく業者に指導してきたとして

も、町が住民にこれまで説明してきた梅雨前までに排水ポンプを稼働させるということは、具体

的にできないわけですよね。できなくなった。ですから、住民から、町は本当に被害を受ける住

民の立場に立って、この排水ポンプ問題を処置してきたのか、こういう大きな疑問を住民は持っ
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ています。この住民の疑問に対して、再度町長から安心させる言葉をいただければありがたいと、

こういうふうに思います。 

 これを３回目の質問にいたします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 12番宮﨑議員、３回目の御質問にお答えします。 

 熊本地震のときに、まず、内水がはけなくなって多くの災害が出たということで、まず、その

ときに考えたのがとにかく排水ポンプをつけようという思いで、今回の工事に至ったところです。

そういった中で、工事の契約が遅れた、工事が遅れたということで、こちらについては、やはり、

二重三重の手を打たなければならないということで、排水ポンプの容量を２倍にする。そして、

河川事務局のほうから、熊本地震のときにあれはお借りしていました。かなりの容量の排水をや

ります。そういったことで、地元の方たちが不安にならないように、職員と一緒に、また、地元

の自主防災組織の皆さん方にも協力を仰ぎながら、しっかりとまた取り組んでまいりますので、

どうぞよろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 宮﨑議員。 

○12番（宮﨑金次君） ありがとうございました。現在、新しい業者さんの下で、工事が進めら

れているようで、ともかく一日も早く完成を願うとともに、豪雨の場合は、町職員と地元が連携

して、被害をできるだけ少なくしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いして、次の質問、

県道４車線化に入らせていただきます。 

 県道熊本高森線の４車線化工事は、我が町の熊本地震から復興事業の一つとして、平成28年に

着手、令和７年度完成を目標に、県の事業として、それを町が協力するとして進められ、令和４

年３月末時点で、用地の契約約90％、歩道部の工事が55.2％、車道部30.2％と順調に工事が進め

られているようで、我々としても大変喜ばしいことと思っております。なお、県の益城復興事務

所によれば、令和５年度末以降、整備が終わった惣領交差点以西の道路の供用を開始したいとの

ことで、いよいよ４車線化された県道熊本高森線の使用も間近になってきたように思います。 

 そこで、本県道の完成が目に見えるようになったことを踏まえ、沿道住民が心配している事項

について、３点質問します。 

 まず１点目は、県道と町道、里道等の交差点、出入口、取付け道路とも言います。に幅６メー

トル、長さ13メートルを整備するのは、いつ、どこを整備しようと考えておられるのか。 

 ２番目に、現在の信号機の設置位置、目的は、４車線化になっても変わらないのか、変わるの

か。 

 それから３番目に、道路面に降った雨の排水はどうなるのか。内水氾濫地域へも流すのか。 

 以上の３点について質問します。よろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 12番宮﨑議員の二つ目の御質問の１点目、県道と町道や里道などの交差

点に、幅６メートル、長さ13メートルを整備するのはいつ、どこをするかについてお答えします。 

 お答えの前に、まず、県道熊本高森線４車線化工事の令和４年５月１日現在の進捗状況につい
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てでございますが、用地につきましては、先ほど話がありましたように、契約率が約90％で、工

事の着手率につきましては、歩道部が55％、車道部が約30％となっており、令和７年度末までの

完成に向けて、おおむね順調な進捗であると県からお聞きをしております。 

 議員御質問の県道と町道や里道などの取付け道路の整備につきましては、工事の円滑な推進を

図る観点などから、県で４車線化の一環として整備していただくことで協議が調っており、町も

早期完成に向け、県と連携して取り組んでいるところです。この取付け道路は、普通自動車が離

合できるように、幅員を６メートルとし、熊本高森線の車道の端から13メートルの区間を整備す

る計画となっております。このような県道への取付け道路は35か所ありますが、県が県道熊本高

森線４車線化事業の用地買収を行う際に、地権者の方へ取付け道路に必要な用地の御協力も併せ

てお願いしているところです。既に、地権者の御協力をいただいている箇所もあり、今後、県道

熊本高森線整備の工事に併せ、順次整備していく予定です。 

 次に、二つ目の御質問の２点目、現在の信号機の設置位置、目的は４車線化になっても変わら

ないかについてお答えします。 

 信号機や横断歩道の位置や仕様につきましては、基本的には、現在と変わらない計画となって

おります。ただ、一つ目の質問でもありましたように、取付け道路の整備を行う場合に、幅員を

広くする計画となっておりますので、その関係で、横断歩道の位置を移設する必要がある箇所も

あります。また、広崎公園の西側につきましては、二つの横断歩道が近接している箇所があり、

警察からの指導により、１か所に統合される予定であると県から伺っております。 

 最後に、二つ目の御質問の３点目、道路面に降った雨の排水はどうなるのか、内水氾濫地域へ

も流すのかについてお答えします。 

 県道熊本高森線４車線化工事におきましては、平成９年度に作成しました町の公共下水道事業

計画との整合を図っており、計画上は、４車線化による下流地域への負荷が増加することはない

と考えております。また、安永や福富に設置予定の排水ポンプは、平成28年熊本地震直後の大き

な出水でも、内水被害が解消される十分な能力となっており、このことからも、県道熊本高森線

４車線化の影響による内水被害のおそれはないものと考えております。 

 なお、今後の熊本高森線４車線化と排水ポンプの工事の進捗状況、それに伴う内水状況を踏ま

え、対策を検討しなければならない状況が確認された場合には、県とも連携し、適切に対応して

まいります。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 宮﨑議員。 

○12番（宮﨑金次君） 町長から１回目の答弁をいただきました。 

 県道熊本高森線の４車線化は、これは熊本県の事業である関係上か、なかなか地域住民の声が

県に伝わっていないと感じています。一昨年、広安地区の区長さんたちを県の益城復興事務所に

御案内したことがありましたが、その後も、住民との意見交換会や住民説明会等が行われたとい

う話は聞いておりませんので、町民への説明会は行われていないように思います。その観点から、

沿線住民が声が上がっている３項目について先ほど質問をさせていただきました。 

 先ほどの町長の答弁によりますと、県道と町道との交差点、つまり取付け道路の拡幅について
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は、６メートル、13メートルですね。これが35か所、整備予定だと。これを県道に併せて逐次整

備していくということでした。それから、信号機の位置や目的、これについても、取付け道路の

関係で、小移動や統合する場合もあるとのことでしたが、基本的には現行と変わらない。それか

ら、道路面に降った雨についても、排水ポンプが稼働すれば大丈夫じゃないか、どうしてものと

きは、また検討調整する、こういうお答えでした。やはり、この県道４車線化事業は、県の担任

で、どちらかというと町にはあまり関心がないように感じましたが、それでは、困ると思うんで

す。 

 そこで、２回目の質問として２点伺います。 

 まず１点目は、県道への取付け道路の整備予定35か所のうち、これまでに何か所が整備され、

今後、今年度以降、どのように整備していかれるのか。もう来年度の末には、惣領から向こうは

供用開始になります。どんどんそれに早く手を打っていかないと、多分４車線化できて、取付け

道路が狭いから、事故が多発して非常に困るんじゃないかと思います。 

 １点目は、どことどこを今後どのように整備されていくのか。 

 ２点目は、信号機の問題で、４車線化になれば、道路の横断は信号機があるところでないと、

多分、横断できなくなることから、お年寄りの話では、バス停は歩行者信号機の近くでないと大

変なようで、例えば、現在の安永や広安小学校前のバス停、このようなバス停では、反対側のバ

ス停に移動するのは、非常に大変になる。また、４車線化された県道への出入りは、時間帯によ

って県道に入れない状況も発生すると思われます。 

 現在の車両用信号機、現在は、寺迫、木山、惣領、それから高速下、それから広崎の変電所の

５か所しかありません。それ以外は、押しボタン式の信号機ですから、誰か降りて、押しボタン

を押せば別ですけど、それ以外は、車が、交通量が多いときには多分出れない。特に、右折は非

常に困難になります。が予想され、車両用信号機の増加、これが必要だと思います。 

 そこで、質問は、地域住民の声を聞いて信号機についても改善する必要があると思いますが、

いかがでしょうか。 

 もう１回、ちょっとここのところを整理します。 

 １点目は、県道への取付け道路の整備状況、今後の予定について。２点目は、信号機について、

今後改善する必要があるのではないか。この二つを２問目の質問とさせていただきます。よろし

くお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 12番宮﨑議員の二つ目の御質問にお答えします。 

 まず、取付け道路の状況なんですが、これは先ほど申しましたように35か所ということで、こ

ちらの詳しい、どこが何か所整備してあるというのは、後ほどまたお答えをさせていただきたい

と思います。 

 それと、住民の意見や要望を受けて行ったのかということで、いろいろ横断歩道への迂回であ

ったりとか、バス利用者の横断歩道への迂回とかいろいろありますが、まず、都市の骨格としま

して、熊本地震からの復興には欠かせず、復興のシンボルとなる県道熊本高森線の４車線化事業
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は、現在の２車線で10メートルの幅員を、４車線化により、27メートルにするとともに、両側に

歩道5.5メートルを整備することで、渋滞緩和など、円滑な交通ネットワークの形成とともに歩

行者の安全を図り、歩きやすい快適な歩行者空間を確保するものです。 

 このため、横断歩道の位置や信号機の処理方法とその位置の検討につきましては、これらの県

道熊本高森線の持つ道路機能の確保を念頭に置くとともに、利用者の利便性にも最大限配慮した

ものではならないと認識をしているところです。 

 このようなことから、町としましても、横断歩道や信号機に関する住民の方の御要望を県に対

して様々な機会を通じて伝えてきたところです。県におかれましても、本町から要望内容などを

踏まえた上で、県警との交通協議を行われ、横断歩道や信号機の設置場所などを決定をされてい

ると認識をしているところです。また、バス停の位置につきましても、バス利用者の利便性を考

慮し、原則、位置の変更は行わないとのことです。 

 これらのことにより、議員の御質問にもあるとおり、道路横断者やバス利用者が横断歩道へ迂

回される際など、場合によっては利用される方が不便を感じられることもあるかもしれません。

しかし、これらのことを検討するに当たって念頭に置かなければならないのは、利用者の利便性

とともに、歩行者など道路横断者の安全性の確保と４車線化により格段に向上する県道熊本高森

線の道路機能の確保です。 

 確かに、住民の方が御希望される全ての箇所に信号や横断歩道を設置すれば、横断者の方の利

便性は向上します。しかし、横断者の利便性が向上することにより、その分、円滑な交通ネット

ワークといった県道熊本高森線の道路機能は期待どおりには発揮されないこととなります。この

ため、重要なのは、地域住民の方々の声を踏まえながら、これら相反する関係にある機能を全て

の利用者にとって、できるだけ最適なものとなるよう工夫しながら、計画整備することが大切だ

と考えております。県と県警との協議におきましても、これらのことをしっかり念頭に置きまし

て、具体的な検討が行われていると認識しているものであります。住民の皆様にも、どうか御理

解をいただきたいと思います。 

 なお、本町におきましては、今後も、町民の方、皆様の御意見、御要望につきましては、真摯

に耳を傾け、県に対しまして、様々な機会を通じて伝えてまいりますが、議会や住民の代表など

で組織されている都市計画道路益城中央線連絡協議会などにおきましても、引き続き御意見など

をいただければと思っております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 宮﨑議員。 

○12番（宮﨑金次君） 町長から答弁いただきました。大分時間が迫ってきておりますが、まず、

先ほどから言いますように、いろんな今町長が話されているのはそのとおりだと思います。私が

問題にしているのは、住民と県、町、これが調整をする場が全然ない。確かに、今、町長が言わ

れたとおりなんですけれども、それを住民に説明されていない。だから、そういう場をつくって

いただきたい。これがこの質問の狙いであります。 

 全く、多分、私が２回目の質問したやつについても、担当課でスムーズに答えられない。それ

ぐらい関心が薄い。今まで、ほとんど県にお願いしているとおり、ましてや、住民にそういう意
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見を聞いたこともない。こういうことでは困るので、ぜひそういう場をつくっていただきたい。

これがこの趣旨であります。大体そういうことでございますので、どうぞよろしくお願いしたい

と思います。 

 それでは、３番目の質問に入らせていただきます。次の質問は、鉄砂川の異臭問題であります。 

 皆さんも御承知かと思いますが、安永の鉄砂川流域の皆さんから昨年秋頃から異臭が始まり、

特に今年に入り、２月、３月頃は、とても我慢できないぐらいの汚臭となり、住民の総意を受け

た安永３町内のましき野自治会長から町へ改善要望書が提出され、要望を受けた町は、現状を確

認し、水質検査と鉄砂川の汚染土を取り除くとの回答があり、現在除去地域と時期を調整中との

ことでした。 

 町に要望書を出した後、特に５月の連休間は、鉄砂川上流の工場も休みに入ったことから、こ

れまでの大雨で、河川が大掃除をされたことから影響して、現在までに異臭はあっておりません。

しかし、きちっと原因を明らかにしておくことが必要でありますので、通告どおり、まず、２点

お伺いします。 

 １点目は、鉄砂川の異臭の原因について、２点目は、鉄砂川流域住民の生活環境を悪化させな

いため、今後、町が行おうとしている異臭防止策について。 

 以上２点についてお伺いします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 12番宮﨑議員の三つ目の御質問の１点目、鉄砂川の異臭の原因は何かに

ついてお答えします。 

 今回の異臭の原因は、水質検査を行った結果、水面に多数見られた浮遊物から発せられる脂肪

酸系の異臭成分や硫化水素などによるものと見られます。浮遊物は一過性のものではなく、それ

まで川底に蓄積していた樹木の枝や葉などの堆積物が、内部でのガス発生や冷水の流入などによ

り浮上したものと考えられます。加えて、特に異臭が発生する場所は、堆積物を蓄積しやすい構

造となっており、また、水の流れがない場合は、常に滞留し、酸欠状態となるなど、異臭が発生

しやすい環境でもあります。 

 しかし、最近になって、異臭がするようになったことを考えると、流入水の水質などに何らか

の変化が生じたことも考えられます。異臭発生箇所の上流側には２社の工場からの排水が流入し

ておりますが、降雨時以外では、この２社からの排水以外の流入はほとんどないため、これらの

排水が影響している可能性も考えられます。 

 そこで、今回の水質検査では、工場にも協力をいただき、排水検査を併せて実施しましたが、

検査結果は、水質汚濁法などの基準を満たしており、また、異臭の原因となる物質も確認をされ

ませんでした。したがいまして、過去において、何らかの理由で一時的に異臭の原因となる物質

が排水に混入した可能性があるのではないかと考えており、工場にも調査をお願いしたところで

す。 

 次に、三つ目の御質問の２点目、鉄砂川流域住民の生活環境を悪化させないため、今後、町が

行おうとしている異臭防止策はどうなっているのかについてお答えします。 
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 現在は、異臭の原因となる物質などの流入は確認されておりませんので、しゅんせつ工事を行

い、堆積物を除去することで、今回のような異臭の発生は改善できるものと考えており、現在そ

の準備を進めているところです。また、工場側も、調査結果を基に、原因物質の流出の可能性が

ある箇所には、既に十分な改善対策を取られており、排水基準にも問題がないことを町も確認を

しております。 

 今後、町としましては、定期的に、経過観察を行い、水質悪化の兆候が見受けられるようであ

れば、随時、原因を調査し、適切に対応してまいりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 宮﨑議員。 

○12番（宮﨑金次君） ただいま、町長から異臭の原因について答弁がありました。 

 鉄砂川流域の住民の声に、その答弁は全く私は答えてないというふうに感じます。 

 私たちは過去の経験から異臭を発した物質はどこで発生し、どこからどのように流され、どの

ように住民の生活環境を悪化させてきたか、これらをどのように改善すれば、住民は安心して生

活できるのかを明らかにすることが必要であるというふうに思っています。 

 さて、今回の鉄砂川異臭問題も、２、３月頃が一番臭いがひどく、４月にましき野自治会から

町へ改善要望が出されて以降、喜ばしいことに、なぜか異臭はほとんどなくなりました。特に、

５月の連休間には工場が操業停止したため、鉄砂川は本当にきれいで、臭いも全くありませんで

した。現在も、週一、二回見に行っておりますが、悪臭はほとんど感じなくなりました。改善さ

れているようです。しかし、改善されたということは、悪臭の原因が分かり、悪臭を出さないよ

うに処置されたというわけで、このことを被害を受けた住民に、なぜ連絡しないのか。本当にお

かしいと思います。 

 そこで、２回目の質問として、再度、町長に、３～４月頃、鉄砂川で発生した異臭の原因とこ

の改善策、要は悪臭を発生させないための方策と町のチェック体制について、どう考えられるの

か、再度お聞きします。よろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 12番宮﨑議員、２回目の御質問にお答えします。 

 本当の原因はということで、先ほども述べましたとおり、原因の特定には至っておりません。

異臭発生箇所には、２社の工場からの排水が流入しておりまして、これらの排水が影響している

可能性も考えられます。また、現在は、２社の工場排水の水質には問題がなく、過去に何らかの

理由で一時的に異臭の原因となる物質が排水に混入した可能性があるということです。 

 また、改善対策につきましては、今回の工場が行った調査結果を基に、町職員が工場敷地内に

おいて、改善対策の説明を受けております。私自身も、先週工場を訪問し、箇所を確かめてまい

りました。内容としましては、今回の異臭問題となり得る原因物質が河川に流出したような箇所

の特定はできませんでしたが、総点検の中で、工場内での異臭の原因となり得るであろう物質を

扱う設備と河川につながる排水路が近接している箇所に流出の可能性を考慮し、間仕切りを新た

に施工したという説明で、我々も、その箇所を目視し、確認をしております。さらに、河川に一

番近い調整池内の沈殿槽におきましても、沈殿物の抜取り回数を増やして対応されております。
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以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 宮﨑議員。 

○12番（宮﨑金次君） 町長から答弁いただきました。いろいろ対策は取られていると、こうい

うような感じをします。その中の一つが、多分異臭防止をさせなくしたんだろう。ですから、も

う少し突き詰めれば、非常によく分かりやすいのかなとそういうふうに感じます。 

 鉄砂川上流には、異臭を発生させる工場は二つしかありません。そのうち一つは、もう数十年

前から操業をし、これまでに異臭問題等発生したことはありません。また、汚物の不法投棄の可

能性もあるとして、鉄砂川に沿って上流まで歩いてチェックしてまいりましたが、全くその痕跡

はありませんでした。ですから、新しく操業を始めたもう一つの工場で、操業の当初で、不慣れ

や手違いから異臭を発生する物質を流してしまったのではないのか。それとも、工場設立当初の

熊本県の浄化槽設置基準が不適切で異臭を発生させてしまったのか。 

 いずれにしても、原因をきちんとしておくことが対策の基本だと思います。いろんなところに

配慮するあまり、原因が不明確となってしまうと、対策が不十分となり、その結果、住民に迷惑

をかける。何よりも、町民と工場との信頼関係がなくなってしまうことがあってはならないと思

います。 

 そこで最後の質問として、今後、町は積極的に企業を誘致していくわけで、その際、新しい工

場や企業がすんなり何にもなく、何にも問題なく、町に溶け込んでくれるとは限りません。今回

は臭いでしたが、煙、騒音、交通の問題、言葉、景観、居住の問題、その他いろんな問題が発生

すると思います。町として、当然、いろんな問題等を解決するように努力をされると思いますが、

その中で、一番町として大事なのは、何であるか、これを最後の質問として町長にお伺いします。

これから企業を誘致するに当たって、いろんな問題が発生すると思います。それを解決すること

が、やっぱり町にとって一番幸せですから、そういう形を取ると思うんですが、その際、一番、

町として大事なのは何でしょうか。これについて、町長の答弁をよろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 12番宮﨑議員の３回目の御質問にお答えします。 

 企業誘致するに当たり、何が一番大事かということで、今回、企業誘致を積極的に進めるとい

うことで、攻めの町政運営があるということで行っております。ただ、企業誘致をする際には、

様々な打合せをします。水道であったり下水道であったり、その中でも環境であったり、あとは

高さ基準であったりとか、様々な開発基準もあります。 

 やっぱり一番大事なのは、やはりできないことはできない、できることはできるというお互い

の、そこを発信できる信頼関係、ここの信頼関係がないと、企業は町には来てくれない。しっか

りとした町のこちらのスタンス、そして、今の状況、条件、それから町民の皆さん方の思い、こ

こ辺りもしっかり企業に伝えていくことが一番大事かということで考えております。以上でござ

います。 

○12番（宮﨑金次君） ありがとうございました。 

○議長（稲田忠則君） 宮﨑金次議員の質問が終わりました。 
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 ここで暫時休憩します。２時40分から再開します。 

                                            

休憩 午後２時28分 

再開 午後２時40分 

                                            

○議長（稲田忠則君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、野田祐士議員の質問を許します。 

 11番野田祐士議員。 

○11番（野田祐士君） 11番野田です。本日最後の質問者になります。 

 質問内容は、木山地区の土地区画整理事業、県道４車線化問題、そして安永地区ポンプ場工事

についてであります。最後までしっかり質問をさせていただきますので、どうぞよろしくお願い

します。 

 それでは、質問をさせていただきます。 

 まず、木山地区土地区画整理事業、そして県道熊本高森線４車線化事業の取組についてであり

ます。前回も質問をさせていただいているところでありますけれども、工事もずっと続きますの

で、それに応じて、進捗状況等は質問をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 木山区画整理事業及び県道４車線化事業は、熊本地震からの被災者の住まい再建と着実な復

旧・復興、防災・減災のまちづくりに取り組んだものであります。ここで重要なものは、住民の

意見を十分に取り込み、反映することであります。このことを踏まえて、質問をさせていただき

ます。先ほどの同僚議員とかぶる面もございますけれども、御容赦をしていただきたいと思いま

す。 

 それでは、まず１回目の質問でございます。 

 現状と地元住民の声、そして、分析、見解についてでございます。事業自体の進捗状況につい

て教えてください。そして、住民の意見を十分に取り組んだものになっているか、先ほど、信号

機、取付け道路、バス停等もございましたけれども、併せて質問をさせていただきます。また、

その時々での問題・課題に対して、きちんと対応ができているかについて質問をさせていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 11番野田議員の一つ目の御質問の１点目、事業自体の進捗状況はどうか

についてお答えします。 

 益城中央被災市街地復興土地区画整理事業は、熊本地震の被害が相当数の建築物が滅失してお

り、これを放置すれば、再び不良な街区が形成されるおそれがあるという、平成７年の阪神・淡

路大震災を契機に制定された被災市街地復興特別措置法の要件に沿うことから、この特措法に基

づき、都市計画決定された事業です。この土地区画整理事業の実施により、良好な都市空間が創

出されるとともに、被災された住民の生活再建に大きく寄与することになります。 



 - 84 - 

 併せて、第６次益城町総合計画に位置づけられた都市拠点の形成を図るための大変重要な事業

であり、町では、復興整備課にまちづくり推進室を設置するとともに、熊本県益城復興事務所に

５名の町職員を派遣するなど、県と連携して取り組んでいるところです。 

 土地区画整理事業の進捗率ですが、令和４年５月１日現在で、画地ベースで約69％の仮換地指

定が完了し、そのうち、工事着手したものは約48％となっております。また、宅地の引渡しが完

了したのは約20％となっております。また、県道熊本高森線は、都市の骨格を形成する道路であ

りますが、平成28年熊本地震以前からも、恒常的に渋滞が発生しており、また、熊本地震の際に

は、沿道の家屋などが倒壊し、道路を塞いだため、避難や支援、復旧活動に支障を来しました。

これらの課題を解消するとともに、創造的復興のシンボルとして、県施工で４車線化事業が実施

されております。県道熊本高森線４車線化事業の進捗率ですが、令和４年５月１日現在で、用地

契約率約90％、工事着手率は、歩道部が約55％、車道部が約30％となっております。 

 次に、一つ目の御質問の２点目、住民の意見を十分に取り込み、反映できているかについてお

答えします。 

 住民の方々との合意形成はどのような事業にも限らず、大変重要です。中でも、木山地区の土

地区画整理事業は、熊本地震が、宅地が密集する中、道路が狭い、避難地となる公園が極めて少

ないなど、都市構造上の課題がある中で発生しましたことから、土地区画整理事業の本来の目的

である公共施設の整備改善と宅地の利用増進とともに、被災された方の生活再建をいかにして図

っていくかが大切な観点となっております。したがいまして、土地区画整理事業の目的と権利者

お一人お一人の御意向をいかにして融和させていくのかが大変重要となります。 

 このため、都市計画の決定に当たりまして、町と県が連携して全ての権利者の方を訪問し、丁

寧に説明するとともに、仮換地指定の際も、県益城復興事務所が権利者の方を戸別訪問する際に、

必要に応じて、町も同行するなど、連携して取り組んだり、また、町が単独で御意向をお聞きす

るなど、町としましても丁寧な対応を行ってきたところです。木山地区土地区画整理事業、県道

熊本高森線４車線化事業のいずれにつきましても、県とのさらなる連携を図り、権利者の方の声

にしっかりと耳を傾けながら、早急な整備に向け、より一層努めてまいります。 

 最後に、一つ目の御質問の３点目、その時々での問題・課題に対し、きちんと対応できている

かについてお答えします。 

 事業を進めていく中で、問題や課題が生じた場合につきましては、権利者の方を戸別訪問する

際に、必要に応じて町も同行するなど連携して取り組んだり、また、町が単独で御意向をお聞き

するなど、町としても丁寧な対応を行ってきたところです。これからも、県とのさらなる連携を

図り、権利者の方の声にしっかりと耳を傾けるとともに、より一層丁寧な説明に努め、対応して

まいりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 野田議員。 

○11番（野田祐士君） 進捗率については、今、御説明があり、よく分かりました。今の御説明

の際の、その時々への問題・課題に対してきちんと対応できているかという点でございますけれ

ども、県、町、権利者の方を個別訪問する際に、同行して連携を深めてやっているということで
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あります。 

 ここで１点だけお尋ねしておきますけれども、町から、復興に同行する職員、いわゆる出向し

ている職員については、これは元来町にいた職員でしょうか。それとも他の自治体からの出向し

ていただいている職員でしょうか。それについて、少しお答えいただければと思います。 

 理由については、どうしても地元のほうから、出向職員については期限があるものですから、

言った言わないの問題が発生するんですよということを受けております。できれば、元来の町職

員に同行してもらえると、そういうお話はなくなるのかなと思っておりますので、そこのところ

を１点お答えください。 

 それと、進捗率は分かったんですけれども、今回の議案等にありましたけれども、区画整理、

または県道４車線化関連事業について、町が取得した用地がございます。その町が取得したとい

うより、益城町土地開発公社が取得した土地がございます。その土地について、どれくらいの土

地を益城町土地開発公社が取得しているのか。また、それをどのように使用しようとしているの

かについて、具体的に説明をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 11番野田議員の２回目の御質問にお答えします。 

 先ほどの職員は、復興事務所にいる職員でしょうか、それともここの役場にいるのか、同行す

る職員というのはどちらのことを指されているんでしょうか。 

○11番（野田祐士君） もしよければ、同行している職員についてのお話で結構なんですけれど

も。 

○町長（西村博則君） こちらのほうでもプロパー職員だったりとか、任期付職員が、その都度

またいろいろな問題があったりとかしたときは同行しているということで、御理解お願いしたい

と思います。 

 それと、土地開発公社の益城中央被災市街地復興土地区画整理事業につきましては、町の要請

によりまして、事業地内でまず購入する土地の目的については、一つ目に町有地の機能確保に必

要な土地、それからにぎわい創出等に必要な土地、三つ目として換地を円滑に進める調整用に必

要な土地ということで、土地開発公社からの報告によりますと、令和４年３月末現在で購入件数

は39件、面積が１万5,664.72平米、購入金額は５億2,985万6,598円となっております。以上でご

ざいます。 

○議長（稲田忠則君） 野田議員。 

○11番（野田祐士君） ２回目の御回答ありがとうございました。 

 まず、区画整理についても、４車線についても、同行する町の職員、要するに県と町で一緒に

行くということなので、できればですけれども……。私は直接誰がどういう形で、いつ行ってい

るのかまでは把握しておりません。ただ、地元からの要望としては、そういうものがございます。

できれば、本来、町にいる職員でいろんなことを御相談しておいたほうがいいんじゃないだろう

かということでありますので、その辺を御理解いただいて、また、調整をしていただければ助か

ります。 
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 この益城町土地開発公社の報告によりますと、今、町長が言われたように、区画整理地内で39

件、面積１万5,664.72平米、購入金額にして、５億2,985万6,598円を取得しております。木山区

画整理地内ですね。この39件ですね。１万5,664平米がまとまった土地であれば、十分使いやす

い土地になっていくのだろうと思います。これは換地によるところもあるかもしれませんけれど

も、現在のところ、どうしても虫食いのような状態で用地購入がなされております。目的として、

町有地の機能確保に必要な土地とか、にぎわいの創出、または換地というお答えがありましたけ

れども、これはまだ必要な土地ですか。今の土地以上にもっと買うことがありますか。もしくは、

もし今度買った土地１万5,000平米についてにぎわいの創出とかありますけれども、具体的な用

途についてはどういうものがあるんでしょうかというのを、もし、分かれば教えていただきたい

と思います。 

 また、４車線化についても、益城町の取得件数、４車線化について、土地の取得件数が、私が

調べたところ３件、面積的に698平米、購入金額が2,580万3,000円となっております。この県道

についても、本来は熊本県のほうが必要な土地を用地買収されていると思います。県道沿線にお

いて、説明によりますと、にぎわいのある都市空間の形成を図るというふうになっておりますけ

れども、これについても実際もっと土地を購入することがあるのでしょうか。もしあるのであれ

ば、それをどういうふうに、これも具体的に利用もしくは使用をしていくのかを最後の質問にさ

せていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 11番野田議員、３回目の御質問、ここは中身が濃いものです。まず、先

ほどの任期付職員とかの話もありましたが、まず、あちらのほうにおいては、本当にひたすら町

のために仕事をしたいという職員がかなりおります。思いもかなり強いということですので、そ

ういったことも御理解をいただきたいということで思っております。 

 それと開発公社ですね。町でということで、にぎわいづくりという話があったんですが、コワ

ーキングスペースであったりとか、シェアオフィス、それから町の駐車場であったりとか、活用

しているところです。 

 やはり、仮にこの開発公社がなかったら、恐らくこの区画整理事業は非常に厳しかったと思い

ます。ミリミリでやったら、町が、今、調整地辺りで買っていろいろ調整をやっているというこ

とで、これが全くないと、皆さん、仮定してみてください。もうこれは区画整理事業が進んでな

かったと思っておりますので、こちらのほうもしっかりまた活用しながら取り組んでいきたいと

思いますので、皆さん方にはそこのところも御了承をお願いしたいと思います。以上でございま

す。 

○議長（稲田忠則君） 野田議員。 

○11番（野田祐士君） ３回目の質問が終わりましたので、もう質問をすることができませんけ

れども、具体的なことを質問したつもりでありましたけれども、御回答がなかったものですから、

できれば、具体的なものが分かれば、地域住民のほうには早めに周知をしていただきたいと。そ

の前に、教えていただくということ、先ほどの同僚議員の質問にかぶりますけれども、いろんな
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ことを早め早めに地元のほうにも周知していただくとスムーズに進むかと思います。どうぞよろ

しくお願いをいたします。 

 それでは、次の安永地区のポンプ場工事についてででございます。これについては、一人前の

同僚議員のほうからも質問をしていただいております。今回、私もさせていただきますけれども、

それだけ重要な問題であるという御認識で御回答をいただけると助かります。 

 それでは、先ほどの御回答も踏まえて質問をさせていただきたいと思います。よろしくお願い

をいたします。 

 先ほどの工事の時系列については、同僚議員のほうから説明がございました。去年の８月10日

契約、８月11日着工で約７か月ですか、３月いっぱいぐらいの工期だったということでございま

す。それが工期延長で、５月20日ですか、約２か月ほど延ばしたものというふうに説明を受けて

おります。 

 先ほど、町長のほうからいろいろな御説明をいただきました。その中で、受注業者様のほうが

不手際を強調されているというふうに、どうしても聞こえてしまっております。工事を受注して

工事をしない、指示を聞かないというのは、もちろんこれはもってのほかということであります

けれども、これはあくまでも町の発注工事であります。町は、どうしても管理監督責任がござい

ます。そこのところを踏まえて質問をさせていただきたいと思います。 

 というのも、去年ですか。去年の５月の15から17日の雨によりまして、妙見川が氾濫をいたし

ております。それについて、福富、本村地区については、大きな被害を受けております。議会の

ほうでも取り上げさせていただきました。県への対応、そして、町の対応として、地元に対して

何がしかの援助、補助をしたらどうかということでございましたけれども、県、そして町のほう

でも、これは想定外ということで、そういう補助等はやっていただけなかったという経緯がござ

います。 

 その経緯も踏まえまして、今回、先ほども言いましたように、受注業者様が工事をしなかった、

指示に従わなかったというのは大きな問題でありますけれども、基本的なお話として、町の発注

工事でございますので、町は、工事の際の約款、仕様書を作成しております。その中に、これは

特記仕様書というものを入手している分なんですけれども、例えばですけれども、施工に関して、

施工計画等に関して、受注者が工事の進度、要するに工事の進み具合に遅れが生じた場合には、

発注者から、資材、労務等の状況を命じられた場合、これを拒んではならない。受注者はですね。

工事が遅れているよということを発注者が言った場合、受注者は、いろんなことに対して対応し

なければならないとなっております。 

 また、施工状況の報告という欄には、受注者は約款第11条の規定に基づき、毎月第１月曜日に

施工状況を報告しなければならない。要するに、町に報告しなければならないとなっております。

これは仕様書ですね。 

 それと、これも工事のほうの施工計画書のほうを見させていただきました。その中に、工期８

月11日から３月までの工期に対する施工状況の確認と月ごとの確認、そして週の確認、そして毎

日の連絡等は、きちんとうたってあります。 
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 要するに、何を言いたいかというと、町長、先ほど受注者企業様の責任が大きいと責任ばかり

を強調されているようですけれども、これは町としての監督管理者責任も大きいのではないかと

いうふうに感じております。それについてきちんと説明をすべきではないかと思っております。 

 すいません。前置きが長くなっておりますけれども、１回目の質問として、この工期から約４

か月間何もしなかった、ほぼほぼ工事が進まなかった、この原因に関して、工事業者と町執行部

の問題・課題について、どのように考えておられますか。そして、町の責任者としての対応につ

いては、どのように考えておられますか。そして、現時点で、また、どのように対応すべきと考

えておられますか。そして最後に、住民の生命と財産、これは町長が第一義的に私は守るんだと

いうふうにおっしゃっておられますけれども、これが守れなかった場合の責任についてどのよう

にお考えかを質問いたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 11番野田議員の二つ目の御質問の１点目、工事業者と町執行部の問題・

課題についてお答えをします。 

 その前に、先ほど土地開発公社、買う予定はあるのかと、地権者の申出によって必要に応じて

また、買いたいということで考えております。 

 それと、先ほどの宮﨑議員の答弁で申し上げましたとおり、ポンプの稼働時期は本格的な台風

シーズン前の８月下旬頃になる予定ですが、まず、このような事態になったことへの工事業者に

関する問題・課題につきましてお答えをします。 

 工事業者である大栄企業とは、昨年８月10日に工事請負契約を締結し、翌11日に着工届が提出

されました。その後、益城町公共工事請負工事契約約款第３条にある工程表を含む施工計画書が

規定の14日以内に提出されましたが、不備な点が多数あり、是正を求めました。しかし、適切な

施工計画書の提出は、その後も長期間ありませんでした。また、契約後108日もの間、本格的な

工事に着工しませんでした。 

 不備とはいえ、施工計画書どおりの工事着手がなされないことにつきまして、当初、請負工事

約款には、受注者が提出する工程表は、受注者を拘束するものではないことが規定されているこ

と、また、大栄企業は地場ではトップクラスの企業なので、多少の遅れは取り戻すものと考えて

おりました。しかし、108日もの間本格的な着工をしないことは異常な事態でありますことから、

担当の下水道課から度重なる指示書により早期の着工や施工体制の強化などについて指示を行い

ますとともに、発注者と受注者による工程会議を何度も開催してまいりました。 

 さらに、大変異例なことですが、大栄企業の社長を役場に招き、私自ら社長に対して、工事の

適切な進捗について強く要望し、社長からは工期までには間に合わせる旨の回答がありました。

しかしながら、大栄企業の対応はその後も必ずしも適切なものではなく、令和４年５月２日の工

期までに工事を終了させる見込みが立たなくなりましたことから、令和４年４月20日付で工事請

負契約を解除したものです。 

 大栄企業の着工から契約解除に至る一連の対応は、公共工事請負契約書にある「請負契約を締

結し、信義に従って誠実にこれを履行する」からはほど遠い対応であり、このような対応が工事
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業者に関する問題・課題であると認識しています。このため、損害賠償を伴う契約解除という大

変重い措置を取ったものです。 

 次に、町執行部の問題・課題についてお答えします。 

 今回、ポンプの稼働時期が本格的な台風シーズン前の８月下旬頃になったことは、大栄企業が

工期内に工事を完成させることができず、契約解除という措置に至ったことが第一の原因です。

この契約解除に至るまでの間、本町では、着工当初から施工計画書の是正を求める、口頭で本格

工事着工などを指示するなど、発注者としての対応を行ってまいりました。さらに、着工から

108日を過ぎても本格的に工事着工しないことから、指示書により強く施工体制の強化などを求

めるとともに、発注者と受注者で何回も工程会議を行うなどの対応を行ってまいりました。 

 それでもなお、大栄企業の対応が誠実ではなかったことから、契約解除という措置に至ったも

のですが、この契約解除という措置は発注者から受注者に対する損害賠償請求を伴う大変重い措

置であり、その判断を行うには弁護士との綿密な打合せも必要で、また、恐らくこれまで熊本県

内でも例のない措置でありますことから、慎重に判断せざるを得ませんでした。しかし、現時点

で振り返ると、大栄企業の格付や社長の「工期に間に合わせる」という言葉を信用し、契約解除

を慎重に判断せざるを得ず、早期の解除に踏み込めなかったことが悔やまれるところです。 

 次に、二つ目の御質問の２点目、町の責任者としての対応についてお答えします。 

 町長は、町の責任者として、何事も町民の立場に立って、町民の利益を最優先に行動しなけれ

ばなりません。今回の安永ポンプ場に関する大栄企業の対応につきまして、大栄企業は地場では

トップクラスの企業ですが、このままでは、ポンプ場の稼働時期に大きな影響があるのではと思

い、担当の下水道課の指示などとともに、私自ら大栄企業の社長に直接、工事の適切な進捗につ

いて強く要請しました。しかし、その後の大栄企業の対応が必ずしも適切でなかったことから、

このまま大栄企業に施工を任せることは、町民の利益を大きく損ねると考え、損害賠償を伴う契

約解除という大変重い措置を決断しました。 

 今回、安永ポンプ場の梅雨前までの稼働が間に合わなかったことにつきましては、住民の皆様

に対して大変申し訳なく思っており、深くおわび申し上げます。今後は、ポンプ場の早期完成に

向け、全力で努力してまいります。 

 次に、二つ目の御質問の３点目、現時点での対応についてお答えします。 

 まずは、一日も早いポンプ稼働に向けて、受注者と最大限の努力を行ってまいります。ポンプ

が稼働するまでの対策としまして、例年、設置しております仮排水ポンプの能力を２倍に増強す

るとともに、秋津川からの逆流防止のための矢板や大型土のうによる対策、夜間でも、仮排水ポ

ンプを確実に行うための照明の設置、道路冠水箇所への注意看板の設置などを行うこととしてお

ります。また、実際の出水時には、職員による仮排水ポンプの迅速な稼働など、内水被害を最小

限とするための、できる限りの対応を地元と連携させていただきながら行ってまいります。 

 最後に、二つ目の御質問の４点目、住民の生命と財産が守れなかった場合の責任の所在につい

てお答えします。 

 住民の生命と財産を守ることは、町長として最も重要な責務です。このことを常に忘れず、内
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水被害の軽減に限らず全ての職務に取り組んでいるところです。このため、安永地区の内水被害

対策につきましても、住民の生命と財産を守るため、大栄企業に対して契約解除という措置を取

りました。 

 今後は、安永ポンプ場の一日も早い稼働に全力で取り組むとともに、それまでの間は、仮排水

ポンプの能力を増強させるなど、最大限の努力を行ってまいります。なお、今回の安永ポンプ場

の工事につきましては、町としても、企業ブランドを信用し過ぎたことなど、今後の教訓とすべ

き点も幾つかございます。しかし、受注した企業におかれましては、出水対策は、町民の生命と

財産に関する重要な工事であることをぜひ認識いただき、公共工事請負契約書にある「信義に従

って誠実にこれを履行する」ということ以前に、この生命と財産を守るということに関わるとい

う社会的使命の重要性につきまして深く自覚していただくことを、町民の生命と財産を守る町長

として強く希望するものです。このような対応が見られなかったことから、今回、契約解除とい

う措置を取ったものです。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 野田議員。 

○11番（野田祐士君） ありがとうございました。 

 ２回目の質問をさせていただきます。 

 まず、私が聞いたのは管理者責任ですね。この管理監督責任についてどうかということについ

て、あまりお答えがないと。今後重要なのは、万が一のときどうするかについて、はっきり町長

にここで答えておいていただくということかと思っております。 

 それは最後にまた聞きますけれども、まず、管理監督責任の一番大きなものとして、先ほどか

ら言ってますけれども、毎月、毎週、進捗率については上げてきて当然のものとなっております。

これは上げてくるべきものとなっております。また、資料によりますと、この11月の終わり、12

月の段階で、要するに受注者様の現場組織において、組織表も決まっていない。基本的にですね。

８月10日に受注して、11月の終わり、４か月たっても、現場の基本的な組織表も決まっていない

というふうな打合せになっております。要するに、その段階でもう工期内に終わることは不可能。

その前の段階できちんと対応を取るべきだったと思っております。 

 12月の議会のときには、もちろん、議会のほうで、現地のほうを視察にも行きましたし、終わ

るというふうな、きちんとやりますよというふうな答弁もいただいておりますけれども、実際の

工事を行う準備すらできていなかったというのを、これは役場も承知しとったわけですね。要す

るに、そういうことを理解した上で、さらにやってください、やってくださいと言っても、これ

は、５月に契約解除しても遅きに失してると。要するに、やるんであればこの段階でやれていな

くてはいけないというところがあると思います。これは一つの例ですけれども、ほかにいっぱい

あります。もうちょっときちんと管理監督者として、ちんと精査すべきでしょうと、それを精査

していれば工期内に終わったんじゃないですかというのがいっぱいあります。 

 要するに何を言いたいかというと、これは町の対応の不備、不手際で、もちろん受注者様が一

番悪いと町長が先ほど言われたとおりでありますけれども、町も半分の責任を負っているという

ふうに私は理解しております。もし万が一のことがあれば、これは災害じゃなく人災になってい
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く。その人災になったときに、町としてどう対応を取るんですかというのを町長に質問をしたい

というふうに思って、さっきから聞いているわけですけれども、町長一人が悪いというふうなこ

とを言っているわけではありません。 

 昨年度の妙見川の大雨に関しても、一番被害を被ったのは住民であります。今回も住民が被害

を被った場合に、あくまでも災害の中の人災に区分されるものだろうと。今までの答弁を聞いて

いるとですね。そういう場合、町長は、町として、住民または地区の方々に対してどのような対

応、補償をやっていかれるのか、それともやらないのかについてきちんと説明をしておくべき、

もしくは考えておくべきだろうということをお尋ねしたいと思っております。 

 ２回目の質問になりますけれども、よろしくお願いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 11番野田議員の２回目の答弁を行います。 

 まず、先ほど申し上げたとおり、施工計画書が出た段階で不備な点があったということで、何

回も下水道課のほうから是正を求めていると。口頭であったりとか書面であったりとか行ってい

るんですが、この時点で、指示した時点で大栄企業に対して工事着手を強く求めなかったのは、

請負契約約款には受注者が提出する工程表は受注者を拘束するものではないことが規定されてい

ること、そして、大栄企業は地場ではトップクラスの企業なので多少の遅れは取り戻せると考え

ていたからです。 

 しかしながら、その後、108日もの間、本格着工しなかったため、異常な事態であると判断し、

担当の下水道課による指示書による指示に加え、社長に対して私自らも工事施工の要請を行うな

どの工事監督者としての対応を行ったと。しかしながら、その後も大栄企業の対応が適切でなか

ったため契約解除に至ったことは、これまでの答弁で申し上げましたとおりです。 

 あと、浸水被害が発生した場合の町長の責任ということで、本当にいかにこれからの大雨出水

期に災害が出ないようにするかが私の現在の責任であると私は考えております。そのために全力

で取り組むというのが私の責任であると考えております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 野田議員。 

○11番（野田祐士君） なかなかお答えにならないので、早めに２回目で核心の質問をさせてい

ただいたんですけれども、やっぱり答えていただけないようです。３回目になりますので、最後

の質問になります。先ほど来申し上げているのは、町が発注した工事において、受注者様が工期

に間に合わない、指示に従わないということを行った。これは受注者様の責任でありますけれど

も、あくまでも管理監督責任は町にあります。要するに、町の責任も相当分あるという御認識を

していただかないといけないということが前提であります。 

 その上で、もちろん、今の町長の立場としては、そういう被害を出さないことを精いっぱいや

るというのは当然のことだと思いますけれども、初めに申し上げましたとおり、昨年の妙見川の

ケースもございます。要するに、最終的に泣きを見るのは住民でありますので、そういうふうに

ならなくするのは町長の責任でもありますけれども、万が一そういうふうになった場合、今回の

場合は、昨年とは違い人災によるものも大きくなるわけでありますから、その点について町とし
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ての責任、町長だけの責任を求めるつもりはありませんけれども、もちろん、最終的には町長の

責任になるかもしれませんけれども、町としてどういうふうな責任を負うものとの理解か、そし

てそれに対してどういうふうな対応をするのかについて聞いております。 

 もう３回目ですので、できれば答えていただいたほうが。これは町のトップとしての姿勢に関

わると思いますよ。住民の皆様も聞いていらっしゃるので、どういうふうな対応をするか、また

は町としての取組を答えるべきだと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） 11番野田議員、３回目の質問にお答えします。 

 浸水被害が発生した場合の責任についてということなんですが、もちろん、住民の生命、財産、

これを守ることは町長としての最も重要な責務であり、このことをいつも念頭に置いてどの事業

においても仕事を行っているところです。安永地区の内水被害につきましても、町民の生命と財

産を守るため、ポンプ場の一日も早い稼働に向けての対応とそれまでの間の応急対応に全力で取

り組むことが、現在果たすべき私の責任であり、責務であると認識をしているところです。 

 そういったことを踏まえまして、現状の２倍の仮排水ポンプの増強、照明や看板設置に加え、

私自身が、国土交通省熊本河川国道事務所長を訪ね、梅雨時期の大型の排水ポンプ３台あります

が、この借用を依頼して取り組んでいるところです。以上でございます。 

○11番（野田祐士君） ありがとうございました。責任をきちんと取っていくべきだということ

をお伝えして終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（稲田忠則君） 野田祐士議員の質問が終わりました。 

 これで本日予定されました一般質問が全て終了しました。これにて散会いたします。 

                                            

散会 午後３時24分 
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開議 午前10時00分 

○議長（稲田忠則君） 皆さん、おはようございます。 

 定刻に達しましたので、本日の会議を開きます。 

 なお、１番木村議員から欠席する旨の届出があっております。 

 本日の日程は、昨日に引き続き一般質問となっております。 

 本日の質問の順番を申し上げます。１番目に甲斐康之議員、２番目に榮正敏議員、以上の順番

で進めてまいりたいと思います。 

                                            

 日程第１ 一般質問 

○議長（稲田忠則君） それでは、日程第１、一般質問を行います。 

 最初に、甲斐康之議員の質問を許します。 

 ８番甲斐康之議員。 

○８番（甲斐康之君） 皆さん、おはようございます。８番、日本共産党の甲斐康之です。 

 関東地方は梅雨入りをしましたが、熊本県はまだまだ日差しが強くて、梅雨入りにはほど遠い

気候が続いています。梅雨入りと同時に大雨にならないことを望むものであります。 

 今、あらゆる物価の値上げが続いています。ロシアのウクライナ侵攻、円安などでエネルギー

や穀物などの物価上昇に歯止めがかかっていません。生活に直結する品物の値上げは、私たちの

家計を直撃し、暮らしと営業に深刻な打撃を及ぼしています。 

 岸田政権は、物価高騰で私たちの生活が大変なときに、年金支給額の削減、75歳以上の後期高

齢者の医療費負担を２倍に引き上げようとしています。また、黒田日銀総裁は、国会で日本の家

計は物価値上げを受け入れている、私はスーパーで買物をしたことがあるが、ふだんは家内が行

っているので直接値上がりを感じていない、このような国民生活から乖離した発言をし、批判を

浴びました。昨日、黒田総裁は、家計が値上げを受け入れているという発言を撤回したようであ

ります。こういう方たちが政権や日銀のトップにいては、国民の暮らしは楽にはなりません。も

っと国民目線で政権を担える人に替わってもらいたいものであります。 

 今回は、町民の方たちから相談や声がありました項目について質問いたします。 

 １点は、惣領橋の西側に架かる歩道橋の利用はいつからできるようになるのか。 

 ２点は、雨水ポンプ場、安永福富の工事進捗状況、課題は何か。 

 ３点は、災害公営住宅入居者への見守りはどのようになされているか。 

 以上３問について質問を行います。それでは、質問席に移ります。 
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 それでは、１問目について質問いたします。 

 秋津川に架かる惣領橋の歩道橋の利用はいつからできるようになるのか、これについて質問い

たします。 

 県道益城菊陽線の秋津川に架かる惣領橋の西側に歩道橋が完成していると思われるが、今、柵

があり通行できない状態にあります。県道益城菊陽線は大型車両も含め通行が頻繁で、登下校の

時間帯は危険な状況にあります。通学路の安全を図る上でも、一日も早い利用を求める声が出て

います。 

 歩道橋と町道に接する部分に段差があって整備が必要と思われますが、このようなことからま

だ工事自体が完了していないのか。惣領橋の北側の県道沿いの拡幅工事との関連があるのか。関

連があるならば、通行できるようになるのはいつ頃なのか。 

 加えて、橋の南側の交差点について、歩道橋からの信号と横断歩道は拡幅されるのかについて

伺います。 

 １回目の質問です。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） おはようございます。令和４年第１回益城町議会定例会も４日目を迎え

ております。本日は一般質問ということで、２名の議員の皆様の質問をいただいております。 

 それでは、８番甲斐議員の一つ目の御質問、秋津川に架かる惣領橋の歩道橋の利用はいつから

できるようになるのかについての質問にお答えをさせていただきます。 

 惣領橋のある益城菊陽線は、第６次益城町総合計画におきまして、都市幹線道路として位置づ

けているとともに、益城中学校などの通学路でもありますことから、幹線道路としての機能確保

とともに、歩行者の安全確保が大変重要な路線であると認識をしております。このため、益城町

通学路安全プログラムに位置づけるとともに、道路改良工事を道路管理者である県に要望をして

まいりました。 

 この要望を受け、県におきましては、平成26年度から工事に着手をされ、惣領橋北側の１工区

では、両側の歩道を現況１メートルから3.5メートルに拡幅し、惣領橋南側の２工区では、東側

に新たに２メートルの歩道を設置する計画で工事を進めていただいております。 

 議員御指摘の惣領橋の下流側に設置する歩道橋につきましては、令和４年３月には架設し、橋

面舗装を除き完成している状況です。しかし、県にも確認しましたが、この歩道橋につきまして

は、その前後の区間で整備を予定している歩道が用地の関係で未整備でありますことから、歩道

橋のみを供用開始することは、交通安全上かえって危険であると判断をされている状況です。 

 惣領橋には現在も歩道が設置されておりますので、前後区間の歩道が完成するまでの間は、こ

の歩道を利用していただくこととなります。県では、惣領橋前後の歩道部分の早期供用を目指さ

れており、今年度中には用地を取得するとともに工事を発注し、惣領橋南側の横断歩道と信号機

の整備も含めて、令和５年度中の完成を見込まれていると伺っております。 

 本町としましても県と協議し、できる限りの協力を行い、早期の工事完成を目指してまいりま

す。以上でございます。 
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○議長（稲田忠則君） 甲斐議員。 

○８番（甲斐康之君） 答弁ありがとうございました。 

 惣領橋のある益城菊陽線は、益城中学校などの通学路でもあることから、歩行者の安全確保が

大変重要な路線である。歩道橋は令和４年３月に架設されているが、しかし、橋の北側の区間で、

両側の歩道の拡幅整備予定の一部用地が取得できておらずに現在は未整備となっている。このよ

うな状況で歩道橋のみを供用開始することは安全が保証できないとの判断で、現在利用できてい

ないということです。県では、今年度中には歩道用の用地取得を行って、来年度中には歩道橋が

利用できるように見込んでいるとの御答弁がありました。 

 歩道橋工事は、平成26年度から着手されているようであります。歩道橋と町道の段差を含め、

橋の南北区間の歩道拡幅工事に用地取得などで時間を要しているとのことで、地震があったこと

を考慮しても８年を要しています。保護者たちは、通学路の安全確保を目指して、一日も早い完

成を望んでいます。惣領橋南側の横断歩道と信号機の整備も含めて、県は令和５年度中の完成を

見込んでいるとのことのようですので、町は県と連携をして一日も早い供用開始ができるように

取り組まれるよう要望して、この質問は終わります。 

 続いて、２番目の質問に移らせていただきます。 

 雨水ポンプ場の質問については、昨日、同僚議員が行っていますので、答弁については重複す

る部分があると思いますが、よろしくお願いいたします。 

 この件については、度々担当側から進捗状況について説明を受けているところですが、地元か

らの声もありますので質問を行います。 

 まず、雨水ポンプ場、安永地区、福富地区工事の進捗状況、課題は何かについて、次の３点に

ついて質問いたします。 

 昨今の豪雨によって、安永、中井出地区と馬水南地区、福富地区の内水氾濫が起きています。

豪雨に耐える内水部分からの秋津川への強制排出を行い内水氾濫を防ぐために、両地区ともに昨

年から雨水ポンプ場造成本体工事が行われているところです。工事の進捗を見る限り、完成が計

画から大きく遅れている実態があります。 

 そこで１点目は、特に安永地区の工事については、昨年４月の35回災害復興特別委員会で工事

を進捗状況について説明がありました。説明によると、本体工事は昨年の４月から基礎くいや躯

体工事が計画され、建築工事を行い、施設機械工事などを経て、試運転などを行って、供用開始

は梅雨の時期に対応できる今年の６月の計画でありました。仮桟橋もできて通行止めの看板も出

ていたので、地元の方はほぼ計画に沿った工事が始まると思っていましたが、なかなか始まりま

せんでした。 

 昨年の９月議会で、安永地区、福富地区の雨水ポンプ場造成本体工事の概要が示されました。

安永地区は山都町の大栄企業株式会社、福富地区は益城町田原の有限会社城下建設が契約相手で

ありました。両地区ともに工期は令和３年８月から令和４年３月となっていました。特に、安永

地区では本体造成工事がなかなか始まらなかったこと、始まっても、度々の中断、少人数での工

事などが要因と行われ、本体造成工事が工期を過ぎて完了しておらず、計画から大きく遅れてい
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ます。 

 そこで、梅雨の時期を控え、地元から心配の声が聞こえてきました。福富地区も含めた造成工

事の遅れの原因と課題、完成時期はいつなのか、再度これはお答えいただきたいと思います。 

 ２点目として、令和４年３月議会で、安永地区造成工事について、予定変更計画工程表、工事

進捗写真が配付されました。それには、町、土木、設備、建築の４者会議を今年の１月から３月

まで、予定を入れると４回開催しているように記載されています。さらに、５月の臨時議会前に

した全員協議会で、安永ポンプ場の工事業者との契約解除と今後の対応について説明を受けてい

ます。 

 契約解除に至った経緯として、初期の工事着手が遅れ、適切な施工計画書の提出がなかった。

今年の梅雨には間に合うように指示書を再三発出していたこと。ほかの電気設備、ポンプ本体な

どの受注企業を交えた工程会議を５回開催した。しかし、本体造成工事業者の工程表は実現性が

ないことから、契約解除に至ったとの説明を受けております。契約解除を受けて、本体造成工事

業者である大栄企業はどのような対応を取っておるのか。それに対して町はどのように対処して

いくのか。 

 ３点目として、地元住民への説明会が行われたと聞いています。町はどういう方法で説明会の

周知を行ったのか。安永１町内、２町内の一部の世帯しか周知されていないようであります。現

場近くに住んでいるが、説明会の案内を受けていない世帯もあります。特に、通行止めが続いて

いて、基礎くい打ちの大型機械の工事振動・騒音もひどかった。町からも業者からも工事の説明

を受けていなかった、このような相談がありました。豪雨の心配もあり、工事近くの世帯はあわ

や車が浸水するという状況も出ていました。安永中井出地区や馬水南地区の工事現場にお住まい

の方は、一日も早いポンプ場の完成を望んでいます。 

 今後の工事の進捗において、基礎くいを打つ工事が残っているとも聞いています。また振動や

騒音に悩まされるのか、こういう声があります。今後の工事の工程、再開時期、完成時期につい

ても明確にして周知を図る必要があります。町は、説明会を広く周知を行うべきであります。 

 以上３点について、具体的な答弁を求めます。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） ８番甲斐議員の二つ目の御質問の１点目、両現場の遅れの原因と課題、

完成時期はいつかについてお答えをします。 

 まず、安永地区雨水ポンプ場についてでございますが、ポンプの稼働時期につきましては、昨

日の答弁でも申し上げましたとおり、本格的な台風シーズン前の８月下旬頃になる見込みです。 

 次に、このような事態となった原因と課題は何かにつきましては、第１に、ポンプ場造成工事

の受注者の大栄企業が受注した工事につきまして、公共工事請負契約にある「信義に従って誠実

にこれを履行する」からはほど遠い対応を行ったからと認識しております。その対応につきまし

ては、これも昨日の答弁でも申し上げましたが、提出された施工計画書は不備な点が多数あり、

何度も是正の指示を行っています。 

 また、契約後108日間もの間、本格的な工事に着手しないため、担当の下水道課から度重なる
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指示書により、早期の着工や施工体制の強化などについて指示を行うとともに、発注者と受注者

による工程会議を何度も開催してまいりました。さらには、私自ら大栄企業の社長を役場に招き、

工事の適切な進捗について要請も行っております。社長の回答は、工期までには工事を完成させ

るというものでしたが、大栄企業の対応はその後も誠実なものではなく、工期までに工事を完了

させる見込みが立たないことから、４月20日に契約を解除したものです。 

 私の要請に対する社長の回答どおりの対応を大栄企業が行っていたならば、このような事態に

はなっておりません。町としても、大栄企業の格付や社長の工期に間に合わせるとの言葉を信用

し、契約解除を慎重に判断せざるを得ず、早期の解除に踏み込めなかったことが悔やまれるとこ

ろです。 

 次に、福富地区雨水ポンプ場についてでございますが、福富地区雨水ポンプ場につきましても、

ポンプの稼働時期はいまだ不透明な状況です。これは、福富地区雨水ポンプ場では、ポンプ場の

造成工事とポンプ本体の製作は順調に進んでおりましたが、ポンプの作動に必要不可欠な制御盤

の製作完了時期がいまだ不透明な状況です。これは、現在、コロナ禍やウクライナ情勢などによ

り、世界的な半導体不足の状況にあることが大きな要因です。 

 安永のポンプと比較すると、福富のポンプは、より高出力なポンプであり、制御盤に必要とな

る半導体が大変な品薄状態にある中で、安永の制御盤は何とか半導体を調達し製作できましたが、

福富の制御盤につきましては半導体の調達の明確な見通しが立たず、製作時期がいまだ不透明な

状況です。このため、福富地区雨水ポンプ場につきましても、梅雨前までのポンプ稼働は間に合

わない状況となりました。現在も、制御盤の受注者には引き続き、早急な半導体の調達と製品の

製作完成をお願いしているところです。 

 次に、二つ目の御質問の２点目、契約解除を行った工事業者の対応はどうか、それに対し町は

どのように対処していくかについてお答えをします。 

 受注者の大栄企業が、指示書による施工体制の強化を適切に行わない、工程会議で確認した工

程どおりの工事進捗でないなど、信義に従って誠実にこれを履行しなかったことから、４月20日

に契約解除に至りました。その後、大栄企業の社長並びに専務から、担当の下水道課に説明を求

められました。本町としましては、契約解除に至った理由としまして、令和４年４月20日付の指

示書第17号で、これまで施工体制の強化などについて再三にわたり指示書による指示を行ってい

ることや、本工事が安永地区の内水氾濫の軽減を目的とする重要な工事であり、工程会議で工程

を確認しながら工事を進めてきたが、大栄企業から提出された工程表は実現性がなく工期内での

工事完了が見込めないことといった解除理由を示すとともに、工事の中断とその後の取扱いを指

示し、併せて同日付で請負契約解除通知書を発送しております。 

 来庁された際にも、同様の内容を下水道課から丁寧に説明したところです。しかし、その場で

は納得された様子ではなく、その後、しばらくの間、下水道課や総務課に電話がありましたが、

本町としては既に必要な説明は行っており、それよりも残工事を一日も早く完成させ、ポンプ稼

働を行うことがより重要であると認識しています。そのためには一方で、これまでに大栄企業が

施工した工事出来形の精算までの一連の手続を粛々と進める必要があります。 
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 本町では、契約解除後の４月25日に現場代理人に対し、これまでの出来形数量の提出を求めま

したが、３週間以上経過しても提出がなかったことから、弁護士と相談の上、５月18日付で出来

形数量の提出を催促したところです。その翌日の５月19日に現場代理人より報告書の提出があり、

５月25日に出来形検査を行いました。また、その間、５月20日には、大栄企業に対し、請負工事

約款に規定されている解除に伴う工事請負契約金額の10分の１に当たる違約金の請求を行ってお

ります。今後も、これら契約解除に伴う手続を粛々と進めるとともに、一日も早いポンプの稼働

に向けて全力で取り組んでまいります。 

 最後に二つ目の御質問の３点目、地元住民への説明会はどういうふうに周知を行ったのか。豪

雨の心配もあり、一日も早い完成を望んでいる。秋津川沿いの住民、安永１町内、２町内、馬水

南に広く周知し、工事進捗の説明をすべきであるについてお答えします。 

 先日５月６日に行われた全員協議会におきまして、安永地区雨水ポンプ場造成工事の請負契約

解除の説明を行いました際、安永地区住民への説明を行ってほしいとの要望を受け、５月11日午

前10時より、安永１・２町内公民館にて住民説明会を行いました。説明会の日時につきましては、

地元の安永１町内、２町内の区長と協議して決定をしたところです。また、住民説明会の案内に

つきましては、地元でチラシを配布されております。 

 なお、工事現場近くにお住まいの方で案内を受けていない世帯もあるとの議員の御指摘があっ

たことにつきましては、案内は地元にお任せするだけではなく、町が責任を持って案内すべきで

あったと反省をしているところです。配慮が足らなかったこと、深くおわびいたします。 

 今後は、一日も早いポンプの稼働に全力で取り組むとともに、秋津川沿いにお住まいの方々が

工事の進捗状況などにつきまして適切に把握できるよう、説明会などを通じて広く情報を発信し

てまいります。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 甲斐議員。 

○８番（甲斐康之君） １回目の答弁ありがとうございます。 

 遅れの原因については、大栄企業が工事請負契約にある「信義に従って誠実にこれを履行す

る」、これを行わなかった。 

 ２点目、課題については、大栄企業は当初の格付が特Ａであったことから、そういう企業の代

表者が工期までには完成させると言っていたので信用した。 

 ３点目、安永雨水ポンプ場のポンプの稼働は、台風シーズン前の８月下旬頃となる。福富ポン

プ場については、造成工事とポンプ本体製作は順調であったが、半導体の調達が必要な制御盤の

完成が不透明であることから、稼働時期については梅雨には間に合わない。このような答弁であ

りました。 

 それでは、質問を行います。 

 大栄企業が着工届出提出後、３か月半も本格的な工事に着手しなかったことに対して、格付特

Ａの言い分を信用したことで的確な措置が遅れ、工事の進捗が計画どおり進まなかったこと。当

然、大栄企業の計画どおりに工事を進めることで、住民の安心安全、財産を守ることを担保する

工事を担う責任感欠如が主な要因だと考えますが、町の対応にも隙があったことは否めないと言
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わざるを得ません。 

 その後の対応として、町は大栄企業に対し契約解除を行ったこと、工事の継続について、早期

完成を目指して工事を二つに分割して、地元２社と工事契約を行ったことは適切な判断であった

と思います。 

 工事完成については、まだ建屋の基礎工事が残っています。情報では、建屋の基礎くい工事を

行うくい打機が菊陽のＴＳＭＣ工事に駆り出されると聞いています。調達時期は不透明とのこと

で、遅れるのではないかと思います。建屋の工事ができていない段階でポンプの稼働はできると

の答弁であります。どのような方法で稼働させるのでしょうか。ポンプが稼働するまでの間、そ

れまでの豪雨に際しての対応はどのように計画しておられるか、伺いたいと思います。 

 ２点目の、契約解除を行った工事業者の対応はどうか、それに対して町はどのように対処して

いるのかについては、４月20日に契約を解除したが納得された様子じゃなかった。町の対処は、

４月25日に出来形数量の提出を求め、５月25日に出来形検査を行った。それに先立つ５月20日に

は工事請負契約金額の10分の１に当たる違約金請求を行った。このように説明を受けています。 

 契約解除に対して大栄企業は納得された様子ではなかったとのことですが、今後、出来形検査

の後、請負金額を出来高で支払うことになると思いますが、出来高金額で支払いすると違約金請

求分を回収できなくなることも考えられます。違約金請求分と差異を調整して支払い処理をする

のか、これについて現段階で考えていることについて答弁を伺います。大栄企業が処分に納得を

せず、法的措置に訴える場合も考えられますが、町はしっかりと対処されることを求めたいと思

います。 

 ３点目の地域住民への説明会については、地元区長さんと協議し、チラシを配布して周知した

との答弁でしたが、周知が不十分であったのではないかと思います。なぜかといえば、安永ポン

プ場工事については、安永１・２町内だけの問題ではありません。工事現場の近くにある馬水南

地区の世帯は、１回目で説明したように、あわや浸水被害が出る寸前であったことや、工事の振

動、騒音もひどく、通行止めもいまだに続いており、不便を感じています。 

 町は地元任せにするのではなく、町が責任を持って周知すべきであったと強く思っています。

配慮が足りなかったと反省をしているとのことですので、今後、地元の納得のいく対応を求めた

いと思います。まだ、基礎のくい打ち工事が残っています。事前に現場付近の世帯には、町が責

任を持って情報を発信されることを強く求めたいと思います。２回目の質問です。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） ８番甲斐議員の二つ目の御質問、２回目の１点目、工事完成について、

まだ建屋の基礎工事が残っているが建屋の工事ができていない段階でポンプ稼働はできるのか、

どのような形で稼働させるのか、ポンプが稼働するまでの間、豪雨に対しての対応はどのように

計画しているのか伺うについてお答えします。 

 まず、安永地区のポンプ場完成時期の基礎工事についてですが、発注者と受注者で行いました

工程会議におきまして、大栄企業の工事進捗に合わせて４月に基礎工事を行う段取りでくい打機

を確保していました。しかし、大栄企業の施工が遅れたため、建屋の受注者との契約期間を過ぎ
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たくい打機は別の現場に移動している状況です。このため、現時点では基礎工事のめどが立って

おらず、建屋の完成時期を明らかにすることはできませんが、ポンプ場の造成工事が完了すれば

ポンプ本体や制御盤の据付けが可能となりますので、据付けが完了した段階で速やかにポンプを

稼働させてまいります。また、建屋の早期完成に向けて、受注者とも緊密に協議を行いながら全

力で取り組んでまいります。 

 次に、福富地区のポンプ場につきましては、半導体不足の影響により制御盤の製作完了の見通

しが立たないため、稼働時期につきましては不透明な状況です。町としましては、受注者に早期

の半導体の確保と制御盤の製作完了を依頼しており、半導体関連の情報収集とともに打合せを緊

密に行い、一日も早いポンプの稼働に向けて努力をしてまいります。 

 また、ポンプ稼働までの間は、昨日の答弁でも申し上げましたとおり、それぞれの地区の仮設

ポンプを増強し、職員による早期の運転を行うなど、内水被害を最小限とするできる限りの対応

を行ってまいります。 

 次に、二つ目の御質問の２回目の２点目、契約解除を行った工事業者の対応と町はどのように

対処していくのか、出来形検査後、請負金額を出来高で支払うことになると思うが、違約金請求

分と差異を調整して処理するのか。現段階でどのように考えているのかについてお答えをします。 

 ５月20日に違約金の請求を文書で行うとともに、５月25日には出来形検査が終了している状況

です。今後は、出来形検査による金額の確定と、この金額から前払い金及び違約金を相殺するこ

とで、工事の清算を行うこととなります。大栄企業は、契約解除後は「納得のいく説明を求める」

と下水道課などに説明を求めていましたが、現在は出来形検査に応じるなど契約解除後の手続に

ついて協力をしている状況です。今後も大栄企業に対しては毅然とした姿勢で適切な対応を取っ

てまいります。 

 最後に、二つ目の御質問の２回目の３点目、地域住民への説明について、今後、地元の納得の

いく対応を求め、事前に現場付近の世帯には町は責任を持って情報の発信を求めるにつきまして

お答えをします。 

 大栄企業の契約解除とポンプの稼働が梅雨までに間に合わなかったことにつきまして、地域住

民の方には大変な御心配をおかけしていることを改めておわび申し上げます。町では、一日も早

いポンプの稼働に向けて全力で取り組んでまいりますが、工事の進捗状況やポンプの稼働時期な

どにつきまして地域の方々が適切に把握できるよう、町が責任を持って広く情報を発信してまい

ります。その際は、地元の区長や議員にも御相談しながら情報を発信してまいりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 甲斐議員。 

○８番（甲斐康之君） １回目、２回目の答弁で、ほぼ町の姿勢が分かりました。 

 工事完成が遅れることで、豪雨等による浸水被害が出ては、住民の安心、安全や財産を守れま

せん。ポンプ場が完成するまでの豪雨対策は考えておられるとのことでした。また、町長の責任

は住民の命や財産をしっかり守ることだとの決意もあります。大栄企業との今後の対処について

は、我々が納得できるようにしっかり取り組んでいかれることを求めます。住民にしっかり周知
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することを求めて、この２問目の質問を終わります。 

 続いて、３問目の質問を行います。 

 災害公営住宅入居者への見守りはどのようになされているか。災害公営住宅の入居者は、高齢

者、一人暮らしの方が多い。入居から２年経過し、よく救急車がやってくるとの声を聞いていま

す。見守りとして、健康状況の把握、対応、対策はどのように行っているか。また、継続的に行

われているのか。 

 裏づけとして、次の調査報告があります。調査報告は、熊本県民主医療機関連合会が、地震か

ら６年経過する中で、災害公営住宅に入居する被災者の生活と健康の実情やコロナ禍における影

響などを把握するために、益城町を中心とした災害公営住宅７団地の入居者にポスティング等に

よるアンケート調査を行いました。110名を超える有効回答率28％の回答を得て、被災者の生活

と健康を守るための必要な支援を講じる必要があるとの今年４月時点での調査報告であります。

具体的な事項を次に羅列しますが、町としてどう判断し、理解するのか。どのような対策を行え

ばよいと考えるのか質問をするものであります。 

 具体的な事項として、１、入居者の年齢は60代以上が87％と高齢者が多いこと。うち、80代以

上が２割を超えています。２、世帯構成では一人暮らしが４割を超え、うち、60代以上が９割を

占めています。複数の家族は６割ですが、うち、二人世帯が全体の７割を占めています。３点目、

健康面では眠れない、体がだるいが、それぞれ３割を回答しています。歩くなどの運動が少ない

との２割の方の回答があります。 

 次に、団地内の交流、つながりについては、挨拶、立ち話をする程度が６割強。男性の７割、

女性の６割が交流なし。ほかに、サロンなどの交流に参加していないが５割強。相談相手は、同

居家族、身内、友人が８割、自治会役員、地域支え合いセンター等の職員、行政職員へ相談をす

るというのは１割未満となっています。 

 ５、健康状態で変わらない６割。悪化した２割強。悪化した意見として、飲酒、ストレス、不

整脈など入退院を繰り返しているようです。７割強が治療が必要な持病を持っている。高血圧、

糖尿病、がん、心臓病、これらの持病であります。その中で８割の方が通院をしている。通院を

していない方は、病院代がない、こういう回答でした。 

 生活全般の意見として、夫が治療中で自分は余裕がないので病院に行っていない。夫婦二人の

健康面と収入が不安だ。家賃が上がることになれば出ていかなければならない。孤独死となるの

は不安。このような問題を抱えている入居者が多いようであります。 

 災害公営入居前の住まいについて、プレハブ仮設住まいだった人が４割、みなし仮設住まいが

５割と、９割の方が仮設住まいであったことが分かりました。ここ２年間で入居者の死亡例も10

件以上報告されています。このことから、入居者の多くが高齢者であり、一人暮らしの割合も高

く、仮設暮らしが長かったこともあって、年月を重ねるごとに健康状態を悪化させるリスクはさ

らに高くなると思われます。 

 災害公営住宅は、慣れない集合住宅生活など環境の変化に対応することの困難さもある。同じ

階同士は会うと声をかけるが、階が違うとほとんど交流がない。コロナ禍の影響もあり、団地内
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のつながりやコミュニケーションが不足しているのではないかと思います。 

 このような状況が続くと、運動量の低下、つながり不足、孤独感も強まり、生活や病気への不

安、記憶低下などのうつ傾向の症状を持っている人も増えて、健康状況が悪化していくのではな

いでしょうか。さらに、病気や収入の不安定さなどから、食費や医療費を切り詰め、将来の家賃

への不安を抱えている状況もあります。 

 以上のことを踏まえて、町としては、災害公営住宅の入居者の生活環境や健康状況をどのよう

に捉えているのか、見守りなどの対策をどのように講じていくものか、伺うものであります。１

回目の質問です。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） ８番甲斐議員の三つ目の御質問の１点目、災害公営住宅入居者への見守

りはどのように行われているかについてお答えをいたします。 

 災害公営住宅への入居に当たりましては、慣れない集合住宅での生活や環境の変化に対する不

安を少しでも解消していただくために、入居者の方々の顔合わせ会を開催しました。そこには、

地域支え合いセンターや地域包括支援センター、町保健師なども出席し、困ったときの相談所、

相談者としての顔つなぎを行いました。また、仮設住宅を退去された世帯の支援につきましては、

地域支え合いセンターが訪問活動を行っておりましたが、本年３月をもって終了しております。 

 そのため、引き続き支援が必要な方につきましては、社協や地域包括支援センター、その他関

係機関に支援を引き継いでおり、現在は一般住宅にお住まいの方と同様に、民生委員。本来なら

ば民生委員・児童委員が正式名称ですが今回は民生委員と表現させていただきます。民生委員や

高齢者相談員が一人暮らしの高齢者などを対象に訪問活動を実施しております。この訪問活動を

通じて、入居者から相談を受けたり、何か異変を感じたりした場合には、関係機関とも連携しな

がら支援を行っているところです。 

 また、災害公営住宅の集会所におきましては、介護予防や運動不足の解消、入居者同士のコミ

ュニケーション向上を目的に社協による地域サロンが開催されており、さらに、地域支え合い推

進員がコーディネートを行い、学生ボランティアによるお茶会やＮＰＯ法人による集いの場など

を開催しております。 

 議員御指摘のとおり、特に災害公営住宅では、高齢者の一人暮らしや高齢者のみ世帯の割合が

多いことによる孤立死などが懸念されております。本町では昨年度まで、災害公営住宅の入居者

に対し、熊本心のケアセンターと共同でアンケート「心と体の健康に関する調査」を実施し、支

援が必要であると判断した方につきましては、戸別訪問などを行っております。さらに、高齢者

のうつ予防とコミュニティ支援を図ることを目的に、自殺予防事業としまして健康教育相談を実

施しております。昨年度は、コロナ禍の影響により、三つの災害公営住宅でのみ実施しておりま

すが、今年度も感染状況を見極めながら、継続して実施してまいりたいと考えております。 

 今後も、入居者の方々が安心して生活できるよう、社協、地域包括支援センターなどの支援機

関や地域の民生委員や高齢者相談員などとの連携を図りながら、地域で人々が支え合う体制の構

築を推進してまいります。 
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○議長（稲田忠則君） 甲斐議員。 

○８番（甲斐康之君） １回目の答弁ありがとうございました。１回目の答弁では、災害公営住

宅入居者は、高齢者の一人暮らしや高齢者のみの世帯の割合が多いことによる孤独死などが懸念

される。このことから地域支え合いセンターが訪問活動を行っていたが、３月をもって終結をし

た。今は、民生委員や高齢者相談員が、一人暮らしの高齢者を対象に訪問活動を行っている。ま

た、アンケートを実施して、訪問が必要な入居者と判断した方には戸別訪問を行っている。今後

も、社協や地域包括支援センター、民生委員や高齢者相談員等と連携を強化し、支え合う体制の

構築を推進していく。このような答弁だったと思います。 

 それでは、２回目の質問を行います。 

 まず、見守り体制について理解を深めるためにお聞きします。災害公営住宅の高齢者の見守り

訪問を行う高齢者相談員の方はどのような人たちなのか。１人当たり何世帯を担当するようにな

っているのか。民生委員は地域も含めて１人当たり何世帯を担当するのか。見守りが十分できる

体制は整っているのか。 

 １回目の質問でも紹介しましたけれども、団地内でのつながり・交流について、男女ともに６

割から７割が交流なしと答えております。行事への参加も５割が参加していないようであります。

相談相手として、身内や友人が多く、民生委員、支え合いセンター職員などの相談は１割程度に

なっている、このようなアンケート結果が出ています。特に、コロナ禍の中、交流が減少してい

ることは否めませんが、高齢者一人の入居者が多いこともあってか、頻繁に救急車がやってくる。

死亡者も予想以上に多いと感じます。今後、見守りを強化していくことが大事であると考えます。 

 見守りの強化とともに、町の健康診断についても進める必要があると思います。災害公営住宅

の入居者のましき健診の受診率はどのようになっていますか。把握しておれば回答ください。被

災者に寄り添う命と暮らしを一体的に捉えた支援を行うことを継続して取組むよう求めて、２回

目の質問といたします。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） ８番甲斐議員の三つ目の２回目の御質問、高齢者相談員の方はどのよう

な人たちなのか。１人当たり何世帯を担当するようになっているのか。民生委員は地域も含めて

１人当たり何世帯を担当するのか。見守りが十分できる体制は整っているのか。また、災害公営

住宅入居者のましき健診の受診率はどのようになっているのかについてお答えします。 

 高齢者相談員は、益城町社会福祉協議会会長の委嘱を受け、高齢者やその家族が抱えている多

くの悩みや問題などに対応し、高齢者の福祉の増進を図ることを目的としており、主に一人暮ら

しの高齢者への訪問活動を行っております。月１回以上の訪問と電話での安否確認を実施し、必

要に応じ複数回の訪問を実施しているところでございます。 

 なお、令和２年11月に、社会福祉法人益城町社会福祉協議会高齢者相談地域福祉委員設置事業

要領が改正されたことにより、定数が１名増員の37名となり、１人当たりの担当世帯数は平均21

世帯となっております。また、民生委員につきましては、国の基準で70から200までの世帯ごと

に一人配置することとなっておりますので、世帯数の多い行政区におきましては複数名を配置し
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ているところでございます。 

 それぞれが担当する世帯の中で、特に見守りが必要と思われる一人暮らしの高齢者や高齢者夫

婦の世帯などにつきましては、民生委員と高齢者相談員が相互に連携し、定期的な訪問活動を通

して見守り活動を行っております。さらに、支援が必要と思われる世帯につきましては、専門資

格を有する町職員も訪問するなど、地域の支援者と連携を図り、見守り体制を強化し、必要に応

じ介護や医療などの専門機関へつないでおります。 

 民生委員の定数につきましては、昨年５月、県の次期民生委員の一斉改選に向けた事前の定数

調査が行われました。本町は、令和２年４月に木山下辻団地行政区を新しく設置しているため、

１名増員の要望書を提出いたしました。その結果、本年３月、熊本県民生委員定数条例の一部が

改正され、本町の定数は１名増となりました。このため、本年12月の一斉改選に合わせ民生委員

を64名とする予定でございます。 

 次に、議員御質問の災害公営住宅入居者のましき健診の受診状況につきましては、受診者の数

は把握しておりますが、受診率を算出することはできない状況です。これは、町では、ましき健

診の対象となる社会保険被保険者の被扶養者の正確な人数を把握できないことによるものです。

そのため、ましき健診につきましては、健診申込書を全世帯に発送することで案内漏れがないよ

うにし、全ての方に何らかの検診を受けていただけるよう努めているところでございます。 

 令和３年度のましき健診の受診者数は2,520人で、また、令和３年度の国民健康保険加入者の

特定健診の受診率は約39％となる見込みでございます。今後も町民の健康と安心して生活できる

地域づくりのため、関係機関との連携を強化し、一人一人に寄り添った支援の継続と、地域で

人々が支え合う体制の構築を推進してまいります。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 甲斐議員。 

○８番（甲斐康之君） 高齢者相談員の内容についてはよく分かりました。特に一人暮らしの高

齢者への訪問活動を行っている。月１回以上の訪問と、電話での安否確認を行っている。定数は

37名であります。担当世帯数は平均21世帯であります。 

 民生委員については国の基準があって、70から200世帯に一人の配置となっているけれども、

見守りが必要な高齢者世帯は、民生委員と高齢者相談員が連携して訪問活動を通じて見守りを続

けている。 

 隣接する木山下辻団地は新しく行政区を設置。民生委員を１名増員して、本年12月には町の民

生委員は64名となる。こういうことであります。 

 ましき健診は、健診申込書を全世帯に配布して健診を受けてもらえるように努めているという

ような回答でありました。御答弁ありがとうございました。 

 災害公営住宅入居者は、長年の仮設暮らしを経て、ようやく慣れない集合住宅である団地に入

居された世帯がほとんどであります。アンケート回答にあったように、高齢者が多い。慣れない

交流に不参加だったり、孤立感、ストレスなどで健康を害する方も増えてくるのだと思います。

現在、町が取り組んでおられる見守り活動をしっかり続けていかれることを望んでやみません。 

 以上で質問を終わります。 
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○議長（稲田忠則君） 甲斐康之議員の質問が終わりました。 

 ここで暫時休憩します。11時５分から再開します。 

                                            

休憩 午前10時55分 

再開 午前11時05分 

                                            

○議長（稲田忠則君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、榮正敏議員の質問を許します。 

 ９番榮正敏議員。 

○９番（榮 正敏君） おはようございます。９番榮です。今回も一般質問の機会を与えていた

だき、ありがとうございます。 

 さて、今回は西村町政３期目の最初の定例議会であります。今後、熊本高森線、木山中央区画

整理事業、財政立て直しの企業誘致事業や、老人福祉、子ども関連事業等、様々な問題が山積し

ている中で西村町長の所信表明演説がありましたが、益城町の首長としてのかじ取りがどのよう

な方向に向いていくのか、しっかりと見極めたいと思う。 

 さて、今回の一般質問は、通告していた質問事項の、認知症患者と老老介護の実態はと、国が

こども家庭庁の新設を検討しているが本町における方針はについて、この問題二つに絞ってしっ

かりと質問させていただきます。 

 今回も残念ながらコロナ対策によるビデオ傍聴となりますが、日頃からの町議会に対する関心

と御理解をいただき、ありがとうございます。また、町長には３期目の当初の所信表明演説にお

いて、首長として、いかにこの益城町の発展と町民みんなが幸せに暮らしていけるか、町民の思

い、願いを真摯に聞き、町政に反映させていくと言われたと私は総括的に解釈しておりますが、

益城町の今後の20年間は西村町政３期目のこの４年間の手腕にかかっていると言っても過言では

ない。町長、頼みましたよ。あなたの双肩に重い期待を込めましたので。また、今議会最後の質

問者でありますので、最後までよろしくお願いいたします。 

 それでは、質問席に移らせていただきます。 

 それでは、一つ目の質問に入ります。通告していた認知症患者と老老介護の実態はについて質

問させていただきます。 

 現在、認知症患者の実態把握もしっかりとできていると思われるが、先日、認知症ケアパスガ

イドブックなるものが配布されてきた。これに認知症に関するいろいろな情報が示されているが、

今後、老老介護といった実態が増えていくことが予想される中で、本町における実際の福祉介護

体制はどのように対処していくのか伺う。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） ９番榮議員の一つ目の御質問、認知症患者と老老介護の実態が増えるこ

とが予測される中で、本町における福祉介護体制はどのように対処していくのかについてお答え

します。 
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 本町では、令和２年に第８期高齢者保健福祉計画介護保険事業計画を策定する際、在宅介護実

態調査を実施しております。その調査結果によりますと、介護を必要とする方のうち、後期高齢

者に当たる75歳以上の割合が８割を超え、介護者につきましては60歳以上が約７割を占めるなど、

老老介護の実態が明らかとなっております。 

 議員御指摘のとおり、少子高齢化や核家族化の進展に伴い高齢者夫婦の世帯が増加しており、

今後さらに老老介護と言われる状態が拡大することが懸念されております。また、本町の要介護

認定者を見ますと、約５割の方に認知力の低下が見られており、高齢者夫婦の世帯では介護の負

担が非常に大きなものとなっていると考えられます。 

 このようなことから、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けるためには、医療、介護、福祉サ

ービスの提供だけにとどまらず、世代を超えて地域ぐるみで多様な人々が支え合う体制を構築し

ていくことが重要であると考えております。特に、認知症の本人や家族を地域で支えるためには、

まずは地域の皆さんに認知症についての理解を深めていただき、その上で地域の実情に合わせた

支援を効果的に行うことが重要であります。 

 そこで町では、認知症に関する正しい知識や、医療、介護サービスなどの提供の流れについて

まとめた認知症ケアパスガイドブックを作成しており、医療機関などを通じて各家庭に配布し、

普及を図っているところです。今後も、老老介護や認知症といった課題が深刻化することが懸念

されておりますので、高齢者が、医療、介護、福祉サービスなどを効果的に活用しつつ、住み慣

れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、町民の皆さんや関係機関との協働による地

域づくりを推進し、地域で支え合う体制の構築を目指してまいります。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 榮議員。 

○９番（榮 正敏君） ２回目の質問です。地域で支え合う体制づくりを強化してまいりますと

言うが、これが本当に難しいことであることは今までの経験で実証済みであります。 

 老老介護の実情もいろいろと多種多様で多岐にわたることだと思うが、私の知っている家族は、

奥さんが認知症でありながら脳梗塞で倒れました。幸いにも軽くて、左足と左手が不自由かなと

いう状態で命には別状なかったということですが、子どもが同居してないものですから、御主人

が介護しているという逆パターンです。逆パターンというと、どちらか正か分かりませんけど、

このような場合、奥様が何もできなくなり、御主人が炊事、洗濯、家事全般、買物等を全て行う。

介護もまだ施設に預けるほど進んではいない。そういう状態なので、御主人が全面的にサポート

しているとおっしゃいました。 

 しかし、このまま介護者が元気で何もないように暮らしていけたらいいんですが、介護が２年、

３年と続き、認知症の度合いがひどくなり、介護疲れがピークとなり、自分の意識コントロール

ができなくなる。これで、時々新聞等で報道されますが、夫婦による殺人事件等が起きていると

いう事実があります。80歳代の御主人が奥様の首を絞めた、それから奥様が主人を刺したとか、

いろんなニュースが新聞等で報道されています。これは本当に悲しい事象であります。長年連れ

添った夫婦が、お互いを憎しみ、恨み、殺害しようとまで思い込む、これは尋常な出来事じゃな

い。しかし、現実に起きていることです。 
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 我々団塊の世代がまさにその現状の真っただ中に踏み込んできたわけでありますが、先ほどの

答弁の中にあった在宅介護実態調査によると、65歳以上の介護者が７割を占めるとなれば、あと

５年すれば、80歳以上の要介護者を70歳以上の介護者で見ていく本当の老老介護が７割、８割に

なっていく実態が明らかになってきたわけであります。 

 このことを踏まえてみると、待ち受ける福祉サービスでなく、こちらから進んで出前していく

サービス、これが今後の福祉サービスの根幹となっていくのではないか。先ほどの答弁にあった

ような、世代を超えた地域ぐるみの多様な人々で支え合う協調介護の構築が喫緊の課題であると

考えているが、我々団塊の世代としては、しっかりとした足跡を後世に残し、安心して皆が暮ら

せる町にしたい。 

 町長は、３月議会で認知症に対する私の質問に、チームオレンジの設置を目指すと答弁してい

るが、このチームオレンジ構想を協調介護の基盤として、出前のできる行政サービスの拠点とし

て構築できないか伺う。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） ９番榮議員の一つ目の２回目の御質問、チームオレンジ構想を協調介護

の基盤として、出前のできる行政サービスの拠点として構築できないかについてお答えします。 

 まず、本町が目指すチームオレンジにつきまして御説明させていただきます。 

 チームオレンジとは、認知症の本人とその家族や研修を受講した認知症サポーターなどがチー

ムとなり、地域にお互いの認知症の方やその家族に対して、認知症の早期の段階から心理面、生

活面の支援を行うため、地域で把握した支援ニーズを認知症サポーターを中心とした支援者とつ

なぐ仕組みでございます。 

 議員御質問のチームオレンジ構想を出前のできる行政サービスとして構築することについてで

ございますが、国が示していますチームオレンジの活動内容は、外出支援、見守り、声かけ、話

し相手、認知症の方の居宅へ出向く出前支援などがございます。町がチームオレンジを設置する

に当たりましては、まずは、町内でどのような出前支援が必要か把握することが重要であると考

えております。そこで、本町では、チームオレンジの立ち上げに向けて、本年４月から認知症地

域支援推進員を２名増員し３名体制とし、地域における認知症の方や家族に対する支援のニーズ

や課題抽出に取り組んでいるところでございます。このような取組により、チームオレンジが小

さな拠点として多くの地域に立ち上がり活動することによって、地域のつながりが生まれ、安心

して生活できる地域づくりにつながるものと考えております。 

 今後も、認知症地域支援推進員をはじめ、地域包括支援センターなど関係機関との連携の下、

町内の民間企業や町民の皆様と協働し、チームオレンジの設置に向けて取り組んでまいります。 

○議長（稲田忠則君） 榮議員。 

○９番（榮 正敏君） チームオレンジ構想をしっかりと出前のできる行政サービスの拠点とし

て構築していただき、町民の思いをしっかりと受け止めていただきたい。西村町政３期目の大き

な課題の一つであります。これは私の後ろにおられる団塊の世代の同僚議員の皆さんの切実な思

いを私が代弁したにすぎません。 
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 それでは二つ目の質問に入ります。 

 国が縦割り行政の弊害をなくすためにこども家庭庁の新設を検討しているが、本町における方

針はどのようになっているかについて質問させていただきます。 

 先般、新聞等で、国がこども家庭庁の新設を検討しているとの報道があったが、私も早くから

縦割り行政の弊害をなくすために子ども専門の課をつくらないかと一般質問の中で述べた記憶が

あるが、国もやっと動いてくれたのかと思っている。昨今、子どもの貧困対策等もしかり、子ど

もに関わる課が複数ある中で、いろいろな諸問題が細分化していく状況において、即決即断でき

るような、子どもに特化した専門の知識を共有できる、あるいは対応できる課をつくる用意、ま

た対策はあるのか、町長に伺う。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） ９番榮議員の二つ目の御質問、昨今、子どもの貧困対策などでもしかり、

いろんな子どもに係る課が複数ある中で、即決即断できるような子どもに特化した専門知識を共

有できる、あるいは対応できる課をつくる用意、あるいは対策はあるのか伺うについてお答えし

ます。 

 議員御指摘のとおり、国におきまして令和５年４月１日にこども家庭庁の設置が予定されてい

るところです。こども家庭庁の創設される目的としましては、子どもと家庭の福祉、保健、その

他の子育てに対する支援、子どもの権利・利益の擁護を一元化し、年齢や制度の壁を越えた切れ

目ない包括的支援の実現などが掲げられており、今後、関連する法律の整備も行われていく予定

です。 

 本町には、子どもに関係する課としまして、健康保険課、こども未来課、学校教育課、福祉課

など複数の課があり、各課連携して業務を行っております。このような中で、来年開庁をする新

庁舎におきましては、これらの課を１階にまとめて配置することとしており、子どもに係る関係

課がより連携しやすく、また、来庁者ができるだけワンストップで利用できるよう工夫すること

としております。 

 また、本年４月には、妊娠から出産、子育てまで切れ目なく包括的に出産育児を支援するため、

保健福祉センター内に子育て世代包括支援センターを設置し、関係課、関係機関などと連携を図

り、支援を行っているところです。さらに、今年度中には、乳幼児だけでなく、０歳から18歳の

全ての子どもとその家庭、妊産婦を対象に、関係機関と連携を図りながら実情に応じた適切な支

援を行う子ども家庭総合支援拠点の設置を目指しています。 

 今後は、関係機関との連携や、専門的な知識を持った人材の確保を進めながら、子育て世代包

括支援センター、子ども家庭総合支援拠点という二つの機能を一体的に運営することで、切れ目

ない包括的な支援体制を構築してまいります。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 榮議員。 

○９番（榮 正敏君） ２回目の質問です。町長、たまには私の顔も見てください。寂しかです。 

 こども家庭庁の設置をなぜ国がするのか。まさに縦割りの行政の弊害に気づいたからでありま

す。しかし、私の聞いたところによりますと、文科省あたりはまだ自分たちの監督権限が侵され
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るのを嫌っているようですが、それも調整されることでしょう。 

 私が言いたいのは、直接影響のある市町村の執行部の役目です。教育の場であり、福祉の場で

あり、保健医療の場であり、いろんな状況に子どもたちは直面していかなければなりません。私

が常に言っているヤングケアラーの問題もしかり、ハーレムチルドレン問題もしかり、全ての子

どもの虐待、貧困問題等に対して、当該課の連携や情報の共有ができていないと、緊急の問題、

子どもの犯罪への関与、あるいは死亡と、取り返しのつかないことが起きてしまいます。 

 昨今、頻繁に起きている児童虐待に対する児童相談所の対応においても、縦割り行政の弊害で

手が届かなかったり、いろんな場面において関係所管の言い分が違ったり、様々な事象例がある

中で、町長は３月議会の中で私の一般質問に対して、子ども・家庭総合支援拠点の設置に取り組

むと言っておりましたが、子どもに関する全ての所管に影響を持つ専門的な知識を持った人材を

確保し権限を一任しないと、緊急事態に対処できないと思うが、町長の見解を伺う。 

○議長（稲田忠則君） 西村町長。 

○町長（西村博則君） ９番榮議員の二つ目の御質問の２回目、子どもに関する全ての所管に影

響を持つ専門的な知識を持った人材を確保し権限を一任しないと、緊急事態に対処できないと思

うが、町長の見解を伺うについてお答えします。 

 議員御指摘のとおり、要保護児童の早期発見、適切な保護を図るためには、関係機関が連携し、

その子どもなどに関する情報や支援の方針を共有することが重要となります。そのため本町では、

子育て世代包括支援センター、保育所、幼稚園、小中学校と連携し、子どもに異変が見られた場

合、関係機関で迅速に情報を共有するとともに対処方法などについて協議を行っており、支援が

必要な子どもたちの早期発見、早期対応に努めているところです。その際、状況によりましては、

児童相談所、警察、病院とも連携し、対応しております。 

 また、10月の設置に向け準備を進めております子ども・家庭総合支援拠点には、専門的な知識

を持った人材を配置することとしており、現在、専門職を募集しておりますが、保健師や公認心

理士、臨床心理士など、幅広い資格職を対象にしており、本町に必要な人材の確保に努めている

ところです。 

 全ての子どもとその家庭、妊産婦の方を切れ目なく支援していくため、まずは、必要な人材を

しっかりと確保し、様々な事案に対して迅速かつ適切に対応できる体制を構築してまいりたいと

考えております。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 榮議員。 

○９番（榮 正敏君） 本日の熊本日日新聞の１面と４面に出ておりました。今朝切り取ってコ

ピーしてまいりましたが、改正児童福祉法が参議院本会議の全会一致で可決・成立したとありま

した。非常に喜ばしいことです。これにより子どもへの虐待の場における対応がすばやくできる

ようになると思われます。 

 昨今の虐待対応件数は約１年間で20万5,000件で、過去最多であったと書いてありました。こ

のたびの法改正とこども家庭庁の新法は、今後の政府や自治体の動向を注視していかなければな

らないと思っております。 
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 この子どもの問題は、これからの子どもたちの人生の出発点での取組に関する大事な問題であ

ります。この益城町をこれから担っていく子どもたちに、町長、最大限のエールを送っていただ

きたい。 

 以上、これで私の質問を終わります。 

○議長（稲田忠則君） 榮正敏議員の質問が終わりました。 

 これで本日予定されました一般質問が全て終了しました。これにて散会いたします。 

                                            

散会 午前11時30分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 14 日（火曜日） 
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令和４年第２回益城町議会定例会会議録 

 

１．令和４年６月６日午前10時00分招集 

２．令和４年６月14日午前10時00分開議 

３．令和４年６月14日午前11時31分閉会 

４．会議の区別 定例会 

５．会議の場所 役場仮設庁舎別館２階本会議場 

６．議事日程 

日程第 １ 各常任委員会委員長報告 質疑 討論 議決 

日程第 ２ 議案第43号 固定資産評価員の選任同意について 

日程第 ３ 議員提出第２号 適格請求書等保存方式導入に係るシルバー人材センターへの適切

な処置を求める意見書 

日程第 ４ 議員派遣の件 

日程第 ５ 閉会中の継続調査の件 

                                            

７．出席議員（18名） 
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13番 坂 本   貢 君  14番 中 村 健 二 君  15番 渡 辺 誠 男 君 

16番 荒 牧 昭 博 君  17番 坂 田 みはる 君  18番 稲 田 忠 則 君 

                                            

８．欠席議員（０名） 

                                            

９．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

議会事務局長   金 原 雅 紀 

                                            

10．地方自治法第121条の規定により会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長   西 村 博 則 君    副 町 長   濱 田 義 之 君 

教 育 長   酒 井 博 範 君    政 策審議監   桶 谷 哲 也 君 

土 木審議監   持 田   浩 君    会 計管理者   深 江 健 一 君 

総 務 課 長   塘 田   仁 君    危機管理課長   岩 本 武 継 君 

企画財政課長   山 内 裕 文 君    税 務 課 長   坂 井 浩 章 君 

住 民 課 長   竹 林 浩 幸 君    福 祉 課 長   荒 木   薫 君 
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福祉課審議員   中 村 康 広 君    こども未来課長   吉 川 博 文 君 

健康保険課長   松 永   昇 君    産業振興課長   松 本 浩 治 君 

建 設 課 長   村 上 康 幸 君    都市計画課長   齊 藤 計 介 君 

復興整備課長   水 口   清 君    街 路 課 長   石 橋   淳 君 

新庁舎等建設課長   田 上 勝 志 君    学校教育課長   遠 山 伸 也 君 

生涯学習課長   冨 永 清 徳 君    下 水道課長   吉 本 秀 一 君 

水 道 課 長   山 口 拓 郎 君 

                                            

開議 午前10時00分 

○議長（稲田忠則君） 皆さん、おはようございます。 

 定刻に達しましたので、本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、皆さんのお手元に配付してありますとおり、常任委員会委員長報告、採決、そ

の他となっております。 

                                            

 日程第１ 各常任委員会委員長報告 質疑 討論 議決 

○議長（稲田忠則君） それでは、日程第１、常任委員会委員長報告を議題とします。 

 まず、総務常任委員会報告、中川公則委員長。 

○総務常任委員会委員長（中川公則君） 皆さん、おはようございます。９番中川です。それで

は、総務常任委員会報告をいたします。 

 総務常任委員会報告書。令和４年第２回益城町議会定例会において付託された下記事件につい

て、次のとおり審査結果を報告します。 

 １、事件名。議案第35号、令和４年度益城町一般会計補正予算（第２号）中、歳入歳出（総務

常任委員会関係）、第２表債務負担行為補正、第３表地方債補正。議案第39号、熊本県市町村総

合事務組合規約の一部変更について。議案第42号、工事請負契約の締結について。請願第１号、

シルバー人材センターの安定的な事業運営のために適格請求書等保存方式（インボイス制度）導

入に係る適切な処置を求める請願書。 

 ２、審査経過。 

 ①付託年月日、令和４年６月７日。 

 ②審査状況。令和４年６月10日午前９時50分から、役場仮設庁舎総務常任委員会室において、

全委員出席の下、当委員会に付託された議案の審査を行った。また、６月13日午前10時から、全

委員出席の下、ＢＯＸＰＡＲＫマシキラリ及び復興まちづくりセンター「にじいろ」を視察した。 

 ３、審査の内容と結果。 

 ①審査の結果。議案第35号ほか２件、当委員会に付託された議案について執行部から説明を受

け、慎重審査の結果、いずれも原案のとおり全会一致で可決した。また、請願第１号については、

全会一致で採択することに決定した。 

 ②審査の主な内容。議案第35号については、第２表債務負担行為補正の集落部宅地開発支援事
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業について質疑があり、担当課長から、飯野、福田、津森の集落に、宅地開発をされる業者向け

の補助金を今回新たな事業として創設しようとするもので、補助金の額は開発区域内の新設道路

延長１メートル当たり４万円、また、今回の補正予算では、債務負担行為での予算計上で開発等

の申請がされた後に補助金の交付決定を行い、来年度以降に歳入歳出予算に計上するとの説明を

受けた。 

 次に、歳出８款２項12目の都市再生整備計画事業費4,665万円の財源組替え、復興基金はどの

くらいあるのかとの質疑があり、担当課長から今回の補正は文化会館の駐車場の用地購入関係で

増額をしており、設計・工事費関係を減額し、補正額としての増額減額はない。また、都市再生

整備計画事業費は国庫補助事業を活用するため、駐車場整備については事業費の４分の１が補助

対象事業費で４分の３が補助対象外となるため、補助対象外の２分の１に復興基金を充当するこ

ととして、今回、一般財源としての財源組替えをしているとの説明を受けた。 

 また、復興基金については、令和３年度末で残高が約6.4億円、令和４年度末では約４億円の

残高になる見込みとの説明を受けた。 

 次に、歳出10款７項２目の工事請負費の総合運動公園北側調整池しゅんせつ工事について質疑

があり、担当課長から、工事の内容については、調整池の掘削工、進入道路の造成工、それに掘

削床の舗装、グレーチング付きの集水桝２基を設置するという説明を受けた。 

 次に、歳出１款１項１目の議会用タブレット、ペーパーレス議会システム使用料について質疑

があり、担当課長から、ソフト導入に関する費用であり、初期費用24万円と月額７万5,000円を

10か月分計上しているとの説明を受けた。 

 次に、歳出２款１項４目の電子メディアタウンプロモーション委託料について質疑があり、担

当課長から、本町をＰＲするための電子雑誌や紙媒体冊子の制作、また、動画を作成し、ユーチ

ューブやホームページでの掲載を行うとの説明を受けた。 

 次に、歳出10款２項１目の委託料及び工事請負費について質疑があり、担当課長から、委託料

については広安小学校のトイレの改修費で、令和６年度に改修工事を行うところ、今年度設計を

行い、工事自体は来年度行う予定で、工事請負費については広安小学校のパソコン教室をその他

の用途で活用できるよう改修を行うと説明を受けた。 

 次に、歳出10款３項１目の木山中施設整備について質疑があり、担当課長から、門から入って

正面の駐車場の傷みが激しいため、剥ぎ取って再舗装、区画線を整備するという説明を受けた。 

 次に、歳出10款６項３目の修繕料の内容について質疑があり、担当課長から、文化会館のグラ

ンドピアノの弦及びハンマーの交換、ガラス遮光フィルムの交換、コロナ交付金の活用で、洋式

便所13基のウォシュレット化を計上しているとの説明を受けた。 

 次に、歳出10款６項５目のみんなの家警備委託料について質疑があり、担当課長から、四賢婦

人記念館にも警備回線が引いてあるが、今回は別途になるので、防犯カメラ４基による警備委託

料として３万8,000円の９か月分を計上しているとの説明を受けた。 

 次に、歳出10款６項９目の電子図書利用料について質疑があり、担当課長から、運用自体は前

年度から始めているが、コロナ交付金の活用で、１冊当たり5,000円の400冊で200万円を計上し
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ているとの説明を受けた。 

 次に、歳出10款６項５目の修繕料について質疑があり、担当課長から、コロナ交付金の活用で

自動手洗い器の設置を計上しているとの説明を受けた。 

 次に、歳出２款１項１目の報償費と旅費について質疑があり、担当課長から、報償費の謝礼に

ついては職員の研修に係る講師への謝礼、普通旅費については研修に係る講師の旅費及びにぎわ

いづくりに係る職員の先進地視察研修の旅費を計上しているとの説明を受けた。 

 次に、歳出９款１項１目の益城西原消防署改修工事について質疑があり、担当課長から、空調

設備が不具合を起こし、大々的な空調機の入替えを行うため計上しているとの説明を受けた。 

 次に、歳出10款６項９目の備品購入費の内容について質疑があり、担当課長から、コロナ交付

金で、図書購入費、ＡＶ資料購入費はテレビプロジェクターの購入費で、施設器具購入費は回転

式本棚やデジタル体温計等の購入を計上しているとの説明を受けた。 

 議案第39号については、特段の意見はなかった。 

 議案第42号については、最低制限価格について質疑があり、担当課長から、最低制限価格の算

出について、国土交通省が定める中央公共工事契約制度運用連絡協議会が定めるモデルに準拠し

た計算式により最低制限基準価格を算出し、開札どきに電子入札システムで自動決定されるラン

ダム係数を乗じたものが最低制限価格となり、今回の制限価格については、最も上限に近い係数

が設定されたため、最低制限価格を下回る業者が出たものと思われるとの説明を受けた。 

 請願第１号については、今後も利用するシルバー人材センター登録会員に消費税の負担が生じ

ないかという質疑があり、町社会福祉協議会事務局長から、会員が課税業者として登録される場

合は会員に消費税を負担してもらい、現行のとおりであれば会員には消費税の負担は生じないと

の説明を受けた。また、なぜシルバー人材センターが消費税を肩代わりしなければならないのか

という質疑があり、担当事務局長から、会員が課税事業者として登録されれば消費税の仕入れ控

除が認められるが、個人事業主の会員が免税事業者のままの場合、仕入れ控除が認められず、シ

ルバー人材センターの負担が生じるという説明を受けた。 

 ③視察の結果と意見。視察した現場のうち、ＢＯＸＰＡＲＫマシキラリでは、事業者から施設

概要の説明があり、状況を確認した委員から、集客状況、駐車場、夜間警備等の質問があり、回

答・説明を受けた。復興まちづくりセンター「にじいろ」では、担当課からこれまでの利用状況

の説明を受け、有効に活用されていることを確認した。 

 以上、総務常任委員会の結果を報告します。令和４年６月14日、総務常任委員会委員長、中川

公則。益城町議会議長、稲田忠則殿。以上、総務常任委員会報告を終わります。 

○議長（稲田忠則君） 総務常任委員会委員長の報告が終わりました。 

 次は、福祉常任委員会報告。吉村建文委員長。 

○福祉常任委員会委員長（吉村建文君） 皆さん、おはようございます。福祉常任委員会の吉村

でございます。 

 それでは、福祉常任委員会報告書。令和４年第２回益城町議会定例会において付託された下記

事件について、次のとおり審査結果を報告します。 
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 １、事件名。議案第35号、令和４年度益城町一般会計補正予算（第２号）中、歳出（福祉常任

委員会関係）。議案第37号、益城町子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定

について。 

 ２、審査経過。 

 ①付託年月日。令和４年６月７日。 

 ②審査状況。令和４年６月10日午前10時50分から役場仮設庁舎福祉常任委員会室において、全

委員出席の下、当委員会に付託された議案の審査を行った。また、６月13日午前10時から、全員

出席の下、子育て世代包括支援センター、保健福祉センターはぴねす内、復興まちづくりセンタ

ー「にじいろ」宮園地内を視察した。 

 ３、審査の内容と結果。 

 ①審査の結果。当委員会に付託された議案について執行部から説明を受け、慎重審査の結果、

いずれも全会一致で原案のとおり可決した。 

 ②審査の主な内容。議案第35号については、３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費12

節委託料の自宅療養者等買物支援事業について意見が出され、担当課より、この事業は新規事業

で、新型コロナウイルス感染症患者のうち自宅療養を余儀なくされた方や濃厚接触者となった家

族が、外出することなく自宅療養に専念できるよう、食料品等の買物を代行する事業であること。

また、町では感染者等の把握はできないため、保健所が陽性者に連絡する際は町内の診療、検査、

医療機関に周知を依頼すること。ホームページや広報紙、ＳＮＳを活用し、広く周知する予定で

あるとの説明を受けた。 

 ３款民生費１項社会福祉費10目臨時特別給付金事業費18節負担金補助及び交付金、住民税非課

税世帯等に対する臨時特別給付金事業に対して、対象世帯は令和３年度住民税非課税世帯なのか、

令和４年度住民税非課税世帯なのか、また、対象となる世帯数の見込みについて質疑があり、担

当課より、令和４年度住民税非課税世帯が対象となること、また、令和３年度受給済世帯は対象

外となることや、対象世帯数については税務課で簡易的な抽出を行い、約350世帯と見込んでい

ると説明を受けた。 

 ３款民生費２項児童福祉費１目児童福祉総務費18節負担金及び交付金、子育て世帯生活支援特

別給付金について、昨年の対象者は今年度、対象外となるとなるのかとの質疑があり、担当課よ

り、昨年の受給の有無にかかわらず、令和４年４月分の児童手当または特別児童扶養手当の受給

者のうち令和４年度住民税非課税世帯の方が対象となることなどの説明を受けた。 

 ３款民生費２項児童福祉費３目児童福祉施設費17節備品購入費の庁用車購入費について、これ

まで保育所に庁用車はなかったのか質疑があり、担当課より、これまでは職員の自家用車で対応

していたこと、現在は旅費の支給を行っているが、庁用車の必要性について説明があった。 

 ３款民生費２項児童福祉費１目児童福祉総務費19節扶助費、子ども医療費助成金について意見

が出され、担当課より、医療費の積算根拠について説明を受けた。 

 ３款民生費３項災害救助費２目仮設住宅運営費11節役務費、仮設団地用地耕起料について、町

に土地を提供していただいているので、しっかりとした対応をするようにとの意見が出された。 
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 議案第37号については、18歳に対象年齢を拡大した場合の対象期間について質疑があり、担当

課より、18歳までの誕生日到達の年度末までが対象者の期間となることの説明を受けた。また、

医療費助成方法について質疑があり、担当課より、医療費助成については、これまでの子ども医

療費助成と同様に現物給付で行うとの説明を受けた。 

 ③視察の結果と意見。視察した子育て世代包括支援センターについては、現地において担当課

より説明を受けるとともに、委員より、専門的な知識を持った専門職の人員配置について、また

住民への周知についての確認があった。復興まちづくりセンター「にじいろ」では、担当課から

これまでの利用状況の説明を受け、有効に活用されていることを確認した。 

 以上、福祉常任委員会の審査結果を報告します。令和４年６月14日、福祉常任委員会委員長、

吉村建文。益城町議会議長、稲田忠則殿。以上でございます。 

○議長（稲田忠則君） 福祉常任委員会委員長の報告が終わりました。 

 次は、建設経済常任委員会報告。榮正敏委員長。 

○建設経済常任委員会委員長（榮 正敏君） 建設経済常任委員会委員長の榮です。建設経済常

任委員会報告書を報告させていただきます。 

 令和４年第２回益城町議会定例会において付託された下記事件について、次のとおり審査結果

を報告します。 

 １、事件名。議案第34号、令和４年度益城町産業団地特別会計予算。議案第35号、令和４年度

益城町一般会計補正予算（第２号）中、歳出（建設経済常任委員会関係）。議案第36号、令和４

年度益城町下水道事業会計補正予算（第１号）。議案第38号、益城町特別会計設置条例の一部を

改正する条例の制定について。議案第40号、町道の路線廃止について。議案第41号、町道の路線

認定について。 

 ２、審査経過。 

 ①付託年月日、令和４年６月７日。 

 ②審査状況。令和４年６月10日午前10時から、役場仮設庁舎建設経済常任委員会室において、

全委員出席の下、当委員会に付託された議案の審査を行った。また、６月13日午前10時から、全

委員出席の下、益城東西線（３工区）道路改良工事（木山地内）、安永・福富地区雨水ポンプ場

造成本体工事（安永、福富地内）を視察した。 

 審査の内容と結果。 

 ①審査の結果。議案第34号ほか５件、当委員会に付託された議案について執行部から説明を受

け、慎重審査の結果、議案第35号、議案第36号、議案第38号、議案第40号、議案第41号について

は原案のとおり全会一致で可決した。また、議案第34号については賛成多数で可決した。 

 ②審査の主な内容。議案第34号については、産業団地の計画位置について第二空港線から100

メートル離した根拠について質問があり、担当課から、県の方針により、第二空港線から100メ

ートルの区間は、景観上の理由、農業振興上の理由、空港への定時性確保の理由から開発が厳し

く抑制されているとの説明があった。この説明に対し委員から、県から100メートルという数字

が示されていない中で、なぜ100メートルなのかと再度質問があり、担当課から、県との事前相
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談において、第二空港線から100メートル離れているかと確認があったとの説明があった。この

説明に対し委員から、県との打合せ・協議内容を示すよう意見が出た。あわせて、今回の件が今

後の慣例になるかとの質問があった。 

 議案第35号については、８款土木費２項道路橋梁費１目道路維持費14節工事請負費の路面等補

修工事費について対象路線の説明があり、道路舗装の補修については地元から要望されてもすぐ

に施工とはいかないだろうが、それらの箇所についても優先順位や施工予定時期等を示してほし

いとの意見が出された。 

 また、４項都市計画費５目公園費17節備品購入費の秋津川河川公園防犯灯設置費について、ソ

ーラーつき防犯灯４基を設置する計画であると説明があり、電線が近くにあるところはソーラー

にする必要があるのかと意見が出され、景観上の観点からソーラーにしているとの回答があった。 

 さらに、５目公園費12節委託費の潮井自然公園計画策定支援業務委託料について、平成25年頃

に潮井公園計画策定を行ったはずだが、それは無駄になるということかとの質問があり、そのと

きの計画に基づき公園整備を進めてきたが、熊本地震による状況の変化に伴い計画を見直す必要

が生じたもので、当時の計画を基本として見直しを行っているとの説明があった。 

 議案第36号については、安永雨水ポンプ場造成本体工事の工期の延長に伴う仮設橋のリース期

間の延長に係る費用の額と負担者について質問が出された。担当課から、仮設橋のリース期間に

ついては、ポンプ場の竣工後に撤去することとしており、支払いと費用については、令和３年度

分は前受注業者、今年度４月１日から造成工事完了までを現受注者、その後は機械電気工事が終

了するまでが、その受注業者、その後、撤去までは撤去受注業者が支払うこととなる。また、支

払い額については、令和４年度分で年約400万円を予定していると回答があった。 

 議案第41号については、路線番号226に架かる橋は、これまでどこが管理していて幅員は幾つ

なのか質問があり、これまでは県管理で幅員は４メートルと回答があった。また、路線番号436

の起点の位置について質問があり、復興土地区画整理事業の仮換地指定に合わせた起点となって

いると回答があった。 

 議案第38号、議案第40号については、特段の質疑はなかった。 

 ③視察の結果と意見。視察した益城東西線（３工区）道路改良工事については、現地において、

担当課より用地及び工事の進捗状況の説明を受けた。用地及び工事も順調に進んでいることを確

認した。残りの用地は２件であるとの報告を受けた。委員からは、安全管理について熱中症の対

策など十分な配慮を行うよう要望した。 

 安永・福富地区雨水ポンプ場造成本体工事については、担当課より工事の進捗状況の説明を受

けた。本体のポンプ稼働は８月下旬との説明があった。今年の梅雨は従来の稼働ポンプを増設し、

万全の体制で対応を行っていくとの報告を受けた。委員からは、安永地区の排水路吐口付近の締

切矢板の位置について質問があった。これに対して担当課から、現在の矢板は渇水期に施工され

たもので、出水期においては河川断面を阻害することとなるため、断面を阻害しないように６月

16日から打ち直すとの説明があった。また、委員から、さらに進捗に遅れが生じないよう工程管

理に努めるとともに、適時、工程について委員会に報告するよう要望した。また、他の委員から
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は、安全管理についても十分な配慮を行うよう要望した。 

 以上、建設経済常任委員会の審査結果を報告します。令和４年６月14日、建設経済常任委員会

委員長、榮正敏。益城町議会議長、稲田忠則殿。 

○議長（稲田忠則君） 建設経済常任委員会委員長の報告が終わりました。 

 以上で、各常任委員会委員長の報告を終わります。 

 これから各常任委員会委員長報告に対する質疑を行います。各常任委員会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

 ３番上村議員。 

○３番（上村幸輝君） おはようございます。３番の上村です。 

 建設経済常任委員長報告に対しまして、お伺いいたします。 

 議案第34号、令和４年度益城町産業団地特別会計予算について、総括質疑の中で同僚議員から

質疑があっていたことですが、産業団地の開発について、第二空港線から100メートルの後退の

根拠については、総括質疑では説明が不十分でしたが、委員会の中では十分な説明が行われたの

かというのが非常に関心のある疑問でした。委員長報告の中で、県との打合せ内容を示すよう意

見が出て、併せて今回の件が今後の前例になるかとの質問があったという報告でしたが、その内

容はどういう内容でしたでしょうか。 

 これまで、県の景観条例により沿線から20メートルの後退という縛りは以前から私も聞いてい

たわけですが、それ以上に、第二空港線沿いについては100メートルの厳しい開発抑制がかかっ

ているということのようですので、その根拠を示した説明で、委員会としてその説明に対する答

えは出たのでしょうか。その内容をお伺いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 建設経済常任委員会、榮正敏委員長。 

○建設経済常任委員会委員長（榮 正敏君） ３番上村議員の質問にお答えいたします。 

 100メートルという設定に対して委員会においてしっかりと審議したかと。しっかり審議しま

した。その中で、空港沿線から100メートルの後退を地区計画でやっているということですが、

県の、今お手元に事務局から配付されていると思いますが、阿蘇くまもと空港周辺の開発規制に

関する事務処理方針というのがありまして、県と執行部が打ち合せて100メートルというのを県

から尋ねられて、「離れています」と答えたということです。 

 それから、産業団地の、もう一つ、慣例となっていくのかということに関しては、産業団地の

整備に向けた協議では、この100メートルという協議を行うことは難しい、別途協議を行う必要

があるとの答えを受けました。以上です。 

○議長（稲田忠則君） 上村議員。 

○３番（上村幸輝君） 説明、ありがとうございました。今の中で、机上配付してある資料の内

容について話あ出たのですが、机上配付してあるこれを見ると、景観条例に基づく景観形成基準

に適合しないものは開発許可を行わないこととし、これを適用するとあるんですが、本当に今回

の100メートル後退が、今後の第二空港線沿線、空港インターから熊本空港までの沿線の活用に

ついて、その100メートルが前例、そして慣例となり、大きな影響を与えるのではなかろうかと
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想像しているわけです。それについては、あくまで別個ということで、委員会としては、それは

認識していないということでいいんですかね。その辺が一番心配するところです。これが慣例、

前例となって、全てにおいて100メートルのこれが適用されていくのであれば全然使い物になら

ない道路になってしまうので、それについての認識を、いま一度お願いします。 

○議長（稲田忠則君） 榮委員長。 

○建設経済常任委員会委員長（榮 正敏君） 再度、３番上村議員の質問にお答えいたします。 

 的を射ているかどうか分かりませんが、一応、委員会の中で審議した内容としては、町の都市

計画マスタープランの中でも、第二空港沿線から100メートルを除いた場所が産業ゾーンに位置

づけられて、産業団地の整備もその範囲で実施していくことになる。今回の産業団地に限らず、

今後も産業ゾーンの中で実施していくことになるので、その条例が適用されるだろうと。それか

ら、これが慣例となるかというのは別途協議していくということで、今回のあれで結論は出てお

りません。以上です。 

○議長（稲田忠則君） ほかに質疑はありませんか。 

 12番宮﨑議員。 

○12番（宮﨑金次君） おはようございます。12番宮﨑です。引き続いて建設経済常任委員長に

２点ほどお伺いします。非常に負担をかけて申し訳ないのですが。 

 まず１点目は、ただいま同僚議員からも質問がありました議案第34号の産業団地を第二空港線

から100メートル離した根拠、これは今、事務処理方針という県の資料に基づいて執行部から説

明があったという話ですが、その際、県の根拠、つまり規則、条例、または法令の説明は何かあ

ったのでしょうか。 

 それから併せて、事務処理要領というのは誰がどういうふうにして出されたのか、この辺りの

説明があったのか、なかったのか、これについてお伺いしたいと思います。よろしいですか。 

 （「よろしいです」と呼ぶ者あり） 

 じゃあ、ちょっと待ってください。要は県の条例、規則、法令、ここらあたりで何か100メー

トルを規制するのがあるのかないのかと、今回、説明していただいた事務処理方針について、こ

れはどういう位置づけで出されたのか。これは規則か条例の類いなのか、それとも担当の手持ち

資料なのかについて、分かる範囲で説明があったら教えていただきたいと思います。 

 それから２点目は、今回、現地視察をされた安永排水ポンプ工事の中で、矢板の打替えについ

て報告がございました。この矢板の打替えについては、私も一般質問の中で、秋津川からの逆流

防止策でございますので、これを大体いつ、どういう目的で、どういうふうに時間をかけてやら

れるのか、地元は非常に心配していると思います。明後日から作業に着手されるみたいですが、

ここらあたりについて委員会でどういう話になったのか、分かる範囲で教えていただきたいと思

います。 

 以上２点、よろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 榮正敏委員長。 

○建設経済常任委員会委員長（榮 正敏君） 12番宮﨑議員の質問にお答えいたします。 
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 まず一つ目、議案第34号の件ですが、県と条例等の協議があったかないか、これは委員会の中

では説明を受けておりません。 

 それから配付資料で開発規制に係る事務処理方針というパンフレットをいただきましたが、こ

れはどういう位置づけかということでしょうか。これは執行部から説明する上で、県と打合せた

内容を協議していく中で、執行部から添付資料として提出していただいたものです。 

 それから、矢板の秋津川の件ですが、なぜ打ち替えるのか、どういった方法かということです

が、先ほどの報告書にありましたように、まず渇水期に矢板を打っておいた。そうすると、今か

ら梅雨に入って増水してまいります。そうすると、河川の幅員を今の状況では狭めておりますの

で、それによる抵抗により水位が上昇して氾濫しないように、河川の幅員を阻害しないために矢

板を打ち替えるということです。以上です。 

○議長（稲田忠則君） 宮﨑議員。 

○12番（宮﨑金次君） 委員長の答弁ありがとうございました。２問も質問しましたので、非常

に頭を混乱させたんじゃないかと思いますけど、答弁いただきありがとうございました。 

 １問目の産業団地の話で、根拠といいますかね、これがどうも……。私も県の職員に確認させ

てもらったことがあるのですけれども、明確な条例とか法令とか規則とかがありません。ただ、

こういう打合せ事項で何となくやっているような感じがないこともないということで、その根拠

を知りたかったのですが、なかなかそれは出てこないのかなと思います。この事務処理方針とい

うもので今後もずっとやられる感じはします。でも、我々としてはそれでは困るので、やっぱり

きちんとした根拠に基づいて調整をしていかないと、なかなかこれは進まないと思います。その

質問については以上で終わります。 

 あと、２問目の矢板の話です。これについて私が質問したのは、地域の住民が一番心配してい

るのは、今、出水期に入りました。秋津川の水位が上がったら、間違いなく上のほうまで上がっ

てきます。そうすると道路は冠水するし、あの付近の家は床下、床上まで上がってきます。です

から、なるべく早く秋津川から水が上がってこないような処置をしていただきたいということで

やっています。明後日から作業に着手するということですが、どれぐらいでそれができるのかな

と。住民の方も心配しているので、それを確認したかったのですが、そういう話題は出ませんで

したでしょうか。もう一度、お伺いします。 

○議長（稲田忠則君） 榮正敏委員長。 

○建設経済常任委員会委員長（榮 正敏君） 12番宮﨑議員の再度の質問にお答えします。 

 議案第34号のことですが、協議内容が、今、書面に出ていませんので、今後、協議した内容は

書類としてちゃんと残すということでお願いしておきました。 

 それから矢板の件ですが、工事するのは確認しましたが、工事期間で矢板工事を何月何日から

始まって何月何日に終わるというところは、まだ確認しておりません。ただ、今後の工程につい

て、ちゃんとした工程表を出して、それを執行部がきちんと遵守して工事が順次流れていくのか

確認するように委員会として言っておきました。以上です。 

○議長（稲田忠則君） ほかに質疑はありませんか。 
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 11番野田議員。 

○11番（野田祐士君） 11番野田です。総務常任委員長に質問をします。２点、質問をさせてい

ただきます。まず１点目が、議案第42号、工事請負契約の締結について、そして２問目が、請願

第１号、シルバー人材センターについてです。 

 まず、工事請負についてですけれども、先ほどの委員長の報告の中で、最低制限価格について

質疑がありと、最低制限価格の算出については国土交通省が定めるモデルに準拠した形で算出し

ているということでした。ここで質問ですけれども、ほかの工種、例えば委託業務や物品等の業

務がございますけれども、そこでの最低価格についての質問はなかったでしょうか。最近、委託

等で最低制限価格の４割ほどで受注されているケースがございます。その辺について何か質問、

回答があったら教えてください。 

 次に、請願第１号についての報告の中で、シルバー人材センターについてですけれども、個人

が免除事業者のままの場合という部分がございました。個人事業主の会員が免除事業者のままの

場合、仕入れ控除が認められず、シルバー人材センターの負担が生じるということでございまし

た。なぜ免除事業者に消費税分を乗せて支払っているのかの質問、回答がありましたら教えてい

ただきたいと思います。 

○議長（稲田忠則君） 総務常任委員会、中川公則委員長。 

○総務常任委員会委員長（中川公則君） 10番中川でございます。11番野田議員の質問にお答え

を申し上げます。 

 先ほどの委員長報告の中で工事請負費の件ですけれども、ほかの件についてはいかがかという

ことでしたけれども、今回の説明につきましては、最低制限価格を算出し、開札時に電子入札シ

ステムで自動決定され、ランダム係数を乗じたもので最低制限価格を算出しますという説明でご

ざいました。ほかの件については、それに対しての質疑等はございませんでした。 

 それから、請願第１号、消費税関係の件ですけれども、この件につきましては1,000万円以下

の場合は非課税となっておりますけれども、シルバー人材から会員さんに消費税を含んで支払い

をしているということでして、今回のインボイス制度が導入されると、会員さんが課税事業者と

して登録されて消費税を払っていただくか、現行どおり非課税扱いされるということであれば、

その分をシルバー人材センターが肩代わりして消費税分を支払う必要があるということでござい

ますので、今後のシルバー人材センターの消費税の支出分について、運営上、支障があるという

ことで説明を受けました。シルバー人材関係のインボイス関係につきましては、そういうことで

ございます。よろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） 野田議員。 

○11番（野田祐士君） １回目の御回答ありがとうございました。２回目の質問をさせていただ

きます。 

 入札関係については、他の工種については質問がなかったということでございます。それにつ

いては分かりました。先ほど申しましたとおり、委託等では受注価格が４割を切るような結果が

出ております。それについては、最低制限価格等の見直し等を、ぜひ委員会のほうにもお願いし
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したいと思います。 

 次に２点目ですけれども、シルバー人材センターのインボイス、言われました部分についてで

すけれども、今のままでは、会員様に支払った分、要するに消費税を含んだ分について、課税事

業者が消費税分を税金として支払わなかった場合、シルバー人材センターがまた支払わなければ

いけない、要するに二重払いになるとの説明です。その辺に関しては課税事業者か非課税事業者

を見極めての支払いが必要になるという認識ですけれども、そこの見極めについては今後される、

されない、そういう非課税事業者もしくは課税事業者についての区分をシルバー人材センターで

されるのかについての御回答はあったかについて、お尋ねしたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（稲田忠則君） 中川公則委員長。 

○総務常任委員会委員長（中川公則君） 野田議員の再質問でございますけれども、シルバー人

材センターにつきまして、課税対象とか何かについて今後どうするかということでしたけれども、

今回の委員会の席上では、どういう形で分類していくということまではございませんでしたし、

この制度が来年の６月から施行されることになれば、そこまではっきりして、シルバー人材セン

ターの事務局としても支払っていかなければならないということまでの説明でして、あとの分に

ついては今後検討の課題と思います。よろしくお願いします。 

○議長（稲田忠則君） ほかに質疑はありませんか。 

         （なし） 

○議長（稲田忠則君） 質疑がないようですので、これで常任委員会委員長報告に対する質疑を

終わります。 

 これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

 11番野田議員。 

○11番（野田祐士君） 11番野田です。 

 議案第34号、令和４年度益城町産業団地特別会計予算について、反対する立場から意見を述べ

させていただきます。 

 反対理由及び意見。令和４年度益城町産業団地特別会計予算において、歳入歳出予算として、

不動産鑑定委託料210万円及び債務負担行為として産業団地用地購入費９億4,500万円を限度額と

して上程がなされたものであります。この産業団地計画のコンセプトは、人が活躍し、新たな価

値を共創する持続可能な産業づくりと示されております。産業団地整備基本計画１は、グランメ

ッセ熊本北側の土地、第二空港線をまたいだ場所、約9.46ヘクタール、つまり9.4町歩、約2,860

坪を産業団地として整備するものであり、用地費を除いた整備費用、約9.7億円を投じるものと

なっております。 

 第二空港線沿線の開発は、多くの議員、そして町民が興味を持ち、関心を寄せるものになり得

ると考えております。つまり、産業団地整備計画そのものには賛成であります。では、なぜ、今、

私がここで反対討論をしなければならないのかでありますが、この第二空港線沿線の開発場所選

定に大きな問題、課題を含んでおり、将来に向けた益城町の発展に影響が出てくる可能性が非常
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に高いと思われます。その影響がなければ、すばらしい計画になり得ると考えるものであります。 

 それでは、反対の趣旨を述べさせていただきます。執行部による益城町産業団地整備基本計画

概要版で説明がなされた内容のうち、計画場所の選定とそのプロセスが益城町の将来の発展に大

きな影を落とすことが懸念されるということです。選定場所について、第二空港線沿線から北側

に100メートル離して計画されており、概要版にも道路端から100メートルという数字が明記され

た上、道路に並行する形で赤線が引かれております。第二空港線から100メートル北側に離して

計画した理由、根拠を明確にするように、本議会での質問、さらには建設経済常任委員会でも多

くの委員により質問がなされましたが、明確な回答を得られておりません。場所選定の質問に対

する説明もされず、それが理解できるような資料も提出されておりません。これが大きな問題で

あります。また、本議会の質疑応答における執行部の説明では、計画に当たり町が自主的に第二

空港線から100メートル離した、熊本県からは100メートル離れているのかの確認があったと説明

がなされました。 

 第二空港線沿線に関わる規制として明確化されているものに景観条例がありますが、その規制

範囲は道路から20メートルまでです。そして、また一定の用途についての開発許可を行わない規

制、用途規制についても、100メートル離すとの明記はどこにもありません。そして何より、益

城町執行部より根拠資料として提出された阿蘇くまもと空港周辺の開発規制に係る事務処理方針

においても、100メートル離す必要性など一言も明記されておりませんし、100メートルの数字そ

のものがどこにも明記されておりません。にもかかわらず、第二空港線から100メートル離れた

場所に整備計画を益城町自ら自主的に計画する意味が理解できません。多くの町民は理解に苦し

むと考えております。熊本地震以降、町の多くの事業、例えば木山区画整理事業であるとか、熊

本高森線４車線化事業等、復興に向けた事業を熊本県にお願い、お任せし、おんぶに抱っこされ

てきたことに対する忖度なのではないでしょうか。 

 益城町は近隣市町村と比較すれば発展途上にある、逆に言うなら、さらなる大きな発展が望め

る位置にあるとも言えます。今後、様々な計画が持ち上がると思いますが、その際に、第二空港

線沿線の開発は道路から100メートル離すことになりかねません。この１点は、あしき前例にな

ることが懸念されます。今回の件が慣例になるかの質問に対し、町は無回答であります。このこ

とから、今回の計画場所を第二空港線沿線から100メートル離すことは、将来の益城町の発展に

も大きな影を落とすことが十分に予想されるものです。 

 第二空港線と産業団地の間、100メートルに土地を持つ地権者への説明をどうされるのか、ま

た、納得していただけるのかについても不透明で、何より対応が無責任なものになってしまいま

す。第二空港線からの離れ100メートルについては、もっと慎重に協議をすべきです。 

 熊本県との打合せ協議録の議会への提出もお願いしているが、未提出の状態であります。益城

町が選定場所について町民の皆様方にきちんとした説明ができないことを議会で確認した以上、

町民の皆様の負託に応えることができず、賛成できません。これが原案に反対する主な理由であ

ります。議員の皆様の良識ある判断と御賛同をよろしくお願いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 
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 16番荒牧議員。 

○16番（荒牧昭博君） 16番荒牧です。 

 議案第34号、令和４年度益城町産業団地特別会計予算についての賛成討論を行います。 

 令和４年度益城町産業団地特別会計予算につきまして、産業団地の整備は、本議会での町長の

所信表明にもありましたとおり、今後の10年、20年先の町の将来を見据え、復興を攻めの姿勢で

行うための重要施策の一つで、企業誘致の基盤となる大変重要な事業です。このような中、産業

団地の計画については、県道熊本益城大津線、いわゆる第二空港線沿線の市街化調整区域にあり

ますが、この沿線は県が開発を抑制しているとともに、市街化調整区域において産業団地を整備

する場合の手法としては、地区計画しかなく地区計画を作成するには県の方針を遵守する必要が

あります。これらの状況を考慮すると、現計画に基づいて産業団地を整備することに何ら問題は

なく、町の選定は適切であります。また、ＴＳＭＣの菊陽町進出など本町を取り巻く情勢は激し

く変化しており、企業誘致はさらなるスピード感を持って取り組む必要があるとともに、今回計

上されている予算は、今後、用地交渉を進める上で必要なものであります。 

 このようなことから、議案第34号、令和４年度益城町産業団地特別会計予算につきましては賛

成するものです。議員各位の賛同をよろしくお願いいたします。以上で討論を終わります。 

○議長（稲田忠則君） ほかに討論はありませんか。 

 12番宮﨑議員。 

○12番（宮﨑金次君） 12番宮﨑です。私は、議案第34号、令和４年度益城町産業団地特別会計

予算に反対する立場から意見を述べます。 

 今回の産業団地そのものについては、町の発展を考えた場合、大変喜ばしいことで反対するも

のではありませんが、第２表債務負担行為中の産業団地用地購入費９億4,550万円について、そ

の算出根拠に同意できず、反対します。 

 今回選定した我が町の産業団地は、熊本県の県道第二空港線沿いの開発規制の考え方を慮って、

町で自主的に県道第二空港線より100メートル離して選定したとのことでした。確かに県の立場

からすれば、熊本駅から空港まで45分の定時性や、県道第二空港線の景観を守るために農地の転

用や産業開発の制限、さらに第二空港線への新たな道路の連接等に制限や規制をかけることは理

解できますが、我が町にとって未来永劫この状態であっては困ると思います。我々町民が第二空

港線沿いの土地を有効に活用して将来の益城町の発展につなげることは、我々の権利であるし、

将来の子どもたちへの義務であるとも考えます。このため、今回の産業団地選定において、町の

要望をきちんと県へ伝え、そこで議論がなされて100メートル離すことになったのか、甚だ疑問

であります。 

 今後、我が町では、広崎地区の道路問題、グランメッセ周辺地区の開発等が予測されますが、

町民の願望を伝える前に自らの手足を縛った対応になってはならないと思います。第二空港線沿

い開発での県との調整は本当に大変だと思いますが、益城町民の長年の願望を一身に受けて行う

わけで、ぜひ粘り強く、諦めず、時にはしつこく、一歩ずつ前進するよう誠心誠意、県にお願い

していくことが大切だと思い、その意味合いを込めて今回の本議案に反対します。議員各位の御
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賛同をよろしくお願いします。以上です。 

○議長（稲田忠則君） 原案に賛成者の発言を許します。 

         （なし） 

○議長（稲田忠則君） ないようですので、これで討論を終わります。 

 これから、議案第34号「令和４年度益城町産業団地特別会計予算」から議案第42号「工事請負

契約の締結について」までの９議案について採決します。 

 まず、議案第34号「令和４年度益城町産業団地特別会計予算について」、本案に対する委員長

の報告は可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（稲田忠則君） 起立多数です。よって議案第34号「令和４年度益城町産業団地特別会計

予算について」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第35号「令和４年度益城町一般会計補正予算（第２号）について」、本案に対する

委員長の報告は可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（稲田忠則君） 起立全員です。よって議案第35号「令和４年度益城町一般会計補正予算

（第２号）について」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第36号「令和４年度益城町下水道事業会計補正予算（第１号）について」、本案に

対する委員長の報告は可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（稲田忠則君） 起立全員です。よって議案第36号「令和４年度益城町下水道事業会計補

正予算（第１号）について」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第37号「益城町子ども医療助成に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」、本案に対する委員長の報告は可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（稲田忠則君） 起立全員です。よって議案第37号「益城町子ども医療助成に関する条例

の一部を改正する条例の制定について」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第38号「益城町特別会計設置条例の一部を改正する条例の制定について」、本案に

対する委員長の報告は可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（稲田忠則君） 起立全員です。よって議案第38号「益城町特別会計設置条例の一部を改

正する条例の制定について」は、委員長報告のとおり可決されました。 
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 次に、議案第39号「熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について」、本案に対する委員

長の報告は可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（稲田忠則君） 起立全員です。よって議案第39号「熊本県市町村総合事務組合規約の一

部変更について」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第40号「町道の路線廃止について」、本案に対する委員長報告は可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（稲田忠則君） 起立全員です。よって議案第40号「町道の路線廃止について」は、委員

長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第41号「町道の路線認定について」、本案に対する委員長の報告は可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（稲田忠則君） 起立全員です。よって議案第41号「町道の路線認定について」は、委員

長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第42号「工事請負契約の締結について」、本案に対する委員長の報告は可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（稲田忠則君） 起立全員です。よって議案第42号「工事請負契約の締結について」は、

委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、請願に対する討論を行います。 

 請願第１号「シルバー人材センターの安定的な事業運営のために適格請求書等保存方式（イン

ボイス制度）導入に係る適切な措置を求める請願書」について討論を行います。 

 請願第１号に対する総務常任委員長の報告は採択です。委員長報告に反対の方、採択にするこ

とに反対の方の発言を許します。 

 討論はありませんか。 

         （なし） 

○議長（稲田忠則君） 討論なしと認めます。 

 これより、請願第１号「シルバー人材センターの安定的な事業運営のために適格請求書等保存

方式（インボイス制度）導入に係る適切な措置を求める請願書」を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。本案に対する委員長の報告は採択です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（稲田忠則君） 起立全員です。よって請願第１号は採択することに決定しました。 
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 日程第２ 議案第43号 固定資産評価員の選任同意について 

○議長（稲田忠則君） 日程第２、議案第43号「固定資産評価員の選任同意について」を議題と

します。 

 坂井税務課長の退場を求めます。 

 （坂井税務課長退席） 

○議長（稲田忠則君） 提出者の説明を求めます。 

 西村町長。 

○町長（西村博則君） 議案第43号「固定資産評価員の選任同意について」、御説明申し上げま

す。 

 本議案は、地方税法第404条第１項に規定する固定資産評価員の設置について、同条第２項の

規定により議会の同意を得る必要があるため、今回提案したものです。 

 固定資産評価員は、市町村長の指揮を受けて固定資産を適正に評価し、かつ市町村長が行う価

格の決定を補助するものであり、固定資産の評価に関する知識及び経験を有する者のうちから選

任することとなっております。このようなことから、本町の税務課長の坂井浩章氏が適任者と考

え、今回提案しております。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 提出者の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

         （なし） 

○議長（稲田忠則君） 質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対の方の発言を許します。討論はありませんか。 

         （なし） 

○議長（稲田忠則君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第43号「固定資産評価員の選任同意について」を採決します。この採決は起立

によって行います。 

 これに同意することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（稲田忠則君） 起立全員であります。したがって、議案第43号「固定資産評価員の選任

同意について」は、同意することに決定しました。 

 坂井税務課長の入場を許します。 

 （坂井税務課長入場） 

                                            

 日程第３ 議員提出第２号 適格請求書等保存方式導入に係るシルバー人材センターへの適切

な措置を求める意見書 

○議長（稲田忠則君） 日程第３、議員提出第２号「適格請求書等保存方式導入に係るシルバー

人材センターへの適切な措置を求める意見書」を議題とします。 
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 提出者議員の説明を求めます。 

 ５番冨田德弘議員。 

○５番（冨田德弘君） こんにちは。５番冨田でございます。 

 議員提出第２号、適格請求書等保存方式導入に係るシルバー人材センターへの適切な措置を求

める意見書。地方自治法第99条の規定により、別紙のとおり意見書を提出する。 

 令和４年６月14日提出。提出者議員、冨田德弘。賛成者議員、宮﨑金次。賛成者議員、西山洋

一。意見書案の朗読をもって説明に代えさせていただきます。 

 適格請求書等保存方式導入に係るシルバー人材センターへの適切な処置を求める意見書。 

 シルバー人材センターは、高年齢者等の雇用の安定等に関する法律に基づく団体で、地域の日

常生活に密着した就業機会を提供することなどにより、高年齢者の社会参加を促進し、高齢者の

生きがいの充実、健康の保持・増進、ひいては地域社会の活性化、医療費や介護費用の削減など

に貢献している。 

 令和５年、2023年10月に消費税において適格請求書等保存方式、いわゆるインボイス制度が導

入される予定となっている。同制度が導入されると、免税事業者であるセンターの会員は適格請

求書、いわゆるインボイスを発行することができないことから、センターは仕入れ額控除ができ

なくなり、新たに預かり消費税分を納税しなければならないという問題が発生いたします。しか

し、公共事業を行うセンターの運営は収支相償が原則であり、新たな税を負担する財源がない。 

 人生100年時代を迎え、国を挙げて生涯現役社会の実現が求められている中、報酬よりも社会

参加、健康維持に重きを置いた生きがい就業をしているセンターの会員に対して、形式的に個人

事業者であることをもってインボイス制度をそのまま適用することは、地域社会に貢献しようと

して努力している高齢者のやる気、生きがいをそぎ、ひいては地域社会の活力低下をもたらすも

のと懸念される。センターにとって新たな税負担は、その影響が極めて大きく、まさに運営上の

死活問題である。 

 消費税制度においては、小規模事業者への配慮として、年間課税売上高が1,000万円以下の事

業者は消費税の納税義務が免除されているところである。少額の収入しかないセンターの会員の

手取り額がさらに減少することなく、センターにおいて安定的な事業運営が可能となるためには、

センターの会員への配分金については、適格請求書を交付することが困難な取引として交付義務

を免除し、一定の事項を記載した帳簿のみの保存で仕入れ控除が認められる適用除外等の措置を

講ずる必要がある。よって国においては、センターへの会員の配分金については、インボイス制

度の適用除外とする等の措置を講ずるよう強く要望する。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 令和４年６月14日、熊本県益城町議会。衆議院議長、細田博之様、参議院議長、山東昭子様、

内閣総理大臣、岸田文雄様、総務大臣、金子恭之様、財務大臣、鈴木俊一様、厚生労働大臣、後

藤茂之様、経済産業大臣、萩生田光一様。以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（稲田忠則君） 提出者議員の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 
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         （なし） 

○議長（稲田忠則君） 質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。まず、本件に反対の方の発言を許します。 

 討論はありませんか。 

         （なし） 

○議長（稲田忠則君） 討論なしと認めます。 

 これより議員提出第２号「適格請求書等保存方式導入に係るシルバー人材センターへの適切な

措置を求める意見書」を採決します。この採決は起立によって行います。 

 原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（稲田忠則君） 起立全員です。よって議員提出第２号「適格請求書等保存方式導入に係

るシルバー人材センターへの適切な措置を求める意見書」は可決されました。 

                                            

 日程第４ 議員派遣の件 

○議長（稲田忠則君） 日程第４「議員派遣の件」を議題とします。 

 お諮りします。 

 議員派遣については、お手元に配付しておりますとおり派遣することに御異議ありませんか。 

         （異議なし） 

○議長（稲田忠則君） 異議なしと認めます。したがって、議員派遣の点については、お手元に

配付しておりますとおり派遣することに決定しました。 

                                            

 日程第５ 閉会中の継続調査の件 

○議長（稲田忠則君） 日程第５「閉会中の継続調査の件」を議題とします。 

 各常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長から会議規則第70条の規定によって、別紙継続

調査一覧表のとおり、閉会中の継続調査の申出があっております。 

 お諮りします。各常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長からの申出のとおり閉会中の継

続調査をすることに御異議ありませんか。 

         （異議なし） 

○議長（稲田忠則君） 異議なしと認めます。したがって、各常任委員会委員長及び議会運営委

員会委員長からの申出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。 

 以上をもちまして、本定例会に提案されました全ての案件は議了されました。６月６日から本

日まで９日間にわたりまして御協力をいただき、誠にありがとうございました。 

 これで令和４年第２回益城町議会定例会を閉会いたします。 

                                            

閉会 午前11時31分 


